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幼児における「非認知的能力」形成のためのルール学習の重要性 

－幼児教育における態度主義から知識主義への転換－ 

斎藤 裕 1* 
 

「非認知的能力」は近年、幼児教育のキイワードとなっている。その背景には、ペリー

就学前計画の追跡調査がある。「ペリー就学前計画」とは、1962 年から 1967 年にアメリカ

のミシガン州で行われた就学前教育プログラムで、高品質の就学前教育を目的に 3 歳～4
歳の子ども 123 人を対象に実施されたものである。このプログラム経験者が追跡調査され、

①このプログラム経験者は高い年収や持ち家率等に有意な効果を示す、②受けていない子

どもたちとの“IQ”の差は 10 歳以降見られない、という事実が得られている。成長に伴っ

て“IQ”に差がなくなるにもかかわらず「年収や生活の豊かさに優位差があった」という

ことは「 IQ で計れない別の後天的な能力の影響があった」と考えたヘックマン

（Heckman,J.J.）らは、「IQ では計測できない能力」(「非認知能力」と呼称)が人生の成功

や豊かさに影響していると主張したのである。結果、幼児期は、「知識」の獲得を援助する

よりも「非認知的能力」の獲得を目指すべきだという論調が目立つことになっていく。し

かし、“IQ”という考え方は、「思考は内容と独立した一般性の高い形式的論理的操作によ

って行われる」という思考の領域一般性という考え方に依拠するものであり、「領域一般性」

という意味では、「非認知的能力」もその側面が見られる。本当に、“IQ”は、人の学習能

力を測っているものなのであろうか。個別の知識の習得こそが、その知識と関連した「非

認知的能力」の習得を支え、人の「発達」を促すのでないだろうか。 
本論では、そのような見地から①「非認知的能力」は「（科学的）知識」によって生み出

されていること、②幼児教育における「科学的知識」形成の可能性、③「高いレベルの科

学」の実相、④エビデンス・ベースト・エデュケーションとは、という視点から幼児教育

の在り方を吟味し、その態度主義から知識主義への転換を考察したものである。 
 
キーワード：幼児 非認知的能力 科学的知識 エビデンス・ベースト・エデュケーション 

 

はじめに；非認知的能力とは 

「非認知的能力」は近年、幼児教育のキイワ

ードとなっている。保育所保育指針・幼稚園教

育要領・幼保連携型認定こども園教育・保育要

領において「幼児期の育みたい資質・能力」と

して以下の３点が挙げられている。  

保育所保育指針 
(ア) 豊かな体験を通じて、感じたり、気付いた

り、分かったり、できるようになったりす

る「知識及び技能の基礎」 

(イ) 気付いたことや、できるようになったこと

などを使い、考えたり、試したり、工夫し

たり、表現したりする「思考力、判断力、

表現力等の基礎」 
(ウ) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生

活を営もうとする「学びに向かう力、人間

性等」 

この内、３つ目の「学びに向かう力、人間性」

が「非認知能力」に当たると言える指針・要領

に記載されるようにまでになった、いわゆる「非

認知的能力」であるが、その背景には、社会保

1 新潟県立大学人間生活学部子ども学科 

*責任著者 連絡先：ysaito@unii.ac.jp 

利益相反：なし 
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障審議会児童部会保育専門委員会による『保育

所保育指針の改定に関する議論のとりまとめ』

に「近年、国際的にも、自尊心や自己制御、忍

耐力といった社会情動的スキルやいわゆる非認

知的能力を乳幼児期に身に付けることが、大人

になってからの生活に大きな差を生じさせると

いった研究成果などから、乳幼児期、とりわけ

３歳未満児の保育の重要性への認識が高まって

いる」1）と述べられていることがあろう（p.2）。 
この「とりまとめ」がそう述べる根拠の１つ

として挙げているのが、ペリー就学前計画の追

跡調査である。「ペリー就学前計画」とは、1962
年から 1967 年にアメリカのミシガン州で行わ

れた就学前教育プログラムで、高品質の就学前

教育を目的に 3 歳～4 歳の子ども 123 人を対象

に実施された。そして、このプログラム経験者

が長期にわたって追跡調査され、様々な観点か

らデータが収集され、受けなかった者との比較

検討が行われている。その結果を見ると、①プ

ログラムを受けていない統制群に比べ、このプ

ログラム経験者は高い年収や持ち家率および低

い犯罪率と生活保護受給率において有意な効果

を示す、②両群の IQ は、4－6 歳では有意な差

が見られたが、10 歳以降には有意な差が見られ

ない、という事実が得られている 2）。 
成長に伴って“IQ”に差がなくなるにもかか

わらず、「年収や生活の豊かさに優位差があった」

ということは、「IQ では計れない別の後天的な

能力の影響があった」と考えたのちにノーベル

経済学賞を受賞することになるヘックマン

（Heckman,J.J.）らは、「IQ では計測できない能

力」が人生の成功や豊かさに影響していると主

張したのである。そのような能力が「非認知能

力」と呼ばれるようになり、幼児期は、「知識」

の獲得を援助するよりも「非認知的能力」の獲

得を目指すべきだという論調が目立つことにな

っていく。 
具体的に「非認知的能力」とはいかなる能力

を意味するであろうか。「非認知的能力」は文字

通り「認知的能力」以外の能力という訳である

から、あいまいな概念であるが、西田季里・久

保田（河本）愛子・利根川明子・遠藤利彦（2018）
は「非認知的能力」のメタ分析結果を、表にま

とめている 3）。 

その表をもとに、そこに示されている「非認

知的能力」に想定される具体例を著者なりにま

とめたものが、表１である。「非認知的能力」と

は、やり抜く力、目標に向かって頑張る力、意

志力、自己肯定感、他者へ配慮、コミュニケー

ション能力などが該当すると考えられる。 
分析結果の整理に携わった遠藤利彦は、個人

的見解として、自尊心、自己肯定感、自立心、

自制心、自信などの「自分に関する力」、一般的

には社会性と呼ばれる、協調性、共感する力、

思いやり、社交性、良いか悪いかを知る道徳性

などの「人と関わる力」を「非認知的能力」と

して挙げている 4）。また、汐見稔幸は、「失敗か

ら学ぶことが上手、人と協力できる、自分で考

える、違う価値観を柔軟に受け止める、新しい

発想ができる力」を「非認知的能力」と呼び、

幼児期において認知的能力よりもこれらの「非

認知的能力」を伸ばすことの重要性を主張して

いる 5）。無藤隆は「非認知的能力」を「学びに

向かう力や姿勢」と言い、「目標や意欲、興味・

関心をもち、粘り強く、仲間と協調して取り組

む力や姿勢」と説明している 6）。この二人は保

育所保育指針等の改定に強い影響力を持ってお

り（汐見；社会保障審議会児童部会保育専門委

員会委員長 無藤；文部科学省中央教育審議会

委員)、結果として、この「非認知的能力」の幼

児教育における重視が、ここに決定づけられた

とも言える。 
確かに「知識及び技能」を獲得するためには

様々な努力が必要ではある。社会生活を行う上

でのスキルの習得も重要であろう。「知識」を「ル

ール」と言い換えると、その獲得にはその適用

訓練が必要なことが教授学習心理学的に確認さ

非認知的能力 具体例
 自己知覚  自己肯定感，やり抜く気持ち
 動機づけ  意欲，集中力
 持続性  忍耐力，根気
 自制心  勤勉さ，意志力
 メタ認知  自己理解力，客観的認知
 社会的能力  リーダーシップ力，協調性
 回復力と対応力  立ち直り力，状況対応力
 創造性  直観力，創造力

表１ 「非認知的能力」と想定される能力
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れている（佐藤・斎藤 19907），麻柄 19948））。そ

の点から見れば、（目標となる）知識・技能の獲

得において「粘り強く取り組む力・姿勢」（つま

り「学びに向かう力、人間性」）は重要な役割を

果たすと考えられる。 
しかし、“IQ”という考え方は、「思考は内容

と独立した一般性の高い形式的論理的操作によ

って行われる」という思考の領域一般性（domain 
generality）という考え方に依拠するものであり、

「領域一般性（domain generality）」という意味

では、「非認知的能力」もその側面が見られる。

本当に、“IQ”は、人の学習能力を測っているも

のなのであろうか。“IQ”は、学習することによ

って解決しうるようにならなければならない課

題群の解決の可否と、高い相関を示すものなの

だろうか。個別の知識の習得こそが、その知識

と関連した「非認知的能力」の習得を支え、人

の「発達」を促すのでないだろうか。「あること

がわかると、そこから様々な疑問・関心が湧き、

学びに向かう」ことが自然であろう。「認知能力」

（知識・技能）の獲得と「非認知的能力」（学び

に向かう力、人間性）の育成が二項対立的に捉

えられ、そして、後者をまず目指すべきという

論法が問題なのではないだろうか。 
 
１ ルールの獲得が生み出す「非認知的

能力」 

1) レディネスと思考の領域固有性 
一定の目標を持って、これから何らかの働き

かけを子どもに行おうとする人にとって、“レデ

ィネス”（何かを習得・学習する際、それに必要

な条件や環境が学習者側に整っている状態）を

知ることは、重要である。しかし、問題は、何

を持って“レディネス”と考えるかである。つ

まり、一定の内容を学ぼうとする時、事前に知

っておくべき内容はどのような性質を満たして

いるものでなければならないのだろうか。 
細谷（1969）はこの問いに対して「とりあえ

ずは、学習することによって解決しうるように

ならなければならない課題群の解決の可否と、

高い相関を示しうるものならば良い－と考えて

みることができよう。」9）（p.12）と言い、「多く

の心理学者によって、知能検査が持たなければ

ならないと考えられている性質、すなわち、知

能検査とは、学習能力を測定するものである－

ということから考えれば、高い相関を示さなけ

ればならないはずなのであるが、現実にはそう

でなく、････ 教科でいえば、同一教科における

直前の単元での事後テストの成績こそが、学習

結果を示すテストの成績と最も高い相関を示す」
10）（p.12）と述べている。また、現代の認知心

理学・教育心理学・教授学習心理学において、

認知のさまざまな側面は、発達・学習・思考な

どの一般的なメカニズムによって説明されると

した「思考の領域一般性（domain generality）」か

ら「思考の領域固有性（domain specificity）」と

いう考え方が主流になっている。領域固有性と

は、思考が内容と独立した一般性の高い形式的

論理的操作によって行われるのではなく、その

思考が必要とされている特定の状況や場面＝領

域に依存して用いられるものであるという考え

方である。つまり、同一と思われていた思考課

題に対して全ての人が同じレベルの解決を示す

わけではない、その課題について持っている知

識の程度によって解決の仕方が異なるというの

である。認知能力はそれぞれにふさわしい課題

を処理するためにあり（その課題の解決が求め

られる領域に制限を受ける）、相互に相対的に独

立していると考えられることが多くなった。 
私たちは、子どもを見つめる「物差し」とし

て「発達段階」や「IQ」を用いてはならない。

子どもを教えるために私たちが知らなければな

らないことは、彼らの「発達段階」ではなく、

今教えようとしている内容（領域）について、

彼らは何を知っているか・どんな考え方をする

のか、いわゆるその領域ごとの「学習段階」な

のである。 
2) 「知識」と「興味・関心・意欲」の関係性 

非認知的能力の育成と声高に言わなくとも、

これまで、幼児教育において「知識を教えては

いけない。『興味・関心・意欲』を育てなさい」

と言われてきた。子どもたちにいきなり「知識

を身につけなさい」と言っても無理で、まず先

に『領域＜健康，人間関係，環境，言葉，表現

＞』において「興味・関心・意欲」を『ねらい』

にするのだと言われてきている（現在も）。 
しかし、①「興味・関心・意欲」は、何によ

って生ずるのか、②その「何か」がもし「知識」



− 2− − 3−

幼児における「非認知的能力」形成のためのルール学習の重要性 

 2 

障審議会児童部会保育専門委員会による『保育

所保育指針の改定に関する議論のとりまとめ』

に「近年、国際的にも、自尊心や自己制御、忍

耐力といった社会情動的スキルやいわゆる非認

知的能力を乳幼児期に身に付けることが、大人

になってからの生活に大きな差を生じさせると

いった研究成果などから、乳幼児期、とりわけ

３歳未満児の保育の重要性への認識が高まって

いる」1）と述べられていることがあろう（p.2）。 
この「とりまとめ」がそう述べる根拠の１つ

として挙げているのが、ペリー就学前計画の追

跡調査である。「ペリー就学前計画」とは、1962
年から 1967 年にアメリカのミシガン州で行わ

れた就学前教育プログラムで、高品質の就学前

教育を目的に 3 歳～4 歳の子ども 123 人を対象

に実施された。そして、このプログラム経験者

が長期にわたって追跡調査され、様々な観点か

らデータが収集され、受けなかった者との比較

検討が行われている。その結果を見ると、①プ

ログラムを受けていない統制群に比べ、このプ

ログラム経験者は高い年収や持ち家率および低

い犯罪率と生活保護受給率において有意な効果

を示す、②両群の IQ は、4－6 歳では有意な差

が見られたが、10 歳以降には有意な差が見られ

ない、という事実が得られている 2）。 
成長に伴って“IQ”に差がなくなるにもかか

わらず、「年収や生活の豊かさに優位差があった」

ということは、「IQ では計れない別の後天的な

能力の影響があった」と考えたのちにノーベル

経済学賞を受賞することになるヘックマン

（Heckman,J.J.）らは、「IQ では計測できない能

力」が人生の成功や豊かさに影響していると主

張したのである。そのような能力が「非認知能

力」と呼ばれるようになり、幼児期は、「知識」

の獲得を援助するよりも「非認知的能力」の獲

得を目指すべきだという論調が目立つことにな

っていく。 
具体的に「非認知的能力」とはいかなる能力

を意味するであろうか。「非認知的能力」は文字

通り「認知的能力」以外の能力という訳である

から、あいまいな概念であるが、西田季里・久

保田（河本）愛子・利根川明子・遠藤利彦（2018）
は「非認知的能力」のメタ分析結果を、表にま

とめている 3）。 

その表をもとに、そこに示されている「非認

知的能力」に想定される具体例を著者なりにま

とめたものが、表１である。「非認知的能力」と

は、やり抜く力、目標に向かって頑張る力、意

志力、自己肯定感、他者へ配慮、コミュニケー

ション能力などが該当すると考えられる。 
分析結果の整理に携わった遠藤利彦は、個人

的見解として、自尊心、自己肯定感、自立心、

自制心、自信などの「自分に関する力」、一般的

には社会性と呼ばれる、協調性、共感する力、

思いやり、社交性、良いか悪いかを知る道徳性

などの「人と関わる力」を「非認知的能力」と

して挙げている 4）。また、汐見稔幸は、「失敗か

ら学ぶことが上手、人と協力できる、自分で考

える、違う価値観を柔軟に受け止める、新しい

発想ができる力」を「非認知的能力」と呼び、

幼児期において認知的能力よりもこれらの「非

認知的能力」を伸ばすことの重要性を主張して

いる 5）。無藤隆は「非認知的能力」を「学びに

向かう力や姿勢」と言い、「目標や意欲、興味・

関心をもち、粘り強く、仲間と協調して取り組

む力や姿勢」と説明している 6）。この二人は保

育所保育指針等の改定に強い影響力を持ってお

り（汐見；社会保障審議会児童部会保育専門委

員会委員長 無藤；文部科学省中央教育審議会

委員)、結果として、この「非認知的能力」の幼

児教育における重視が、ここに決定づけられた

とも言える。 
確かに「知識及び技能」を獲得するためには

様々な努力が必要ではある。社会生活を行う上

でのスキルの習得も重要であろう。「知識」を「ル

ール」と言い換えると、その獲得にはその適用

訓練が必要なことが教授学習心理学的に確認さ

非認知的能力 具体例
 自己知覚  自己肯定感，やり抜く気持ち
 動機づけ  意欲，集中力
 持続性  忍耐力，根気
 自制心  勤勉さ，意志力
 メタ認知  自己理解力，客観的認知
 社会的能力  リーダーシップ力，協調性
 回復力と対応力  立ち直り力，状況対応力
 創造性  直観力，創造力

表１ 「非認知的能力」と想定される能力
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れている（佐藤・斎藤 19907），麻柄 19948））。そ

の点から見れば、（目標となる）知識・技能の獲

得において「粘り強く取り組む力・姿勢」（つま

り「学びに向かう力、人間性」）は重要な役割を

果たすと考えられる。 
しかし、“IQ”という考え方は、「思考は内容

と独立した一般性の高い形式的論理的操作によ

って行われる」という思考の領域一般性（domain 
generality）という考え方に依拠するものであり、

「領域一般性（domain generality）」という意味

では、「非認知的能力」もその側面が見られる。

本当に、“IQ”は、人の学習能力を測っているも

のなのであろうか。“IQ”は、学習することによ

って解決しうるようにならなければならない課

題群の解決の可否と、高い相関を示すものなの

だろうか。個別の知識の習得こそが、その知識

と関連した「非認知的能力」の習得を支え、人

の「発達」を促すのでないだろうか。「あること

がわかると、そこから様々な疑問・関心が湧き、

学びに向かう」ことが自然であろう。「認知能力」

（知識・技能）の獲得と「非認知的能力」（学び

に向かう力、人間性）の育成が二項対立的に捉

えられ、そして、後者をまず目指すべきという

論法が問題なのではないだろうか。 
 
１ ルールの獲得が生み出す「非認知的

能力」 

1) レディネスと思考の領域固有性 
一定の目標を持って、これから何らかの働き

かけを子どもに行おうとする人にとって、“レデ

ィネス”（何かを習得・学習する際、それに必要

な条件や環境が学習者側に整っている状態）を

知ることは、重要である。しかし、問題は、何

を持って“レディネス”と考えるかである。つ

まり、一定の内容を学ぼうとする時、事前に知

っておくべき内容はどのような性質を満たして

いるものでなければならないのだろうか。 
細谷（1969）はこの問いに対して「とりあえ

ずは、学習することによって解決しうるように

ならなければならない課題群の解決の可否と、

高い相関を示しうるものならば良い－と考えて

みることができよう。」9）（p.12）と言い、「多く

の心理学者によって、知能検査が持たなければ

ならないと考えられている性質、すなわち、知

能検査とは、学習能力を測定するものである－

ということから考えれば、高い相関を示さなけ

ればならないはずなのであるが、現実にはそう

でなく、････ 教科でいえば、同一教科における

直前の単元での事後テストの成績こそが、学習

結果を示すテストの成績と最も高い相関を示す」
10）（p.12）と述べている。また、現代の認知心

理学・教育心理学・教授学習心理学において、

認知のさまざまな側面は、発達・学習・思考な

どの一般的なメカニズムによって説明されると

した「思考の領域一般性（domain generality）」か

ら「思考の領域固有性（domain specificity）」と

いう考え方が主流になっている。領域固有性と

は、思考が内容と独立した一般性の高い形式的

論理的操作によって行われるのではなく、その

思考が必要とされている特定の状況や場面＝領

域に依存して用いられるものであるという考え

方である。つまり、同一と思われていた思考課

題に対して全ての人が同じレベルの解決を示す

わけではない、その課題について持っている知

識の程度によって解決の仕方が異なるというの

である。認知能力はそれぞれにふさわしい課題

を処理するためにあり（その課題の解決が求め

られる領域に制限を受ける）、相互に相対的に独

立していると考えられることが多くなった。 
私たちは、子どもを見つめる「物差し」とし

て「発達段階」や「IQ」を用いてはならない。

子どもを教えるために私たちが知らなければな

らないことは、彼らの「発達段階」ではなく、

今教えようとしている内容（領域）について、

彼らは何を知っているか・どんな考え方をする

のか、いわゆるその領域ごとの「学習段階」な

のである。 
2) 「知識」と「興味・関心・意欲」の関係性 

非認知的能力の育成と声高に言わなくとも、

これまで、幼児教育において「知識を教えては

いけない。『興味・関心・意欲』を育てなさい」

と言われてきた。子どもたちにいきなり「知識

を身につけなさい」と言っても無理で、まず先

に『領域＜健康，人間関係，環境，言葉，表現

＞』において「興味・関心・意欲」を『ねらい』

にするのだと言われてきている（現在も）。 
しかし、①「興味・関心・意欲」は、何によ

って生ずるのか、②その「何か」がもし「知識」
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だとすれば、幼児には無理な話なのだろうか、

という疑問が生ずる。 
細谷（1983）は「人は、人生のいかなる時期

においても、自己を取り巻く大自然や社会環境

との交渉なしには生活しえない。そしてその交

渉の経験は、常に必ず何らかの一般化や関連づ

けを伴って内化され、以後の問題解決や問題発

見の様相を変化させていく。････ 人は、絶えず

ルールを作り上げないではいられない存在」11）

（p.358）であると述べ、人の持つそのような傾

性を「経験の一般化内蔵の定理」と名づけてい

る。 
また、知識－信念の体系（ルールシステム）

を構築するということは、そのルールが支配し

ている内容を効率的に理解するというだけでは

なく、学習することの「喜び」をもたらし、新

たなる内容への学習意欲を喚起する可能性があ

る。「ヘレンケラーの話」が典型的である。「ヘ

レンケラーの話」とは、井戸の冷たい水を彼女

の手に流しかけ、「水（W-A-T-E-R）」という指文

字をもう１つの手に綴って教えた時、彼女に起

きた話である。その時の感覚を、彼女は以下の

ように述べている。「突然私は、何かしら忘れて

いたものを思い出すような、あるいはよみがえ

ってこようとする思想のおののきといった一種

の神秘な自覚を感じました。この時初めて私は

W-A-T-E-R はいま自分の片手の上を流れている

ふしぎな冷たい物の名であることを知りました。

この生きた一言が、私の魂をめざし、それに光

と希望と喜びとを与え、私の魂を解放すること

になったのです。」12）（p.30-31） 
この例は、ただそれぞれ個別の事実を解決し

たという話ではない。彼らは、その事実を支配

しているルール（モノにはすべて名前がある。）

を把握し、その適用事例としてそれぞれの問題

を解決したのである。そして、そのこと（ルー

ルがわかったということ）が、彼女に驚きや喜

びを与えているのである。ルールを理解するこ

とは、その世界を効率的に理解するということ

だけではなく、学習する「喜び」や「意欲」を

も作り出していると言えるのではないだろうか。

この事実が示しているように、ルールの獲得が、

学習者のその領域への興味や関心を引き起こす

可能性は極めて高い。 

ルールの獲得とは、その内包（意味的理解）

の充実と外延（事例群）の拡大にある。ルール

は、いつも正しいというものではない。どんな

ルールも適用範囲限界があり、「例外」を内含し

ている。あるルールを所持するということは、

そのルールの範囲内の（未知なる）課題群に対

しては「（ルールの）当たる喜び〔ルールへの信

頼度〕」を、そして限界外の課題群に対しては

「（ルールの）外れる驚き」〔新たなるルール獲

得への志向〕をもたらすことになる。 
ルールの例外提示による学習者の興味・関心

の喚起は、麻柄啓一（1986）13），伏見陽児（1987）
14），黒岩督・中谷博視（2012）15）らによって、

既に教授学習心理学上、確認されている。 
麻柄の研究は、例外を含むルール（植物のラ

イフサイクルと季節の間の“きまり”）を教える

ことの効果を「おもしろさ評定」を測度として

検討したものであるが、「『ルール・事例・例外』

構造を明示的に持った読みものが、他の読みも

のより知的興味を持って受け取られる」ことを

確認している。また、黒岩らは、「ルール・事例・

例外｣ 構造の教材提示（小学校５年理科の「も

ののとけ方｣ の学習単元について構造化）は、

①学習者に強い認知的葛藤を生じさせ得ること、

②学習者の知的興味を高めること、③既有知識

の水準が低い児童では学習内容の習得・保持を

促進すること、を示している。 
学習者に新たな知識を伝え、その事例をあげ

ていくことで新たな知識に関する信頼性を高め

ていく｡ そして、その新たな知識に対する例外

例を提示し、 学習者を ｢おや？｣｢どうしてだろ

う？」といった葛藤状態に置く｡ 学習者は、新

たな知識と例外例について知的好奇心がより強

く引き起こされ、その結果、新たなる学習活動

が誘発され、より広がりと強さを持った知識に

到達していくのであり、この一連の経験が学習

者に「楽しかった」「またこんな経験・学習をし

てみたい」と受け取られるのである。例外例の

提示が学習者の興味・好奇心を誘発し、課題遂

行に対しても有効であり、黒岩の言を借りれば、

「こうした認識行動が類似の事態で再び生じや

すくなるであろう」16）（p.97）と考えられる｡ 
ヘレンケラーほどドラマチックではないに

しても、通常、私たちの学習のほとんどは、常
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に「ルール」の学習であろう。様々な事実を統

合しルールを作り出すという過程は、ルールの

支配する範囲とそれを超える例外に対する疑問

や興味、そして「ルールを構築することが、自

らの世界を容易に広げる」という事実自体への

関心を引き起こすことにならないだろうか。「ル

ールの先取りによる予想の適中（当たった喜び）

は、用いたルールへの確信を強め、次の問題予

想での使用の確率を高めるだろうし、予想の失

敗（はずれた驚き）は、使用したルールの改変

を促し、適中しうるルールの発見へと動機づけ

られるだろう。かくして（誤差や例外、あるに

はあるが）、『ルール』なければ思考なし、のみ

ならず、『ルール』なければ学習意欲なし」17）

（細谷 2001 p.23）と思われる。 
学習者が自らの内にルールシステムを構築

するということ自体、そのルールが支配してい

る内容を効率的に理解するというだけではなく、

学習することの「喜び」をもたらし、新たなる

内容への学習意欲を喚起する可能性がある。佐

藤康司・石山和子(2005)は、ルール学習の特質に

ついて「個別の事実（知識）間につながりを作

り出すとともに、その関連性にもとづく新たな

事実の予測や問いの生成を促進すること」18）

（p.38）と述べ、「そこで喚起される興味は、新

たな関連性についての納得や驚き、違和感とい

う形で現出する」19）（p.38）と考え、教授学習

実験を行っている。そこで提案されたルールは、

動物の体温調節と体毛との関係に関する「体毛

ルール」（恒温動物→体毛有）及び体温調節と食

事量との関係に関する「食事量ルール」（恒温動

物→大食）であった。その結果、彼らは、①ル

ールの学習によって知識の関連づけによる興味

が喚起されること、②関連づけが学習者の事例

的探索を促進する可能性がある、という事実を

得ている。 
著者自身、2007 年に佐藤らの実験で提案され

たルールを用い、示される事実をまとめ、ルー

ルとして言語的に提示すること（ルールの明示

化）が学習者の興味を喚起し、以後の問題解決

を容易にするのではないかという点を、検討し

た。その結果、①「ルールの明示化」は教材に対

する興味度や今後の学習意欲の喚起に効果を持

つ、②「ルールへの意識化」が学習内容への興味

を喚起する、ことが明らかとなった 20）。 
これらの実験結果から、①ルール学習におい

ては知識の関連づけによる興味が喚起されるこ

と、②関連づけが学習者の事例的探索を促進す

る可能性があること、③教材のルール化自体で

興味が喚起されたこと、また既有知識として「ル

ール」があれば、教材を自力でルールシステム

として構築でき、その結果学習内容の興味度が

上がるということ、を確認している。子どもが

新しい知識に出会い、その知識に興味や関心を

もち、学ぶ意欲が喚起されると考えられよう。 
そのような知識との出合いがもとになり、新た

な疑問が生まれて来ることも予想される。佐藤

（2013）は，単に学習を面白いと感じるだけで

なく獲得した知識にもとづき疑問が生成される

ことを「興味」ととらえ、獲得した知識に基づ

く疑問の生成を「探究的興味」と呼んでいる 21）。 

疑問の成立は子どもたちの示す関心・意欲の

現われであろう。「学びに向かう力」が非認知能

力であるならば、それはまさに「知識の獲得」

によって形成されると言える。 

 
２ 幼児の「知識（ルール）」獲得の可能

性 

「非認知的能力」に通ずる「興味・関心・意

欲」が「知識の獲得」によって形成されること

が明らかになった上で、次に、そのような「学

習」が幼児にとって無理な話なのだろうか、と

いう問題がある。 

確かにルールは抽象度が高い。従ってその獲

得は幼児には難しく、むしろ「学習嫌い」にさ

せてしまうという声がある。しかし、幼児にと

って「自然（科学）」に関するルールの学習はそ

んなにも難しいことだろうか。保育所保育指針

の「（3 歳児以上）保育内容・環境・内容の取扱

い」では「①子どもが，遊びの中で周囲の環境

と関わり、次第に周囲の世界に好奇心を抱き、

その意味や操作の仕方に関心をもち、物事の法

則性に気付き、自分なりに考えることができる

ようになる過程を大切にすること……」とある。

指針においても幼児教育におけるルール学習の

重要性が指摘されているのである。 

ルール操作はピアジェ（Piaget,J.）が言うほど



− 4− − 5−

幼児における「非認知的能力」形成のためのルール学習の重要性 

 4 

だとすれば、幼児には無理な話なのだろうか、

という疑問が生ずる。 
細谷（1983）は「人は、人生のいかなる時期

においても、自己を取り巻く大自然や社会環境

との交渉なしには生活しえない。そしてその交

渉の経験は、常に必ず何らかの一般化や関連づ

けを伴って内化され、以後の問題解決や問題発

見の様相を変化させていく。････ 人は、絶えず

ルールを作り上げないではいられない存在」11）

（p.358）であると述べ、人の持つそのような傾

性を「経験の一般化内蔵の定理」と名づけてい

る。 
また、知識－信念の体系（ルールシステム）

を構築するということは、そのルールが支配し

ている内容を効率的に理解するというだけでは

なく、学習することの「喜び」をもたらし、新

たなる内容への学習意欲を喚起する可能性があ

る。「ヘレンケラーの話」が典型的である。「ヘ

レンケラーの話」とは、井戸の冷たい水を彼女

の手に流しかけ、「水（W-A-T-E-R）」という指文

字をもう１つの手に綴って教えた時、彼女に起

きた話である。その時の感覚を、彼女は以下の

ように述べている。「突然私は、何かしら忘れて

いたものを思い出すような、あるいはよみがえ

ってこようとする思想のおののきといった一種

の神秘な自覚を感じました。この時初めて私は

W-A-T-E-R はいま自分の片手の上を流れている

ふしぎな冷たい物の名であることを知りました。

この生きた一言が、私の魂をめざし、それに光

と希望と喜びとを与え、私の魂を解放すること

になったのです。」12）（p.30-31） 
この例は、ただそれぞれ個別の事実を解決し

たという話ではない。彼らは、その事実を支配

しているルール（モノにはすべて名前がある。）

を把握し、その適用事例としてそれぞれの問題

を解決したのである。そして、そのこと（ルー

ルがわかったということ）が、彼女に驚きや喜

びを与えているのである。ルールを理解するこ

とは、その世界を効率的に理解するということ

だけではなく、学習する「喜び」や「意欲」を

も作り出していると言えるのではないだろうか。

この事実が示しているように、ルールの獲得が、

学習者のその領域への興味や関心を引き起こす

可能性は極めて高い。 

ルールの獲得とは、その内包（意味的理解）

の充実と外延（事例群）の拡大にある。ルール

は、いつも正しいというものではない。どんな

ルールも適用範囲限界があり、「例外」を内含し

ている。あるルールを所持するということは、

そのルールの範囲内の（未知なる）課題群に対

しては「（ルールの）当たる喜び〔ルールへの信

頼度〕」を、そして限界外の課題群に対しては

「（ルールの）外れる驚き」〔新たなるルール獲

得への志向〕をもたらすことになる。 
ルールの例外提示による学習者の興味・関心

の喚起は、麻柄啓一（1986）13），伏見陽児（1987）
14），黒岩督・中谷博視（2012）15）らによって、

既に教授学習心理学上、確認されている。 
麻柄の研究は、例外を含むルール（植物のラ

イフサイクルと季節の間の“きまり”）を教える

ことの効果を「おもしろさ評定」を測度として

検討したものであるが、「『ルール・事例・例外』

構造を明示的に持った読みものが、他の読みも

のより知的興味を持って受け取られる」ことを

確認している。また、黒岩らは、「ルール・事例・

例外｣ 構造の教材提示（小学校５年理科の「も

ののとけ方｣ の学習単元について構造化）は、

①学習者に強い認知的葛藤を生じさせ得ること、

②学習者の知的興味を高めること、③既有知識

の水準が低い児童では学習内容の習得・保持を

促進すること、を示している。 
学習者に新たな知識を伝え、その事例をあげ

ていくことで新たな知識に関する信頼性を高め

ていく｡ そして、その新たな知識に対する例外

例を提示し、 学習者を ｢おや？｣｢どうしてだろ

う？」といった葛藤状態に置く｡ 学習者は、新

たな知識と例外例について知的好奇心がより強

く引き起こされ、その結果、新たなる学習活動

が誘発され、より広がりと強さを持った知識に

到達していくのであり、この一連の経験が学習

者に「楽しかった」「またこんな経験・学習をし

てみたい」と受け取られるのである。例外例の

提示が学習者の興味・好奇心を誘発し、課題遂

行に対しても有効であり、黒岩の言を借りれば、

「こうした認識行動が類似の事態で再び生じや

すくなるであろう」16）（p.97）と考えられる｡ 
ヘレンケラーほどドラマチックではないに

しても、通常、私たちの学習のほとんどは、常
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に「ルール」の学習であろう。様々な事実を統

合しルールを作り出すという過程は、ルールの

支配する範囲とそれを超える例外に対する疑問

や興味、そして「ルールを構築することが、自

らの世界を容易に広げる」という事実自体への

関心を引き起こすことにならないだろうか。「ル

ールの先取りによる予想の適中（当たった喜び）

は、用いたルールへの確信を強め、次の問題予

想での使用の確率を高めるだろうし、予想の失

敗（はずれた驚き）は、使用したルールの改変

を促し、適中しうるルールの発見へと動機づけ

られるだろう。かくして（誤差や例外、あるに

はあるが）、『ルール』なければ思考なし、のみ

ならず、『ルール』なければ学習意欲なし」17）

（細谷 2001 p.23）と思われる。 
学習者が自らの内にルールシステムを構築

するということ自体、そのルールが支配してい

る内容を効率的に理解するというだけではなく、

学習することの「喜び」をもたらし、新たなる

内容への学習意欲を喚起する可能性がある。佐

藤康司・石山和子(2005)は、ルール学習の特質に

ついて「個別の事実（知識）間につながりを作

り出すとともに、その関連性にもとづく新たな

事実の予測や問いの生成を促進すること」18）

（p.38）と述べ、「そこで喚起される興味は、新

たな関連性についての納得や驚き、違和感とい

う形で現出する」19）（p.38）と考え、教授学習

実験を行っている。そこで提案されたルールは、

動物の体温調節と体毛との関係に関する「体毛

ルール」（恒温動物→体毛有）及び体温調節と食

事量との関係に関する「食事量ルール」（恒温動

物→大食）であった。その結果、彼らは、①ル

ールの学習によって知識の関連づけによる興味

が喚起されること、②関連づけが学習者の事例

的探索を促進する可能性がある、という事実を

得ている。 
著者自身、2007 年に佐藤らの実験で提案され

たルールを用い、示される事実をまとめ、ルー

ルとして言語的に提示すること（ルールの明示

化）が学習者の興味を喚起し、以後の問題解決

を容易にするのではないかという点を、検討し

た。その結果、①「ルールの明示化」は教材に対

する興味度や今後の学習意欲の喚起に効果を持

つ、②「ルールへの意識化」が学習内容への興味

を喚起する、ことが明らかとなった 20）。 
これらの実験結果から、①ルール学習におい

ては知識の関連づけによる興味が喚起されるこ

と、②関連づけが学習者の事例的探索を促進す

る可能性があること、③教材のルール化自体で

興味が喚起されたこと、また既有知識として「ル

ール」があれば、教材を自力でルールシステム

として構築でき、その結果学習内容の興味度が

上がるということ、を確認している。子どもが

新しい知識に出会い、その知識に興味や関心を

もち、学ぶ意欲が喚起されると考えられよう。 
そのような知識との出合いがもとになり、新た

な疑問が生まれて来ることも予想される。佐藤

（2013）は，単に学習を面白いと感じるだけで

なく獲得した知識にもとづき疑問が生成される

ことを「興味」ととらえ、獲得した知識に基づ

く疑問の生成を「探究的興味」と呼んでいる 21）。 

疑問の成立は子どもたちの示す関心・意欲の

現われであろう。「学びに向かう力」が非認知能

力であるならば、それはまさに「知識の獲得」

によって形成されると言える。 

 
２ 幼児の「知識（ルール）」獲得の可能

性 

「非認知的能力」に通ずる「興味・関心・意

欲」が「知識の獲得」によって形成されること

が明らかになった上で、次に、そのような「学

習」が幼児にとって無理な話なのだろうか、と

いう問題がある。 

確かにルールは抽象度が高い。従ってその獲

得は幼児には難しく、むしろ「学習嫌い」にさ

せてしまうという声がある。しかし、幼児にと

って「自然（科学）」に関するルールの学習はそ

んなにも難しいことだろうか。保育所保育指針

の「（3 歳児以上）保育内容・環境・内容の取扱

い」では「①子どもが，遊びの中で周囲の環境

と関わり、次第に周囲の世界に好奇心を抱き、

その意味や操作の仕方に関心をもち、物事の法

則性に気付き、自分なりに考えることができる

ようになる過程を大切にすること……」とある。

指針においても幼児教育におけるルール学習の

重要性が指摘されているのである。 

ルール操作はピアジェ（Piaget,J.）が言うほど
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に高年齢になって、12～13 歳前後（彼はこれ以

後を形式的論理操作が可能になる発達段階と呼

んでいる）になるまでは出現しないわけではな

い。 

幼児は、動くものをなんでも「ブーブー」と

言うことがあるが、これも「動くモノ＝ブーブ

ー」という分別ルールを獲得しているとも言え

るのではないだろうか。 

まず、教授学習心理学実験として計画され、

実証されたものを紹介したい。 

(1) 幼児の「金属-非金属」認識に及ぼす過去経

験の効果（伏見陽児・麻柄啓一 1983）22） 

これは、幼児を対象に「金属・非金属」の弁

別を取り上げ、実験を行ったものである。 

この実験において「金属ならば電気を通す」と

いうルールがポイントであった。つまり、「通電

セット」を用意して「これは、カネ（金属）だ

から、点灯した〔電気を通した〕，カネ（金属）

じゃないから、点灯しない〔電気を通さない〕」

という事態を示された子どもたちの方が、単に

個別弁別を指示されたよりも、容易に弁別でき

るようになった事実が確認されたのである。 

幼児の生活経験（過去経験；電気－通電する

と電球が光る）を意識させる状況を設定するこ

とによって、幼児に金属概念（ルール；金属は

電気を通すモノだ）が成立させている。 

(2) 幼児の「動物概念」形成に関する構成法的研

究（佐藤康司・斎藤裕 1990）23） 

これは、幼児を対象に動物（陸棲大型ほ乳類）

の「かたち（体の形態）とくらし（食性）の関

連性ルールを教えようとしたものである。 

具体的には「肉食⇔毛ふさふさ・ポニョポニョ

足 VS 草食⇒コチンコチン爪足」というルール

を幼児に教えようというものである。確かに、

このルールは、「大ざっぱ」である。しかし、「大

ざっぱ」であるから、教えるに値しないとは考

えない。①適用範囲はそれほど狭いものではな

く、陸棲大型ほ乳類では十分『使える』、②適用

外事例（例えばパンダ）に気づけば、その動物

の暮らしぶりを目が行き、より大きなルールの

学習へと発展できる、以上の２点から、まず動

物の形態と暮らしぶりを考える重要なルールの

１つと考えられるからである。このルールを幼

児が学習可能となるのかであるが、佐藤・斎藤

は、1)目的論的説明（上記のルールが草食・肉

食動物の生活上どのようなメリットがあるのか

の説明）の導入、2)ルールの提供訓練の導入、

の２点を教授プランに取り組み、幼児にこのル

ールの学習に成功している。 

教授学習心理学実験上、既に幼児に「ルール」

学習は可能であることが明白であり、研究課題

は、どのような手法でそれを実現するのかにな

っていると言ってよいであろう。 

また、実験ではなくとも、日常個別実践にお

いても幼児がルール学習を行っている様子は確

認されている。以下２事例を紹介する。 

(1) どんな花“お豆”を作るんだろう。（渡辺万

次郎「科学技術と理科教育」－ 細谷純『教科学

習の心理学』 p.48  2001）24） 

 私はかつて幼稚園の２児を近郊に伴った。彼

らは“みやこぐさ”の花に注意を引かれたが、

その名を問うほかに能がなかった。当時、私ど

もの菜園には、同じ豆科の“えんどう”の花が

咲いていたので、私は名を教えるかわりに、そ

の花を持って帰り、おうちでそれによく似た花

を見出すようにと指導した。彼らが帰宅後両者

の類似を見出した時には、小さいながらも自力

に基づく新発見の喜びに燃えた。やがて一人は

“みやこぐさ”について、「これにもお豆がなる

のか」と尋ねた。それは誰にも教えられない独

創的な質問であった。私はそれにも答えず、次

の日曜に彼らに現場で確かめることを提案した。 

彼らがそこに小さな“お豆”を見出した時、

そこには自分たちの推理の当たった喜びがあっ

た。秋が来た。庭には萩の花が咲いた。彼らが

萩にも豆のなることを予測した。彼らは過去の

経験から、いかなる花に豆がなるかを自主的に

知り、その推論を独創的にまだ見ぬ世界に及ぼ

したのである。 

 幼稚園児でさえも、「（じゃあさ、）これにもお

豆がなるの？」と、過去の経験から共に豆科で

あるという構造化を行ないうる二種の植物－み

やこぐさとえんどう－の間の関連づけを行ない、

「当たる喜び」を味わっていたのである。 

(2) みんな“ウンチ”をする（伏見陽児・麻柄啓

一『授業づくりの心理学』国土社  p.22-23  
1993）25） 

 ５歳の女の子。彼女は「みんなうんち」（五味
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太郎著、福音館）という科学絵本が大好きだ。

この絵本にはたくさんのけものや鳥、魚、虫と

そのウンチが登場する。最後に「いきものは、

たべるから、みんなうんちをするんだね」とま

とめられている（ルール学習である）。 

 彼女の通う保育園ではカタツムリを飼ってい

た。彼女はカタツムリも餌を食べウンチをする

ことを知った。絵本のルールがカタツムリにも

適用できることを知ったわけだ。 

 さて２週間ほど後、彼女を連れて海に遊びに

行った。海岸で巻き貝（クボガイ）をたくさん

発見した彼女は「家に持って帰り飼ってみたい」

という。「これも動物なの？」と尋ねるので「そ

うだよ！」と答えてやる。「だったら何を食べる

んだろう？海の草かな」と彼女。「そうかもしれ

ないね」と答えたら、彼女は海草もいっしょに

持って帰った。 

 家に帰った彼女は飽きずに水槽をながめてい

た。２－３日後「あっ、海の草がちょっとへっ

こんでいる。きっと貝が食べたんだ！」。私は再

び「そうかもしれないね」。さらに１－２日後、

「白い小さいツブツブがある。きっと貝のウン

チだ」という彼女。彼女のいうツブツブがどれ

なのか私にはよくわからなかったので「そうか

なか‥」とモゴモゴ言っていたら、彼女は「そ

うだよ、きっとそうだよ！」と答えたのである。 

彼女は「動物なんだから何か食べるはず」「食べ

たらウンチをするはず」というルールを身につ

けて、それを初めて出合った巻き貝の予測に用

いたのである。そしてこうした「予測－確認」

活動をとても楽しんだのである。 

簡単な例ではあるが、このようなことは幼児

に頻繁に起っているのではないだろうか。幼児

であっても、自然に関するルールを学ぶこと、

そして、そのルールを使用し、推論の当たる喜

び・外れる驚きを感じることができることは明

白であろう。そこにこそ「学びに向かう力」が

育っていくのではある。 

対象領域の高いレベルの（科学者が持ってい

る）「知識」そのものを学習内容として設定・配

列するのではなく、その「知識」を子どもが学

習・理解可能になるような翻案したものを学習

内容として設定しさえすれば、そこに「驚き」

「喜び」を伴う知識の獲得が幼児にさえ生ずる

のである。 

 

３ 高いレベルの科学をどう教えるか 

私たちは、学習したルールを武器にして、自

分たちを取り巻く環境に適応していこうとする。

それは、幼児であっても、変わりはない。どの

ようなルールをどのように学習したかによって、

適応の方向や質が決まってくるのである。問題

は，幼児教育においてどのようなルールの学習

を支援すべきかとなる。 

細谷は言う（2001）26）。 

「概念や法則の基本性というものは、単に概念

や法則の種類のみに依存するのではなくて、学

習者の側にある「状態(status)」や「利用可能性

(accessibility)」に依存するということなのであ

る。････ 概念の利用可能性(accessibility)とは、

ある概念を何らかの形で理解している学習者が、

それを必要に応じてどの程度容易に想起し利用

するかの程度のことをいっている。一方ではも

ともと「概念」が、どれほどの「利用可能性」

を持ちあわせているかどうかが問題であると同

時に、他方で、学習者がその「概念」を、どれ

はどの「利用可能性」を持って所有しているか

どうかが問題になるのである。････ そして教え

て援助する側の教師としては、いかにして望ま

しい概念所有の「状態」や「利用可能性」を、

学習者の中に育てさせるかが、問題となるわけ

である。」（p.150） 

1) 高いレベルの科学とは 

どのような性質を持ったものが「高いレベル

の科学」と考えればよいのであろうか。 

この点について、極地方式研究会の提案が重

要と考える。この会は「すべての子どもに高い

レベルの科学をやさしく教えること」を願って

いる団体である。この会において「高いレベル

の科学」について５点挙げている（鳥海山綱領 

2008）。それを表２に示す 27）。 

「高いレベルの科学」とはこのような性格を備

えた総合体を子どもが自分の力でつかみ取るも

のである。その意味において、教育が重要な役

割を果たす。 

細谷（2001）はこうも言う。「何が基本的きま

りであり、何が派生的なきまりなのか。････私
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に高年齢になって、12～13 歳前後（彼はこれ以

後を形式的論理操作が可能になる発達段階と呼

んでいる）になるまでは出現しないわけではな

い。 

幼児は、動くものをなんでも「ブーブー」と

言うことがあるが、これも「動くモノ＝ブーブ

ー」という分別ルールを獲得しているとも言え

るのではないだろうか。 

まず、教授学習心理学実験として計画され、

実証されたものを紹介したい。 

(1) 幼児の「金属-非金属」認識に及ぼす過去経

験の効果（伏見陽児・麻柄啓一 1983）22） 

これは、幼児を対象に「金属・非金属」の弁

別を取り上げ、実験を行ったものである。 

この実験において「金属ならば電気を通す」と

いうルールがポイントであった。つまり、「通電

セット」を用意して「これは、カネ（金属）だ

から、点灯した〔電気を通した〕，カネ（金属）

じゃないから、点灯しない〔電気を通さない〕」

という事態を示された子どもたちの方が、単に

個別弁別を指示されたよりも、容易に弁別でき

るようになった事実が確認されたのである。 

幼児の生活経験（過去経験；電気－通電する

と電球が光る）を意識させる状況を設定するこ

とによって、幼児に金属概念（ルール；金属は

電気を通すモノだ）が成立させている。 

(2) 幼児の「動物概念」形成に関する構成法的研

究（佐藤康司・斎藤裕 1990）23） 

これは、幼児を対象に動物（陸棲大型ほ乳類）

の「かたち（体の形態）とくらし（食性）の関

連性ルールを教えようとしたものである。 

具体的には「肉食⇔毛ふさふさ・ポニョポニョ

足 VS 草食⇒コチンコチン爪足」というルール

を幼児に教えようというものである。確かに、

このルールは、「大ざっぱ」である。しかし、「大

ざっぱ」であるから、教えるに値しないとは考

えない。①適用範囲はそれほど狭いものではな

く、陸棲大型ほ乳類では十分『使える』、②適用

外事例（例えばパンダ）に気づけば、その動物

の暮らしぶりを目が行き、より大きなルールの

学習へと発展できる、以上の２点から、まず動

物の形態と暮らしぶりを考える重要なルールの

１つと考えられるからである。このルールを幼

児が学習可能となるのかであるが、佐藤・斎藤

は、1)目的論的説明（上記のルールが草食・肉

食動物の生活上どのようなメリットがあるのか

の説明）の導入、2)ルールの提供訓練の導入、

の２点を教授プランに取り組み、幼児にこのル

ールの学習に成功している。 

教授学習心理学実験上、既に幼児に「ルール」

学習は可能であることが明白であり、研究課題

は、どのような手法でそれを実現するのかにな

っていると言ってよいであろう。 

また、実験ではなくとも、日常個別実践にお

いても幼児がルール学習を行っている様子は確

認されている。以下２事例を紹介する。 

(1) どんな花“お豆”を作るんだろう。（渡辺万

次郎「科学技術と理科教育」－ 細谷純『教科学

習の心理学』 p.48  2001）24） 

 私はかつて幼稚園の２児を近郊に伴った。彼

らは“みやこぐさ”の花に注意を引かれたが、

その名を問うほかに能がなかった。当時、私ど

もの菜園には、同じ豆科の“えんどう”の花が

咲いていたので、私は名を教えるかわりに、そ

の花を持って帰り、おうちでそれによく似た花

を見出すようにと指導した。彼らが帰宅後両者

の類似を見出した時には、小さいながらも自力

に基づく新発見の喜びに燃えた。やがて一人は

“みやこぐさ”について、「これにもお豆がなる

のか」と尋ねた。それは誰にも教えられない独

創的な質問であった。私はそれにも答えず、次

の日曜に彼らに現場で確かめることを提案した。 

彼らがそこに小さな“お豆”を見出した時、

そこには自分たちの推理の当たった喜びがあっ

た。秋が来た。庭には萩の花が咲いた。彼らが

萩にも豆のなることを予測した。彼らは過去の

経験から、いかなる花に豆がなるかを自主的に

知り、その推論を独創的にまだ見ぬ世界に及ぼ

したのである。 

 幼稚園児でさえも、「（じゃあさ、）これにもお

豆がなるの？」と、過去の経験から共に豆科で

あるという構造化を行ないうる二種の植物－み

やこぐさとえんどう－の間の関連づけを行ない、

「当たる喜び」を味わっていたのである。 

(2) みんな“ウンチ”をする（伏見陽児・麻柄啓

一『授業づくりの心理学』国土社  p.22-23  
1993）25） 

 ５歳の女の子。彼女は「みんなうんち」（五味
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太郎著、福音館）という科学絵本が大好きだ。

この絵本にはたくさんのけものや鳥、魚、虫と

そのウンチが登場する。最後に「いきものは、

たべるから、みんなうんちをするんだね」とま

とめられている（ルール学習である）。 

 彼女の通う保育園ではカタツムリを飼ってい

た。彼女はカタツムリも餌を食べウンチをする

ことを知った。絵本のルールがカタツムリにも

適用できることを知ったわけだ。 

 さて２週間ほど後、彼女を連れて海に遊びに

行った。海岸で巻き貝（クボガイ）をたくさん

発見した彼女は「家に持って帰り飼ってみたい」

という。「これも動物なの？」と尋ねるので「そ

うだよ！」と答えてやる。「だったら何を食べる

んだろう？海の草かな」と彼女。「そうかもしれ

ないね」と答えたら、彼女は海草もいっしょに

持って帰った。 

 家に帰った彼女は飽きずに水槽をながめてい

た。２－３日後「あっ、海の草がちょっとへっ

こんでいる。きっと貝が食べたんだ！」。私は再

び「そうかもしれないね」。さらに１－２日後、

「白い小さいツブツブがある。きっと貝のウン

チだ」という彼女。彼女のいうツブツブがどれ

なのか私にはよくわからなかったので「そうか

なか‥」とモゴモゴ言っていたら、彼女は「そ

うだよ、きっとそうだよ！」と答えたのである。 

彼女は「動物なんだから何か食べるはず」「食べ

たらウンチをするはず」というルールを身につ

けて、それを初めて出合った巻き貝の予測に用

いたのである。そしてこうした「予測－確認」

活動をとても楽しんだのである。 

簡単な例ではあるが、このようなことは幼児

に頻繁に起っているのではないだろうか。幼児

であっても、自然に関するルールを学ぶこと、

そして、そのルールを使用し、推論の当たる喜

び・外れる驚きを感じることができることは明

白であろう。そこにこそ「学びに向かう力」が

育っていくのではある。 

対象領域の高いレベルの（科学者が持ってい

る）「知識」そのものを学習内容として設定・配

列するのではなく、その「知識」を子どもが学

習・理解可能になるような翻案したものを学習

内容として設定しさえすれば、そこに「驚き」

「喜び」を伴う知識の獲得が幼児にさえ生ずる

のである。 

 

３ 高いレベルの科学をどう教えるか 

私たちは、学習したルールを武器にして、自

分たちを取り巻く環境に適応していこうとする。

それは、幼児であっても、変わりはない。どの

ようなルールをどのように学習したかによって、

適応の方向や質が決まってくるのである。問題

は，幼児教育においてどのようなルールの学習

を支援すべきかとなる。 

細谷は言う（2001）26）。 

「概念や法則の基本性というものは、単に概念

や法則の種類のみに依存するのではなくて、学

習者の側にある「状態(status)」や「利用可能性

(accessibility)」に依存するということなのであ

る。････ 概念の利用可能性(accessibility)とは、

ある概念を何らかの形で理解している学習者が、

それを必要に応じてどの程度容易に想起し利用

するかの程度のことをいっている。一方ではも

ともと「概念」が、どれほどの「利用可能性」

を持ちあわせているかどうかが問題であると同

時に、他方で、学習者がその「概念」を、どれ

はどの「利用可能性」を持って所有しているか

どうかが問題になるのである。････ そして教え

て援助する側の教師としては、いかにして望ま

しい概念所有の「状態」や「利用可能性」を、

学習者の中に育てさせるかが、問題となるわけ

である。」（p.150） 

1) 高いレベルの科学とは 

どのような性質を持ったものが「高いレベル

の科学」と考えればよいのであろうか。 

この点について、極地方式研究会の提案が重

要と考える。この会は「すべての子どもに高い

レベルの科学をやさしく教えること」を願って

いる団体である。この会において「高いレベル

の科学」について５点挙げている（鳥海山綱領 

2008）。それを表２に示す 27）。 

「高いレベルの科学」とはこのような性格を備

えた総合体を子どもが自分の力でつかみ取るも

のである。その意味において、教育が重要な役

割を果たす。 

細谷（2001）はこうも言う。「何が基本的きま

りであり、何が派生的なきまりなのか。････私
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ならば、“子どもたちがきめる”と考えるのであ

る。教師が自らの理解にもとづいて試みること

の中で、それに触発されて子どもたちがきめて

くれると考える」28）（p.148） 

これらの項目と細谷の考え方は、小学校以上

の教育で重要なだけではなく、幼児教育におい

てもまさに的を得た指摘と考える。 

「遊びのなかで行動の指針となるもの・自分

の方向を定めるのに有効なもの」「単なる生活経

験を超えてその事象を支配している法則。しか

も、その内容が見当がつくように平易な言葉で

表現されるもの」、まさにこれらの要素を持った

法則こそ幼児の学習に値するのであり、そのよ

うな内容を保育者が自らの理解にもとづいて試

みる（指針や要領には、具体的な内容な記載さ

れてないから、自ら決めていくしかない）こと

によって、子どもたちがまさに“決めてくれる”

のである。 

2) どう子どもたちに教えるか；翻案 

「高いレベルの科学をどう子どもたちに教

えるか」について先導的役割を果たしてきた民

間教育研究団体・極地方式研究会を主宰した高

橋金三郎（1974）は「科学は、『人間が計画的に

行動するために未来を予知できるように体系化

された知識』である」29）（p.66）と定義してい

る。また、これも「極地方式研究会」と並び、

「科学を子ども達にどう教えるか」について知

見を提供し続ける民間教育研究団体・仮説方式

研究会を主宰した板倉聖宣（1974）も「科学と

いうものは、対象についての個別的な認識を意

図するものではなく、法則的・理論的な認識を

めざすものである。つまり、ある種の対象に対

して既に知られた事象を基にして、未知の事象

についても予言しうるような普遍的一般的に成

立する法則・理論を見出そうとするものである」
30）（p.22）と定義している。そのような科学は、

「その対象の領域を拡大することによって、初

めは含まれていなかった対象についても成り立

つレベル（段階）の『きまり』を包括して、あ

るいは他対象について成り立つ一定の他の『き

まり』と関連づけられて、その広さを増してい

く。同時に他方、初めは一群の対象に関して成

り立つ大雑把な『きまり』をより微細化し、あ

るいは他の『きまり』と複合させることによっ

て、その強さを高めていく」31）（細谷 1969 p.27）
のである。 

現代米国の代表的な発達心理学者・教育学者

で、「発見学習（科学上の発見と同様の思考過程

を子どもたちに辿らせることにより知識を獲得

させようとする学習方法）」を提唱したブルーナ

ー（Bruner,J.S.）は、「知識の最先端であろうと

第３学年の教室においてであろうと、知的活動

はいかなる所においても同一である」32）（1974 
p.14）と主張し、「どの教科でも、知的性格をそ

のままに保って、発達のどの段階のどの子ども

にも効果的に教えることができる（原文；Any 
subject can be taught effectively in some intellectual 
honest form to any child at any stage of 
development.）」33）（p.33）と提言した。 

「教育科学」を「経験科学」と位置づけ、“（教

育科学）研究者における「仮説」の創造は研究

者における「教材」の母体たる「科学」の学習

なしにはありえない”と主張し、教科を研究対

象とした教授学習心理学の第一人者であった細

谷は「統一されるべき現象が広がれば広がるほ

1
いままでの教科書に「法則」として記載されているものではなく，教師が子どもに，おおよその内容
の見当がつけられるやさしいコトバで，新しく文章表現した概念（法則）でなければならない

2
広大で未知の大自然の中で，行動する指針となるもの。自然が人間のものになり，人間が自然のもの
になるように

3 多種多様の自然現象のどれにでも重要な役割を演じている概念（法則）の中で理解のやさしいもの

4 生活経験だけでは考えられないが，多くの場面の現象を統一して考えるのに重要な基本概念

5 重要な社会的問題に直面したときに，自分の方向を定めるのに有効なもの

表２ 高いレベルの科学 極地方式研究会・鳥海山綱領 2008
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ど、世界像が統一的になればなるほど、その科

学は、より高いレベルに達しつつあると考えら

れるが、逆に言えば、そこに達しない段階の、

より低いレベルのもろもろの科学をも考えるこ

とができるのであり、その意味での『科学』を、

それこそ『発達のどの段階の子どもにも効果的

に教えることができる』と考えることが可能な

のである。」34）と述べ、金属概念を例に挙げて

いる（1987 p.24）。 

金属とは、展性、塑性（延性）に富み、電気

および熱の良導体であり、金属光沢という特有

の光沢を持つ物質の総称である。原子レベルで

は、自由電子を持つ金属原子同士が「金属結合」

という一定の結晶構造状態にある。後者レベル

（金属原子レベル）ではなく、前者レベル（金

属「特性」）を考えれば、十分に幼児でもその概

念を持ちうると指摘している。つまり、①叩け

ばカンカン（強度）、②磨けば、ピカピカ（光沢）、

③みんな電気を通した（導電性）、いう風に“翻

案”すれば、さほど困難はなかったそうである。 

私たちは、対象領域の高いレベルの（科学者

が持っている）「知識」そのものを学習内容とし

て設定・配列するのではなく、その「知識」を

子どもが学習・理解可能になるような翻案した

ものを学習内容として設定しなければならない

のであり、かつ可能であると考える。 

 

おわりに；エビデンス・ベースト・エデ

ュケーションと幼児「教育」 

近年、盛んに「エビデンス・ベースト・エデ

ュケーション」が主張される。統計データなど

の科学的根拠に基づいて判断などを行うことを

指すのが「エビデンス・ベースト（evidence 

based）」である。つまり、「エビデンス・ベース

ト・エデュケーション」とは、科学的根拠（エ

ビデンス）に基づく教育政策のことであり、デ

ータに基づいて教育を分析し、そこから得られ

た知見を政策に生かすという考え方である。端

的に言ってしまえば「どういう教育が成功する

人を育てるのか」ということを、科学的に明ら

かにしようとしているのである。 

その例として、以下の「実験」が挙げられて

いる。それは、幼稚園と小学校で最適なクラス

の規模を探ろうという実験である。 

生徒数を 10 名以下の小クラス、13～17 名の

中クラス、22～25 名の大クラスに無作為に分け、

クラス分けの前と後でテストを行い、その偏差

を調べるといったものであった。結果、中クラ

ス（13～17 名）のクラスが一番良い成績だった

そうだ。そこで全米で、最適なクラスサイズは

中クラスという基準ができたということだ（中

室牧子 2013）35）。 

これは、本当に「教育科学」上の実験と言え

るだろうか。私たち教授学習心理学者は、常に

「エビデンス」に基づいて議論する。なぜなら

ば、教育科学は経験科学であり、教育実験を通

してなされる研究形態だからである。「実験」と

は、研究者による「仮説」の検証作業であろう。

その仮説とは、「かくかくの教授活動をなせば、

しかじかの課題解決が可能となる」という形式

を持つ。この手法は、「比較研究法」ではない。

教育心理学において主流となっている研究手法

は、「比較研究法」である。しかし、比較研究法

において、はたして要因の統制が可能なのだろ

うか（上記の研究は、形式上「比較研究法」ら

しき体裁をとっているが）。 

「比較法に対する楽観論は交互作用の存在

の前で打ち砕かれてしまう。しかもどのような

交互作用が存在するかは、前もって予測不可能

である。したがって、現段階で最善と思われる

要因を組み合わせてみて、教育目標が実現され

るかどうかを見てみることから研究を始めるし

かないのである。」36）との工藤与志史の指摘は

的を得ていよう（1994  p.136）。 

教科教育（幼児教育でいえば、『領域』教育）

の目標は、子どもたちによる「科学」（自然科学・

社会科学・人文科学）の学習であろう。高いレ

ベルの科学を目標として設定し、その達成を目

指すことそのものが、研究対象となる。「目標を

達成するには、こういう働きかけを行えばよい」

ことの検証を第一義としている。目標の達成に

関して寄与率の高い要因を個別的に特定するの

ではなく、目標実現にとっての十分条件を明ら

かにしていこうとするものである。これは「構

成法」と言われる手法である。「構成法」という

手法で重要となるのは、①目標（価値）の実現
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ならば、“子どもたちがきめる”と考えるのであ

る。教師が自らの理解にもとづいて試みること

の中で、それに触発されて子どもたちがきめて

くれると考える」28）（p.148） 

これらの項目と細谷の考え方は、小学校以上

の教育で重要なだけではなく、幼児教育におい

てもまさに的を得た指摘と考える。 

「遊びのなかで行動の指針となるもの・自分

の方向を定めるのに有効なもの」「単なる生活経

験を超えてその事象を支配している法則。しか

も、その内容が見当がつくように平易な言葉で

表現されるもの」、まさにこれらの要素を持った

法則こそ幼児の学習に値するのであり、そのよ

うな内容を保育者が自らの理解にもとづいて試

みる（指針や要領には、具体的な内容な記載さ

れてないから、自ら決めていくしかない）こと

によって、子どもたちがまさに“決めてくれる”

のである。 

2) どう子どもたちに教えるか；翻案 

「高いレベルの科学をどう子どもたちに教

えるか」について先導的役割を果たしてきた民

間教育研究団体・極地方式研究会を主宰した高

橋金三郎（1974）は「科学は、『人間が計画的に

行動するために未来を予知できるように体系化

された知識』である」29）（p.66）と定義してい

る。また、これも「極地方式研究会」と並び、

「科学を子ども達にどう教えるか」について知

見を提供し続ける民間教育研究団体・仮説方式

研究会を主宰した板倉聖宣（1974）も「科学と

いうものは、対象についての個別的な認識を意

図するものではなく、法則的・理論的な認識を

めざすものである。つまり、ある種の対象に対

して既に知られた事象を基にして、未知の事象

についても予言しうるような普遍的一般的に成

立する法則・理論を見出そうとするものである」
30）（p.22）と定義している。そのような科学は、

「その対象の領域を拡大することによって、初

めは含まれていなかった対象についても成り立

つレベル（段階）の『きまり』を包括して、あ

るいは他対象について成り立つ一定の他の『き

まり』と関連づけられて、その広さを増してい

く。同時に他方、初めは一群の対象に関して成

り立つ大雑把な『きまり』をより微細化し、あ

るいは他の『きまり』と複合させることによっ

て、その強さを高めていく」31）（細谷 1969 p.27）
のである。 

現代米国の代表的な発達心理学者・教育学者

で、「発見学習（科学上の発見と同様の思考過程

を子どもたちに辿らせることにより知識を獲得

させようとする学習方法）」を提唱したブルーナ

ー（Bruner,J.S.）は、「知識の最先端であろうと

第３学年の教室においてであろうと、知的活動

はいかなる所においても同一である」32）（1974 
p.14）と主張し、「どの教科でも、知的性格をそ

のままに保って、発達のどの段階のどの子ども

にも効果的に教えることができる（原文；Any 
subject can be taught effectively in some intellectual 
honest form to any child at any stage of 
development.）」33）（p.33）と提言した。 

「教育科学」を「経験科学」と位置づけ、“（教

育科学）研究者における「仮説」の創造は研究

者における「教材」の母体たる「科学」の学習

なしにはありえない”と主張し、教科を研究対

象とした教授学習心理学の第一人者であった細

谷は「統一されるべき現象が広がれば広がるほ

1
いままでの教科書に「法則」として記載されているものではなく，教師が子どもに，おおよその内容
の見当がつけられるやさしいコトバで，新しく文章表現した概念（法則）でなければならない

2
広大で未知の大自然の中で，行動する指針となるもの。自然が人間のものになり，人間が自然のもの
になるように

3 多種多様の自然現象のどれにでも重要な役割を演じている概念（法則）の中で理解のやさしいもの

4 生活経験だけでは考えられないが，多くの場面の現象を統一して考えるのに重要な基本概念

5 重要な社会的問題に直面したときに，自分の方向を定めるのに有効なもの

表２ 高いレベルの科学 極地方式研究会・鳥海山綱領 2008
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ど、世界像が統一的になればなるほど、その科

学は、より高いレベルに達しつつあると考えら

れるが、逆に言えば、そこに達しない段階の、

より低いレベルのもろもろの科学をも考えるこ

とができるのであり、その意味での『科学』を、

それこそ『発達のどの段階の子どもにも効果的

に教えることができる』と考えることが可能な

のである。」34）と述べ、金属概念を例に挙げて

いる（1987 p.24）。 

金属とは、展性、塑性（延性）に富み、電気

および熱の良導体であり、金属光沢という特有

の光沢を持つ物質の総称である。原子レベルで

は、自由電子を持つ金属原子同士が「金属結合」

という一定の結晶構造状態にある。後者レベル

（金属原子レベル）ではなく、前者レベル（金

属「特性」）を考えれば、十分に幼児でもその概

念を持ちうると指摘している。つまり、①叩け

ばカンカン（強度）、②磨けば、ピカピカ（光沢）、

③みんな電気を通した（導電性）、いう風に“翻

案”すれば、さほど困難はなかったそうである。 

私たちは、対象領域の高いレベルの（科学者

が持っている）「知識」そのものを学習内容とし

て設定・配列するのではなく、その「知識」を

子どもが学習・理解可能になるような翻案した

ものを学習内容として設定しなければならない

のであり、かつ可能であると考える。 

 

おわりに；エビデンス・ベースト・エデ

ュケーションと幼児「教育」 

近年、盛んに「エビデンス・ベースト・エデ

ュケーション」が主張される。統計データなど

の科学的根拠に基づいて判断などを行うことを

指すのが「エビデンス・ベースト（evidence 

based）」である。つまり、「エビデンス・ベース

ト・エデュケーション」とは、科学的根拠（エ

ビデンス）に基づく教育政策のことであり、デ

ータに基づいて教育を分析し、そこから得られ

た知見を政策に生かすという考え方である。端

的に言ってしまえば「どういう教育が成功する

人を育てるのか」ということを、科学的に明ら

かにしようとしているのである。 

その例として、以下の「実験」が挙げられて

いる。それは、幼稚園と小学校で最適なクラス

の規模を探ろうという実験である。 

生徒数を 10 名以下の小クラス、13～17 名の

中クラス、22～25 名の大クラスに無作為に分け、

クラス分けの前と後でテストを行い、その偏差

を調べるといったものであった。結果、中クラ

ス（13～17 名）のクラスが一番良い成績だった

そうだ。そこで全米で、最適なクラスサイズは

中クラスという基準ができたということだ（中

室牧子 2013）35）。 

これは、本当に「教育科学」上の実験と言え

るだろうか。私たち教授学習心理学者は、常に

「エビデンス」に基づいて議論する。なぜなら

ば、教育科学は経験科学であり、教育実験を通

してなされる研究形態だからである。「実験」と

は、研究者による「仮説」の検証作業であろう。

その仮説とは、「かくかくの教授活動をなせば、

しかじかの課題解決が可能となる」という形式

を持つ。この手法は、「比較研究法」ではない。

教育心理学において主流となっている研究手法

は、「比較研究法」である。しかし、比較研究法

において、はたして要因の統制が可能なのだろ

うか（上記の研究は、形式上「比較研究法」ら

しき体裁をとっているが）。 

「比較法に対する楽観論は交互作用の存在

の前で打ち砕かれてしまう。しかもどのような

交互作用が存在するかは、前もって予測不可能

である。したがって、現段階で最善と思われる

要因を組み合わせてみて、教育目標が実現され

るかどうかを見てみることから研究を始めるし

かないのである。」36）との工藤与志史の指摘は

的を得ていよう（1994  p.136）。 

教科教育（幼児教育でいえば、『領域』教育）

の目標は、子どもたちによる「科学」（自然科学・

社会科学・人文科学）の学習であろう。高いレ

ベルの科学を目標として設定し、その達成を目

指すことそのものが、研究対象となる。「目標を

達成するには、こういう働きかけを行えばよい」

ことの検証を第一義としている。目標の達成に

関して寄与率の高い要因を個別的に特定するの

ではなく、目標実現にとっての十分条件を明ら

かにしていこうとするものである。これは「構

成法」と言われる手法である。「構成法」という

手法で重要となるのは、①目標（価値）の実現
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を最重視する、②その実現の可否を“測定”す

ることである（結果の測定方法を持たない実験

はあり得ない）。つまり、記述・測定されなけれ

ばならないものは、目標値との関係における子

どもたちの学習結果としての反応群である。何

を測るかが問題なのである。 

永野重史（1984）は「子どもが具体的にどの

ような行動をすることができるようになること

を目指すか、という形で指導の狙いを『行動目

標』と呼びます。「友達と仲良くする」「情操を

養う」などという“ねらい”は行動目標ではあ

りません。「鬼ごっこで自分が鬼になった時に友

達のだれかをつかまえようとする」などと具体

的に述べなくては、行動目標にはなりません。

幼児教育に限らず、教育に携わるひとは、この

ようなやり方で自分が教育しようとしているこ

とをはっきりさせる習慣を身につけたほうがよ

い」37）と述べている（p.77-78）。 

「エビデンス・ベースト・エデュケーション」

という考え方は、「非認知的能力」の育成とセッ

トになって登場してきている。しかし、１．「非

認知的能力」自体、永野の言う『行動目標』足

り得ておらず、そのままでは“測定”不能であ

る。２．教育科学において、あくまで「目標」

たりうるのは、子どもたちによる「科学」（自然

科学・社会科学・人文科学）の学習であり、「成

功する人を育てる」ことを目標とはしていない。

そもそも、「成功する人」自体、情緒的であり、

「行動目標」化されておらず、そのこと自体は

測定不能である。もし、測定しようとするなら

ば、それを具体的レベルに落とし込むことが必

要であり、そこにまさに根本的な問題がある。 

つまり、「何を測るか」の選択が問題なのであ

る。その意味では、少なくとも教育科学（狭義

では「教授学習心理学」）において「エビデンス・

ベースト・エデュケーション」は相容れない考

え方と言わざるを得ない。上記の実験は、少な

くとも「教育科学」的実験ではない。何を目標

値とするのか、その目標値はどんな「教科」に

おけるものなのか、測定はどのような子どもた

ちの学習結果としての反応群に対して行われた

のか（つまり、何を測らなければならないか）

の議論を抜きにしては、研究対象にさえならな

いからである。 

永野重史は、幼児教育界に「遊び派」と「教

え派」があるとも指摘し、「遊びを大切にすると

か、子どもの自発性を尊重するというと、なん

でもかんでも子どもの自由に任せることがよい

ので、大人は何も手出しや口出しをしないほう

が良いのだと思ってしまう方がいるようです。

しかし、事実はその逆で、全く野放しにしてお

いたのでは、子どもの遊びも発展しない････何

かを教えたことによって、新しい興味が生まれ、

遊べるようになる」38）と述べている（p.80-82）。
永野は「『よく見てごらん』などと言わずに物事

をよく観察させ、『考えてごらん』などと言わず

に、子どもたちに考えさせる保育」（p.26）39）を

“仕掛人保育”（教えずに教える保育）と呼び、

環境整備を通して保育者のねらいを実現させて

いく保育を提唱している。言葉を使わず、体験

を通して学ばせることの重要性を指摘している

のである。ここで重要になるのは、「遊び派」「教

え派」という区別ではない。幼児教育において

保育者がどのような（行動目標化できる）“ねら

い”を持ち、その実現に向けてどのような努力

を行うかである。 

「遊んでいればいい」というものではない。

「教える」ことは幼児であろうと重要な営みに

なる。知識獲得支援という教育活動を軽視して

いる限り、そこからは「非認知的能力」と言わ

れる「興味・関心・意欲」の育成は不可能であ

ろう。新しい世界を開こうとする力を生み出す

知識の獲得こそ、幼児教育において最も重要な

観点なのである。 

 

※倫理的配慮について 

本論文は「理論・論証」論文であり、倫理的配

慮を必要とする研究対象者はいない。 

したがって、本論文は、著書が所属する研究機

関（大学）における倫理委員会等の倫理審査は

必要としない研究論文である。 
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を最重視する、②その実現の可否を“測定”す

ることである（結果の測定方法を持たない実験

はあり得ない）。つまり、記述・測定されなけれ

ばならないものは、目標値との関係における子

どもたちの学習結果としての反応群である。何

を測るかが問題なのである。 

永野重史（1984）は「子どもが具体的にどの

ような行動をすることができるようになること

を目指すか、という形で指導の狙いを『行動目

標』と呼びます。「友達と仲良くする」「情操を

養う」などという“ねらい”は行動目標ではあ

りません。「鬼ごっこで自分が鬼になった時に友

達のだれかをつかまえようとする」などと具体

的に述べなくては、行動目標にはなりません。

幼児教育に限らず、教育に携わるひとは、この

ようなやり方で自分が教育しようとしているこ

とをはっきりさせる習慣を身につけたほうがよ

い」37）と述べている（p.77-78）。 

「エビデンス・ベースト・エデュケーション」

という考え方は、「非認知的能力」の育成とセッ

トになって登場してきている。しかし、１．「非

認知的能力」自体、永野の言う『行動目標』足

り得ておらず、そのままでは“測定”不能であ

る。２．教育科学において、あくまで「目標」

たりうるのは、子どもたちによる「科学」（自然

科学・社会科学・人文科学）の学習であり、「成

功する人を育てる」ことを目標とはしていない。

そもそも、「成功する人」自体、情緒的であり、

「行動目標」化されておらず、そのこと自体は

測定不能である。もし、測定しようとするなら

ば、それを具体的レベルに落とし込むことが必

要であり、そこにまさに根本的な問題がある。 

つまり、「何を測るか」の選択が問題なのであ

る。その意味では、少なくとも教育科学（狭義

では「教授学習心理学」）において「エビデンス・

ベースト・エデュケーション」は相容れない考

え方と言わざるを得ない。上記の実験は、少な

くとも「教育科学」的実験ではない。何を目標

値とするのか、その目標値はどんな「教科」に

おけるものなのか、測定はどのような子どもた

ちの学習結果としての反応群に対して行われた

のか（つまり、何を測らなければならないか）

の議論を抜きにしては、研究対象にさえならな

いからである。 

永野重史は、幼児教育界に「遊び派」と「教

え派」があるとも指摘し、「遊びを大切にすると

か、子どもの自発性を尊重するというと、なん

でもかんでも子どもの自由に任せることがよい

ので、大人は何も手出しや口出しをしないほう

が良いのだと思ってしまう方がいるようです。

しかし、事実はその逆で、全く野放しにしてお

いたのでは、子どもの遊びも発展しない････何

かを教えたことによって、新しい興味が生まれ、

遊べるようになる」38）と述べている（p.80-82）。
永野は「『よく見てごらん』などと言わずに物事

をよく観察させ、『考えてごらん』などと言わず

に、子どもたちに考えさせる保育」（p.26）39）を

“仕掛人保育”（教えずに教える保育）と呼び、

環境整備を通して保育者のねらいを実現させて

いく保育を提唱している。言葉を使わず、体験

を通して学ばせることの重要性を指摘している

のである。ここで重要になるのは、「遊び派」「教

え派」という区別ではない。幼児教育において

保育者がどのような（行動目標化できる）“ねら

い”を持ち、その実現に向けてどのような努力

を行うかである。 

「遊んでいればいい」というものではない。

「教える」ことは幼児であろうと重要な営みに

なる。知識獲得支援という教育活動を軽視して

いる限り、そこからは「非認知的能力」と言わ

れる「興味・関心・意欲」の育成は不可能であ

ろう。新しい世界を開こうとする力を生み出す

知識の獲得こそ、幼児教育において最も重要な

観点なのである。 

 

※倫理的配慮について 

本論文は「理論・論証」論文であり、倫理的配

慮を必要とする研究対象者はいない。 

したがって、本論文は、著書が所属する研究機

関（大学）における倫理委員会等の倫理審査は

必要としない研究論文である。 

 

引用文献 

1) 社会保障審議会児童部会保育専門委員会  
『保育所保育指針の改定に関する議論のと

りまとめ』 2016 
2) 志田実恵 幼児期の教育が重要といわれる

 

 11 

きっかけ「ペリー就学前計画」とは Chiik 
https://chiik.jp/articles/efdV0  2019 

3) 西田季里・久保田（河本）愛子・利根川明子・

遠藤利彦  非認知能力に関する研究の動向

と課題－幼児の非認知能力の育ちを支える

プログラム開発研究のための整理－ 東京

大学大学院教育学研究科紀要 第 58 巻 
p.31-39  2018 

4) 遠藤利彦「非認知能力」って、どんな力？

（インタビュー）」『すくコム』（NHK エデ

ュケーショナル）

https://www.sukusuku.com/contents/qa/218292 
2018 

5) 汐見稔幸 1～3 歳が大事！世界が注目する

「非認知能力」とは？未来を生き抜く子供

たちに必要！（インタビュー） HugKum（は

ぐくむ） 2018.12.11 パパママの教養 小学

館 https://hugkum.sho.jp/7941  2018  
6) 無藤隆 生涯の学びを支える非認知能力を

どう育てるか（インタビュー）『これからの

幼児教育』 2016 年度 春号 p.18-21 ベネ

ッセ教育総合研究所 2016 
7) 佐藤康司・斎藤裕 幼児の「動物概念」形成

に関する構成法的研究 教育心理学研究 

38 287-296 1990 
8) 麻柄啓一 法則学習における「験証」法の効

果－帰納・演繹法批判－ 教育心理学研究 

42 244-252 1994 
9) 細谷純 学習とレディネス 児童心理学講

座２『発達と学習』第１章 p.3-35  金子書

房 1969 
10) 細谷純 同掲書（1969） 
11) 細谷純 プログラミングのための諸条件 

講座 現代の心理学５『学習と環境』（第６章）

p299-388 小学館 1983 
12) ヘレン・ケラー（岩橋武夫訳） 『わたしの

生涯』 角川文庫 1966 
13) 麻柄啓一 例外のあるルールが学習者の興

味に及ぼす効果 教育心理学研究 34 
134-147 198613)勝部篤美・丹波丈司・村田

真澄 幼児の運動遂行時における動機づけ

の方法に関する実験的研究（１）言語的教示

について 体育科学 1989 第 17 巻 111-
116 

14) 伏見陽児 提示情報のルール化が学習者の

興味と課題遂行に及ぼす効果 茨城キリス

ト教大学紀要 21 101-114 1987 
15) 黒岩督・中谷博視  認知的動機づけが知的

興味と学習成果に及ぼす効果－ ｢ルール・

事例・例外｣構造をもつ教材による検討－ 

学校教育学研究第 24 巻  p.91-98   2012 
16) 黒岩督・中谷博視  同掲論文 
17) 細谷純 思考における「きまり（概念）」の

基本性について『教科学習の心理学』（第３

章 大自然の知的探検における「きまり」の

役割） 東北大学出版会 2001 
18) 佐藤康司・石山和子 ルールの学習が喚起

する興味の検討 日本教授学習心理学会 

第１回年会予稿集 38-39 2005 
19) 佐藤康司・石山和子  同掲論文 
20) 斎藤裕 教材のルール化が学習者に与える

影響 日本教授学習心理学会 第３回年会

予稿集 54-55 2007 
21) 佐藤康司 「特殊化誤ルール」への反証が

探求的興味に及ぼす効果 第９回年会予稿

集 18-19 2013 
22) 伏見陽児・麻柄啓一 幼児の「金属－非金

属」認識に及ぼす過去経験の効果 教育心

理学会第 25 回総会発表論文集 598-599 
1983 

23) 佐藤康司・斎藤裕 幼児の「動物概念」形成

に関する構成法的研究 教育心理学研究 

38 287-296 1990 
24) 細谷純 教科学習の特徴『教科学習の心理

学』（第 1 章 教科の心理学） 東北大学出

版会 2001 
25) 伏見陽児・麻柄啓一 『授業づくりの心理

学』 国土社 1993 
26) 細谷純 思考における「きまり（概念）」の

基本性について『教科学習の心理学』（第 3
章 大自然の知的探検における「きまり」の

役割） 東北大学出版会 2001 
27) 極地方式研究会 極地方式研究会「鳥海山

綱領」 2008 
28) 細谷純 同掲書（2001）－第 3 章 
29) 高橋金三郎 『極地方式による授業の研究』 

評論社 1974 
30) 板倉聖宣 『仮説実験授業 授業書＜ばね



− 13−− 12−

人間生活学研究　第 12号　2021 

 12

と力＞によるその具体化』 仮説社 1974 
31) 細谷純 同掲書（1969） 
32) Bruner,J.S., The Process of Education Harvard 

Univ. Press 1960 
33) Bruner,J.S., ibid., 
34) 細谷純 科学をどう教えるか－順序性と教

授方略－ 岩波講座『教育の方法６ 科学

と技術の教育』Ⅴ p.139-172 岩波書店 

1987 
35) 中室牧子  「エビデンスベースト」が日本

の教育を変える（インタビュー）ediview  
http://eduview.jp/?p=992  2013 

36) 工藤与志史 授業研究法Ⅰ－比較研究法の

論理と構成法の論理－ 『教育心理学統計・

調査・実験』（寺田晃・佐藤怜 監修） p.123-
138  1994 

37) 永野重史 『保育学入門』 チャイルド本

社 1984 
38) 永野重史 同掲書 
39) 永野重史 同掲書 

 

付 記 

本論文は、「幼児における非認知能力形成のた

めのルール学習の重要性」〔日本保育学会第 73

回総会 2020〕を基に、加筆・作成されたもの

である。 

 
 

主食の前に摂取する食品の匂いが食欲と摂食行動に及ぼす影響 
 

神山 伸†*、伊藤美祐†、曽根英行 

 
匂いは食品の「おいしさ」に大きく影響するとともに、食欲の調節にも寄与している。本研究で

は、日常の食事において主食に先行して摂取する食品の匂い自体が食欲を調節し、炭水化物を中心

とする主食の摂食に影響するかどうかについて検討した。 
空腹状態（食後 4 時間以上）にある新潟県立大学の学生 11 名を対象として、匂いなしの条件お

よび飲料（緑茶）、汁物（みそ汁）、副菜（野菜）の匂いについて 4 日間試験を行った。試験前に空

腹感と食欲、1 分間の唾液分泌量、唾液アミラーゼ活性を測定した後、匂いなしの条件あるいは、

緑茶、みそ汁、野菜フレッシュジュースのいずれかの匂いを１分間嗅いだ後の条件で、それぞれに

ついて再度測定した。その後、白飯を自由摂取させ、摂食量と摂食時間、摂食速度を測定した。 
その結果、野菜の匂いを先に嗅いだ場合では食欲が有意に低下するとともに、摂食時間が短縮し

た。一方、みそ汁の匂いを嗅いだ場合では唾液分泌量が有意に増加したことから、みそ汁の匂いは

条件反射により唾液の分泌を促進させることが確認された。一方、摂食量と摂食速度はいずれの条

件でも有意差がみられなかったことから、食前の匂いの影響は長時間持続せず、継続的に匂いを嗅

がない状態では摂食量自体に大きな影響を及ぼさない可能性が示された。また、各測定項目と匂い

の好き嫌いとの関連性をみた場合では、特に空腹感と食欲、唾液分泌量において、その食品そのも

のの匂いよりも、匂いの好き嫌いによる影響が大きいことが示唆された。 
これらの結果から、野菜類の匂いは食欲抑制、みそ汁の匂いは食欲促進に働いており、食べ順ダ

イエットなどの食事順番の効果には、食品の匂いによる影響も一部寄与しているものと考えられる。 
 

キーワード：匂い、食欲、食べ順ダイエット、摂食量、唾液分泌 
 

はじめに 

食品の「おいしさ」は味覚のみならず、匂い

やテクスチャー（食感）、外観、温度などのさま

ざまな因子によって総合的に決定されている。

特に匂い成分は非常に微量でも感知されるため

に、嗅覚は食物に対する嗜好性に大きく影響し

ている 1)。匂いは自律神経の活動にも影響して

おり、香気成分には交感神経の活性化に働くも

のと副交感神経の活性化に働くものの両方が存

在している。ここで、食欲や消化管の活動の調

節には自律神経が関与しており、副交感神経の

活性化がその促進、交感神経の活性化がその抑

制に働くことから、匂いは自律神経の調節を介

して食欲や消化活動にも影響している。ラット

を用いた実験でも、交感神経を抑制するラベン

ダーの匂いが胃の副交感神経の活動を活性化し

て食欲を増進させる一方、交感神経を活性化さ

せる働きを持つ柑橘類の匂いのリモネンは胃の

副交感神経を抑制して、食欲を低下させること

が報告されている 2, 3)。このように、香気を上

手に活用することにより生活リズムを改善する

とともに、自律神経を介して二次的に食欲を調

節することが可能であるものと考えられる。 
一方、同じ量のエネルギーを摂取した場合で

も、食品により血糖値の上がり方が異なること

が知られている 4)。例えば、糖質を単独で摂取

した場合よりも、食物繊維が多く消化吸収され

にくい食物の方が血糖値の上昇がゆるやかであ

り 5)、その結果インスリンの分泌が抑えられ、

エネルギーの蓄積が抑制されるものと考えられ

ている。このことを利用した「低グリセミック

新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科 
*責任著者 連絡先：kammy@unii.ac.jp   †共同筆頭著者 

利益相反：なし  
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主食の前に摂取する食品の匂いが食欲と摂食行動に及ぼす影響 
 

神山 伸†*、伊藤美祐†、曽根英行 

 
匂いは食品の「おいしさ」に大きく影響するとともに、食欲の調節にも寄与している。本研究で

は、日常の食事において主食に先行して摂取する食品の匂い自体が食欲を調節し、炭水化物を中心

とする主食の摂食に影響するかどうかについて検討した。 
空腹状態（食後 4 時間以上）にある新潟県立大学の学生 11 名を対象として、匂いなしの条件お

よび飲料（緑茶）、汁物（みそ汁）、副菜（野菜）の匂いについて 4 日間試験を行った。試験前に空

腹感と食欲、1 分間の唾液分泌量、唾液アミラーゼ活性を測定した後、匂いなしの条件あるいは、

緑茶、みそ汁、野菜フレッシュジュースのいずれかの匂いを１分間嗅いだ後の条件で、それぞれに

ついて再度測定した。その後、白飯を自由摂取させ、摂食量と摂食時間、摂食速度を測定した。 
その結果、野菜の匂いを先に嗅いだ場合では食欲が有意に低下するとともに、摂食時間が短縮し

た。一方、みそ汁の匂いを嗅いだ場合では唾液分泌量が有意に増加したことから、みそ汁の匂いは

条件反射により唾液の分泌を促進させることが確認された。一方、摂食量と摂食速度はいずれの条

件でも有意差がみられなかったことから、食前の匂いの影響は長時間持続せず、継続的に匂いを嗅

がない状態では摂食量自体に大きな影響を及ぼさない可能性が示された。また、各測定項目と匂い

の好き嫌いとの関連性をみた場合では、特に空腹感と食欲、唾液分泌量において、その食品そのも

のの匂いよりも、匂いの好き嫌いによる影響が大きいことが示唆された。 
これらの結果から、野菜類の匂いは食欲抑制、みそ汁の匂いは食欲促進に働いており、食べ順ダ

イエットなどの食事順番の効果には、食品の匂いによる影響も一部寄与しているものと考えられる。 
 

キーワード：匂い、食欲、食べ順ダイエット、摂食量、唾液分泌 
 

はじめに 

食品の「おいしさ」は味覚のみならず、匂い

やテクスチャー（食感）、外観、温度などのさま

ざまな因子によって総合的に決定されている。

特に匂い成分は非常に微量でも感知されるため

に、嗅覚は食物に対する嗜好性に大きく影響し

ている 1)。匂いは自律神経の活動にも影響して

おり、香気成分には交感神経の活性化に働くも

のと副交感神経の活性化に働くものの両方が存

在している。ここで、食欲や消化管の活動の調

節には自律神経が関与しており、副交感神経の

活性化がその促進、交感神経の活性化がその抑

制に働くことから、匂いは自律神経の調節を介

して食欲や消化活動にも影響している。ラット

を用いた実験でも、交感神経を抑制するラベン

ダーの匂いが胃の副交感神経の活動を活性化し

て食欲を増進させる一方、交感神経を活性化さ

せる働きを持つ柑橘類の匂いのリモネンは胃の

副交感神経を抑制して、食欲を低下させること

が報告されている 2, 3)。このように、香気を上

手に活用することにより生活リズムを改善する

とともに、自律神経を介して二次的に食欲を調

節することが可能であるものと考えられる。 
一方、同じ量のエネルギーを摂取した場合で

も、食品により血糖値の上がり方が異なること

が知られている 4)。例えば、糖質を単独で摂取

した場合よりも、食物繊維が多く消化吸収され

にくい食物の方が血糖値の上昇がゆるやかであ

り 5)、その結果インスリンの分泌が抑えられ、

エネルギーの蓄積が抑制されるものと考えられ

ている。このことを利用した「低グリセミック
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インデックス（GI）食品ダイエット」のような

ダイエット方法が肥満抑制と生活習慣病の予防

に広く用いられるようになってきている。また、

食事のうちで野菜類や海藻類などの食物繊維を

含む食品を先に摂取する「食べ順ダイエット」

についても、血糖値の上昇とインスリンの分泌

が抑制されるとともに、よく噛むことで満腹感

が得られ、主食の摂食量が抑えられるなどの効

果が期待されており、その結果、糖尿病や肥満

を抑制し、生活習慣病の予防に繋がると考えら

れている 6)。2 型糖尿病患者を対象とした研究

において、同じ栄養量の食事を摂取した場合で

も、その摂取順序を野菜を先に変えるだけで食

後高血糖の改善と 24 時間の血糖変動幅の縮小

がみられ、また、健常者においても同様の効果

が得られることが報告されている 7)。これらの

ダイエット方法を利用することによって、食べ

過ぎの防止に加え、食後の血糖値上昇とインス

リン分泌を抑制することにより、糖尿病の予防

に繋がることが期待されている。 
これらの方法によるダイエットの効果は、主

に消化管での影響を中心に検討されており、そ

の食品の匂い自体が及ぼす影響については考慮

されていない。前述のように、匂いは食欲に影

響するとともに、自律神経を介して消化吸収を

含む生体リズムの調節に大きく関与しているこ

とから、食べ順ダイエットにおいても食品の匂

い自体が摂食調節と肥満抑制に寄与しうるもの

と考えられる。したがって、本研究はこの食べ

順ダイエットを「匂い」の面から捉えなおし、

主食の前に摂取する食品の匂い自体が食欲を調

節し、主食の摂食量の抑制に影響するかどうか

を明らかにすることを目的として行った。すな

わち、通常のメニューを構成する「主食」「主菜」

「副菜」「汁物」「飲料」のうち、特に副菜（野

菜）と汁物（みそ汁）、飲料（緑茶）に着目し、

これらの匂いによる食欲の調節とそれによる生

活習慣病予防の可能性を検討した。 
 

方法 

被験者と倫理的配慮 
 同意を得られた新潟県立大学の女子学生

（20～22 歳）11 名を対象とし、昼食前の空腹時

（食後 4 時間以上）に試験を行った。 
本研究は新潟県立大学の倫理審査委員会の

承認を受け、倫理的配慮のもと実施した（承認

番号 1812）。研究と試験の概要については、「大

学病院医学情報ネットワーク研究センター 臨

床試験登録システム（UMIN-CTR）」の臨床試験

登録情報に記載されている（登録番号（UMIN
試験 ID）：UMIN000034375 試験名：「食品の香

りを応用した食欲と摂食量の調節」）。 
 
試料 

白飯：「トップバリュ  新潟県産コシヒカリ 
ごはん」（1 パック 180g、イオンプライベートブ

ランド）を電子レンジで温めた後、一人あたり

2 パック分（計 360g）を容器に盛り付けて提供

した。 
緑茶：「トップバリュ 国産茶葉使用 緑茶 

ティーバッグ」（イオンプライベートブランド）

を 140 mL の湯（95℃）で抽出したものを紙コ

ップに入れて提供した。 
みそ汁：「料亭の味 かつお昆布の出汁入り」

（マルコメ）12.6g を 140 mL の湯（95℃）に溶

解した（具なし）。 
野菜フレッシュジュース：新潟県新潟市のス

ーパーマーケットで購入した野菜類を用い、重

量比として、レタス 40％、ブロッコリー20％、

キャベツ 20％、トマト 20％をミキサーで潰し、

野菜ジュース状にしたものを紙コップに入れて

提供した。 
 
試験方法 

試験デザインのアウトラインを図 1 に示した。

匂いを嗅がない試験とそれぞれの匂いを嗅ぐ試

験の計 4 回について、それぞれ異なる週に行っ

た。それぞれの評価方法の詳細は、後述の「評

価方法」の項目に記載した。 
最初の週に「匂いなしの試験」を行い、その

後「匂いありの試験」として、緑茶、みそ汁、

野菜フレッシュジュースの 3 種類の匂いについ

ての試験を行った。 
 
【匂いなしの試験（1 週目）】 

1) 試験開始時の状態において空腹感と食欲

を評価した後、1 分間の唾液分泌量と唾液

 

 

アミラーゼ活性を測定した。 
2) 白飯を見た状態で再度空腹感と食欲を評

価した後、1 分間の唾液分泌量と唾液アミ

ラーゼ活性を測定し、前後の差を計測した。 
3) 白飯を自由摂取してもらい、摂食量と摂食

時間、摂食速度を測定した。 
 

【匂いありの試験（2～4 週目）】 
1) 試験開始時における空腹感と食欲を評価

した後、1 分間の唾液分泌量と唾液アミラ

ーゼ活性を測定した。 
2) 白飯を見た状態で、試験試料の匂いを 1 分

間嗅ぐと同時に唾液分泌量を量り、空腹感

と食欲、匂いの好き嫌いを評価した後、唾

液アミラーゼ活性を測定し、前後の差を計

測した。 
3) 白飯を自由摂取してもらい、摂食量と摂食

時間、摂食速度を測定した。 
 
なお、白飯を摂取する時は、周りの被験者の

摂食行動に影響を受けないように、個人ブース

を設けて試験を行った。 
また、水を紙コップ１杯提供し、摂食の間自

由に飲んでもらった。 
 

評価方法 
【食欲に関する指標】 
空腹感と食欲：視覚的アナログ目盛り法

（Visual Analog Scale，VAS） 8, 9)を用いて匂い

を嗅ぐ前と嗅いだ後の空腹感と食欲をそれぞれ

評価した（図 2）。「空腹感」においてはもっと

も空腹の状態を 100 した場合の空腹感、「食欲」

においてはもっとも食べたいと思う状態を 100
とした場合の食欲として記入した。 

匂いの好き嫌い：匂いを嗅いだ後、その匂い

の好き嫌いについて７段階評点法を用いて評価

した。 
【唾液分泌に関する指標】 
唾液分泌量：唾液を全て飲み込んだ後、1 分

間唾液をため、重量を測定してある脱脂綿に口

中の唾液を全て吐き出してもらい、その重量を

測定することによって求めた。 
唾液アミラーゼ活性：使い捨てのアミラーゼ

センサーと唾液アミラーゼモニター（NIPRO 製）

を用いて唾液アミラーゼ活性（kIU/L）を測定し

た。 
【摂食行動に関する指標】 
摂食量：重量を測定してある容器に白飯を

360g 盛りつけて提供し、食べ残した重量を測定

した。 

 
 

図 1. 実験デザインのアウトライン 
 

対象：新潟県立大学の学生11名

条件：昼食前の空腹時（食後4時間以上経過）
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「副菜」「汁物」「飲料」のうち、特に副菜（野

菜）と汁物（みそ汁）、飲料（緑茶）に着目し、

これらの匂いによる食欲の調節とそれによる生

活習慣病予防の可能性を検討した。 
 

方法 

被験者と倫理的配慮 
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ランド）を電子レンジで温めた後、一人あたり
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した。 
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ティーバッグ」（イオンプライベートブランド）

を 140 mL の湯（95℃）で抽出したものを紙コ

ップに入れて提供した。 
みそ汁：「料亭の味 かつお昆布の出汁入り」

（マルコメ）12.6g を 140 mL の湯（95℃）に溶

解した（具なし）。 
野菜フレッシュジュース：新潟県新潟市のス

ーパーマーケットで購入した野菜類を用い、重

量比として、レタス 40％、ブロッコリー20％、
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野菜ジュース状にしたものを紙コップに入れて
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試験デザインのアウトラインを図 1 に示した。

匂いを嗅がない試験とそれぞれの匂いを嗅ぐ試

験の計 4 回について、それぞれ異なる週に行っ

た。それぞれの評価方法の詳細は、後述の「評
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最初の週に「匂いなしの試験」を行い、その

後「匂いありの試験」として、緑茶、みそ汁、

野菜フレッシュジュースの 3 種類の匂いについ

ての試験を行った。 
 
【匂いなしの試験（1 週目）】 

1) 試験開始時の状態において空腹感と食欲

を評価した後、1 分間の唾液分泌量と唾液

 

 

アミラーゼ活性を測定した。 
2) 白飯を見た状態で再度空腹感と食欲を評

価した後、1 分間の唾液分泌量と唾液アミ

ラーゼ活性を測定し、前後の差を計測した。 
3) 白飯を自由摂取してもらい、摂食量と摂食

時間、摂食速度を測定した。 
 

【匂いありの試験（2～4 週目）】 
1) 試験開始時における空腹感と食欲を評価

した後、1 分間の唾液分泌量と唾液アミラ

ーゼ活性を測定した。 
2) 白飯を見た状態で、試験試料の匂いを 1 分

間嗅ぐと同時に唾液分泌量を量り、空腹感

と食欲、匂いの好き嫌いを評価した後、唾

液アミラーゼ活性を測定し、前後の差を計

測した。 
3) 白飯を自由摂取してもらい、摂食量と摂食

時間、摂食速度を測定した。 
 
なお、白飯を摂取する時は、周りの被験者の

摂食行動に影響を受けないように、個人ブース

を設けて試験を行った。 
また、水を紙コップ１杯提供し、摂食の間自

由に飲んでもらった。 
 

評価方法 
【食欲に関する指標】 
空腹感と食欲：視覚的アナログ目盛り法

（Visual Analog Scale，VAS） 8, 9)を用いて匂い

を嗅ぐ前と嗅いだ後の空腹感と食欲をそれぞれ

評価した（図 2）。「空腹感」においてはもっと

も空腹の状態を 100 した場合の空腹感、「食欲」

においてはもっとも食べたいと思う状態を 100
とした場合の食欲として記入した。 

匂いの好き嫌い：匂いを嗅いだ後、その匂い

の好き嫌いについて７段階評点法を用いて評価

した。 
【唾液分泌に関する指標】 
唾液分泌量：唾液を全て飲み込んだ後、1 分

間唾液をため、重量を測定してある脱脂綿に口

中の唾液を全て吐き出してもらい、その重量を

測定することによって求めた。 
唾液アミラーゼ活性：使い捨てのアミラーゼ

センサーと唾液アミラーゼモニター（NIPRO 製）

を用いて唾液アミラーゼ活性（kIU/L）を測定し

た。 
【摂食行動に関する指標】 
摂食量：重量を測定してある容器に白飯を

360g 盛りつけて提供し、食べ残した重量を測定

した。 

 
 

図 1. 実験デザインのアウトライン 
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摂食時間：摂食開始から終了までの時間を、

ストップウォッチを用いて測定した。 
摂食速度：摂食量（g）を摂食時間（分）で

割ることにより、1 分間あたりの摂食速度（g/
分）として算出した。 

 
統計処理 

数値は全て平均値と標準誤差（SEM）で表し

た。統計処理としては、群間の平均値の差につ

いては一元配置分散分析と Holm 法補正による

多重比較で有意差検定を行った。また、それぞ

れの匂いの結果（n=11）と 3 つの全ての匂いの

結果を合わせた試験全体の結果（n=33）につい

ては、コルモゴロフ・スミルノフ検定による 2
変量正規分布の確認とともに、匂いの好き嫌い

とそれぞれの指標との相関についてスピアマン

の順位検定を行い、相関係数と p 値を求めた。

さらに、匂いの好き嫌いについては 0 以上の値

（嫌いではない）と負の値（嫌い）の数、それ

ぞれの指標に関しては 0 以上の値（上昇または

不変）と負の値（減少）を示した数を集計し、2×2
分割表からフィッシャーの正確確率検定を行う

ことにより、匂いの好き嫌いと各指標の増減と

の関連性を調べた。 
解析は R プログラム（v3.1.3）を用いて行い、

5％を有意水準とした。 
 

結果 

食品の匂いを嗅ぐ前後の空腹感の変化を図 3
に示した。視覚的アナログ目盛り法は感覚の数

値化で汎用されている方法であり、本研究では

「空腹感」と「食欲」をもっとも空腹の状態、

あるいはもっとも食べたい状態を 100 とした場

 
図 2. 視覚的アナログ目盛り法（VAS）による空腹感と食欲の評価 
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合の相対値としてそれぞれ評価した。「匂いなし」

の状態においても試験前後で空腹感と食欲に変

化がみられたため、匂いなしおよびそれぞれの

匂いを嗅いだ後について、試験開始前に対する

変化量（％）を求めて比較した。 
それぞれの食品の匂いが空腹感と食欲へ及

ぼす影響としては、緑茶とみそ汁に関しては空

腹感、食欲ともに匂いなしの状態と有意差がみ

 
 
図 3. 匂いを嗅ぐ前後での空腹感と食欲の変化 
A. 実験前後の空腹感の変化、B. 実験前後の食欲の変化。VAS で評価したそれぞれの感覚の値について、

実験前後の値の変化を％として表示した。同一項目で異なる記号を持つものは有意差を表す。 
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図 4. 匂いを嗅ぐ前後での唾液分泌量と唾液アミラーゼ活性の変化 
A. 実験前後の唾液分泌量の変化、B. 実験前後の唾液アミラーゼ活性の変化。実験前後にのそれぞれの測定値

について、値の変化を表示した。同一項目で異なる記号を持つものは有意差を表す。 
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主食の前に摂取する食品の匂いが食欲と摂食行動に及ぼす影響 
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られなかったが、野菜の匂いを嗅いだ場合では、

空腹感が低下傾向を示し、食欲は有意に低下し

た（図 3）。食欲を増加させる傾向がみられたみ

そ汁の匂いと比較した場合では、野菜の匂いを

嗅いだ時に空腹感と食欲がともに有意に低い値

を示した（図 3）。 
さらに、生体指標としての唾液分泌量と唾液

アミラーゼ活性に対する影響をそれぞれ図 4A
と図 4B に示した。唾液分泌量に関しては、み

そ汁の匂いを嗅ぐことにより匂いなしの状態に

対して有意に増加した。野菜の匂いに関しては、

匂いなしとの間では有意差は見られなかったが、

緑茶およびみそ汁の匂いを嗅いだ場合に対して、

有意に低い値を示した。一方、唾液アミラーゼ

活性に関しては個人でのばらつきが大きく、ま

た匂いによる影響も認められなかった。 
摂食行動への影響として、白飯の摂食量、摂

食時間、摂食速度を測定した結果をそれぞれ図

5A、5B、5C に示した。摂食量と摂食速度への

影響に有意差はみられなかったが、摂食時間は

野菜の匂いを嗅ぐことにより有意に短縮した。

以上の結果から、食品の匂いは食欲、唾液分泌、

摂食行動のいずれにも影響を及ぼしていること

が示された。 

それぞれの匂いの好き嫌いについて、7 段階

評点法で評価した結果では、お茶の匂いの評価

の平均値が 1.50±0.47、野菜の匂いの評価の平均

値が–0.50±0.52、みそ汁の匂いの評価の平均値

が 2.40±0.36 であり、平均値の差の検定では、

お茶の匂いと野菜の匂い、みそ汁の匂いと野菜

の匂いとの間でともに有意に野菜の匂いが好ま

れなかった（p<0.05）。したがって、これらの匂

いによる効果は、食品の匂いそのものの作用と

いうよりも、その匂いの好き嫌いの影響が大き

い可能性が考えられる。そこで、3 種類の食品

の匂いおよびその全てを合わせた結果について、

匂いの好き嫌いと各測定項目との間の関連性に

ついて検討した。匂いの好き嫌いの値と各測定

項目の値の確率分布は、コルモゴロフ・スミル

ノフ検定により 2 変量正規分布に従うことが棄

却されたため、ノンパラメトリック検定である

スピアマンの順位相関により 2 変量間の相関を

確認した。表 1 に示したように、それぞれの匂

いの好き嫌いにおいて、いずれの匂いに関して

も各測定項目との間で有意な相関は認められな

かったが、匂いの好き嫌い全体に関しては、空

腹感の変化、食欲の変化、唾液量の差、摂食量

との間で有意に正の相関を示した。 

 

 
図 5. それぞれの条件における白飯の摂食量と摂食時間、摂食速度 
A. 摂食量（g）、B. 摂食時間（分）、C. 摂食速度（g/分) 。同一項目で異なる記号を持つものは有意差を表す。 
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さらに、匂いの好き嫌いに関して 0 以上の値

を「嫌いではない」、負の値を「嫌い」とし、各

指標の数値に関して 0 以上の値を「増加または

不変」、負の値を「減少」として集計し、匂いの

好き嫌い」と、それぞれの指標の増減に関する

2×2 分割表で求めたフィッシャーの正確確率検

定でも、匂い全体の好き嫌いに関して、空腹感

の変化、食欲の変化、唾液量の差との間で有意

に関連性がみられた。以上の結果から、主食の

前に摂取する食品の匂いによって食欲と唾液分

泌量が変動するが、これはその匂いの好き嫌い

による影響が大きいことが示された。 
 

考察 

本研究は、主食の前に摂取する食品の「匂い」

自体が食欲を調節し、主食の摂食量に影響する

可能性を検討した。上述のように、食べ順ダイ

エットの効果はこれまで咀嚼や野菜類等に含ま

れる食物繊維の影響など消化管での作用を中心

に検討されており、その食品の匂い自体が及ぼ

す影響については明確にされていなかった。本

研究で用いた副菜（野菜）、汁物（みそ汁）、飲

料（緑茶）の匂いのうち、みそ汁の匂いを嗅ぐ

ことにより唾液分泌量が有意に増加した一方で、

野菜の匂いを嗅ぐことにより食欲が有意に低下

表 1 緑茶、みそ汁、野菜のそれぞれの匂いの好き嫌いと各指標の変化との相関分析 

 
 

空腹感の

変化（%） 
食欲の 

変化（%） 
唾液量の

差（g） 

アミラーゼ

活性の差

（kIU/L） 

摂食量 
（g） 

摂食時間 
（分） 

摂食速度 
（g/分） 

緑茶 相関係数 0.257 0.128 -0.199 -0.366 -0.164 -0.173 0.122 

（n=11) p 値 0.446 0.707 0.557 0.269 0.630 0.610 0.721 

みそ汁 相関係数 -0.023 0.224 -0.134 0.108 0.107 0.107 0.277 

（n=11) p 値 0.947 0.508 0.695 0.753 0.755 0.755 0.865 
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（n=11) p 値 0.304 0.570 0.596 0.384 0.679 0.710 0.902 

匂い全体 相関係数 0.372 0.577 0.571 -0.129 0.353 0.201 0.094 

（n=33) p 値 0.033* 0.000* 0.001* 0.476 0.044* 0.263 0.601 

相関係数と p 値はスピアマンの順位相関分析により求めた。 

* p <0.05. 
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られなかったが、野菜の匂いを嗅いだ場合では、
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図 5. それぞれの条件における白飯の摂食量と摂食時間、摂食速度 
A. 摂食量（g）、B. 摂食時間（分）、C. 摂食速度（g/分) 。同一項目で異なる記号を持つものは有意差を表す。 
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さらに、匂いの好き嫌いに関して 0 以上の値

を「嫌いではない」、負の値を「嫌い」とし、各

指標の数値に関して 0 以上の値を「増加または

不変」、負の値を「減少」として集計し、匂いの

好き嫌い」と、それぞれの指標の増減に関する

2×2 分割表で求めたフィッシャーの正確確率検

定でも、匂い全体の好き嫌いに関して、空腹感

の変化、食欲の変化、唾液量の差との間で有意

に関連性がみられた。以上の結果から、主食の

前に摂取する食品の匂いによって食欲と唾液分

泌量が変動するが、これはその匂いの好き嫌い

による影響が大きいことが示された。 
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したことから、食べ順ダイエットにおいても先

に摂取する食品の匂いが食欲に与える影響は大

きいものと考えられる。また、野菜の匂いを嗅

ぐことによって食欲が低下したのみならず、摂

食時間が有意に短縮したことから、摂食行動に

も影響する可能性が示された。ただし、白飯の

摂食量自体は野菜の匂いにより低下傾向がみら

れたものの、有意差はみられなかったことから、

食前の匂いの影響は長時間持続せず、継続的に

匂いを嗅がない状態では摂食量への影響は大き

くないものと考えられる。 
一方、各測定項目と匂いの好き嫌いとの関連

性をみた場合では、空腹感と食欲、唾液分泌量

において、その食品そのものの匂いよりも、匂

いの好き嫌いによる影響の方が大きいことが示

唆された。また、摂食量に関しても、匂いの好

き嫌いと弱い相関が認められた。実際の摂食行

動は食前の匂いよりも食事中における匂いや味

覚などの及ぼす影響の方が大きいと考えられる

が、食前に短時間匂いを嗅ぐことによって食欲

のみならず摂食行動も影響を受けたことから、

食品の匂いを利用することによる食欲調節と、

それによる生活習慣病予防へのアプローチが期

待される。 
本研究の結果から、食前における匂いは摂食

時の食欲に影響するとともに、唾液分泌のよう

な生体反応と摂食行動にも影響していることが

示された。匂いは自律神経に作用することによ

り消化吸収を含む生体リズムの調節にも関与し

ていることから、食欲調節のみならず、匂いを

用いることによる自律神経を介した消化管への

作用も期待され、今後この分野の研究のさらな

る進展が待ち望まれる。 
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ABSTRACT 
 
The effects of smelling of foods before eating carbohydrates on appetite and eating behaviors. 
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The aim of the present study was to investigate whether smelling of foods before eating carbohydrates can 

affect appetite and eating behaviors.  

In this study, 11 fasting subjects participated in four experiments that were conducted in separate weeks to 

evaluate the effects of three food odors. Prior to each experiment, subjects were asked to assess their appetite and 

feeling of hunger, and to measure the quantity of saliva secreted in a minute and its amylase activity. They 

sniffed one of the following food odors for a minute: none, green tea, miso soup, and fresh vegetable juice, and 

the alteration of appetite and measured values were evaluated. Subjects ingested the desired amount of rice, and 

their food intake, minutes taken for eating, and eating speed were noted and analyzed. 

It was found that smelling of the vegetable juice resulted in a decrease in appetite and feeling of hunger, and 

reduced the number of minutes for eating, whereas the odor of miso soup increased secretion of saliva. No 

significant difference was observed between the tested odors regarding food intake and eating speed, indicating 

that an odor before a meal had only a limited effect on food intake. Further, the analysis of the correlation 

between the preference of the odor and each value revealed that preference for odors had a greater impact on 

appetite and feeling of hunger than the differences in food odors.  

These results indicate that the effect of the "carbohydrate-last" meal pattern may be partially attributable to 

the odor of foods before eating carbohydrates. 

 

Key Words: food odor, vegetable, appetite, food intake, carbohydrate-last. 
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the odor of foods before eating carbohydrates. 

 

Key Words: food odor, vegetable, appetite, food intake, carbohydrate-last. 
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オカヒジキ（Salsola komarovii Iljin）を用いた 

料理の検討及び栄養評価 
 

髙橋あずさ 1*，佐藤恵衣 1，管野友香 1，松本志織 1 
 

健康機能性が注目されているオカヒジキ（Salsola komarovii Iljin）を有効活用した新たな

レシピを提案することを目的としてニョッキ、キッシュ、淡雪あんかけ及び炒飯の調理及

び栄養評価を行った。なお、栄養評価は一般的な材料で調理されたものとの比較を行った。 
オカヒジキ入りニョッキは、鮮やかな緑色を呈し、オカヒジキの風味も程よく感じられ

た。栄養価は、一般的な材料で調理したものと比べ、エネルギーや脂質が低値を示した。

また、オカヒジキ入りキッシュの栄養価を一般的なホウレンソウ入りキッシュと比較した

結果、主要栄養素はほぼ同程度を示したが、カリウム及びビタミン K はオカヒジキ入りが

高値を示した。オカヒジキの淡雪あんかけは、オカヒジキの長さを活かしたことにより、

特有の歯切れのよい食感を残し、あんかけと良いバランスが取れていた。栄養価は、ブロ

ッコリーの淡雪あんかけと比べ、レチノール活性当量及び各種ミネラル含量が高い値を示

した。さらに、オカヒジキ入り炒飯は、ネギ入り炒飯と比較し食物繊維やビタミン、ミネ

ラルが増加傾向を示した。 
以上の結果から、オカヒジキは和食だけでなく、西洋料理や中国料理にも適用でき、各

料理にビタミン及びミネラルの付与が期待できることが示された。 
 
キーワード： オカヒジキ（Salsola komarovii Iljin）、カリウム、ビタミン K 

 

はじめに 

 日本は、先進国の中で最も高い高齢化率で、

それに伴い認知症を発症する患者が増加してお

り、65 歳以上の高齢者の約 7 人に 1 人と推測さ

れている。近年、生活習慣病（糖尿病・脂質代

謝異常症・高血圧・動脈硬化症）を有すると認

知症の発症率が高まることが明らかとなってい

る 1)。このような背景から、日常の食生活を見

直し、抗酸化作用をはじめとする機能性を持つ

食品成分を摂取することで認知症を予防するこ

とに期待が高まっている。 
オカヒジキ（Salsola komarovii Iljin）は、アカ

ザ科オカヒジキ属に分類され、日本、中国、シ

ベリアからヨーロッパ南西部に分布している 2)。

日本では、海岸砂地に自生しているが、古くか

ら栽培に移され、現在では山形県の特産品とな

っている。オカヒジキには、低分子ポリフェノ

ールのルチン、イソケルセチン、アストラガリ

ン等が含有しており 3)、近年では、抗酸化作用
4)や抗炎症作用 5)などが報告され、健康機能性が

期待できる野菜の一つとして注目されている。 
 オカヒジキを使用した料理は、からし醤油和

えやおひたしが一般的であるが、その他の料理

に使われる例はあまりみられない。本研究では、

酸化ストレスを低減することが期待されるオカ

ヒジキの西洋料理・中国料理への適性を明らか

にし、有効な利用方法に資する情報を提供する

ことを目的とした。  
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通 1.75）に設定し算出した。さらに、PDF 比（15：
60：25）とその他の栄養価の基準値は、日本人

の食事摂取基準 2020年度版 6)に基づき算出した。 
2. 官能評価 

食味の官能評価は、色、味、香り、食感、外

観、嗜好の項目について筆者ら 4 名の合議によ

った。 
本研究は、新潟県立大学倫理委員会において、

倫理審査不要な研究として一括承認されている

「食品等に関する官能試験（味覚試験）を要す

る研究」の手順に従って実施した。 
 

結果及び考察 

1. オカヒジキの料理への適性 
1) 西洋料理 
 オカヒジキを用いたニョッキ（図 1. A）及び

キッシュ（図 1. B）を作製した。ニョッキは、

生地とソースの両方にオカヒジキを用いている 
ため、全体的に鮮やかな緑色を呈した。キッシ

ュは、一般的に使用されているホウレンソウと

遜色のない外観であった。食味について、オカ

ヒジキを添加したニョッキは、野菜独特の青臭

さやえぐ味は、全く感じられず、コクのあるク

リームソースと味が良く合っており好まれた。

また、オカヒジキを添加したキッシュにおいて

も、オカヒジキの風味が生かされつつ、他の素

材の持ち味と調和しており、キッシュの素材と

して好まれた。オカヒジキは、茎が約 20 cm と

長さのある野菜のため、そのままキッシュに入

れると食べにくくなることが考えられる。本実

験で作製したキッシュは、オカヒジキの食感を

活かしながら食べやすくするため、約 2 cm の長

さに切ったものを添加した。これにより、他の

具材と調和し、卵液も絡まりやすくなったこと

で味が良くなり、オカヒジキの食感も付与され

高い評価となったことが考えられる。 
2) 中国料理 
 オカヒジキを用いた淡雪あんかけ（図 1. C）
及び炒飯（図 1. D）の作製を行った。オカヒジ

キの淡雪あんかけは、オカヒジキの鮮やかな緑

色とあんに含まれる卵白の白色及びカニ風味か

まぼこの赤色が華やかな色合い示した。また、

炒飯は、一般的にネギを使用するが、本実験で

は、ネギの代替としてオカヒジキを用いた。オ

カヒジキを炒飯に加えると、オカヒジキの長さ

が目立つが、ハムと卵との色合いが良いことが

明らかとなった。食味について、オカヒジキの

淡雪あんかけは、オカヒジキの長さを活かした

ことにより、特有の歯切れのよい食感を残し、

あんかけと良く合うことが明らかとなった。さ

らに、あんかけの味が淡泊で食べやすいことが

高い評価となったことが考えられる。また、オ

カヒジキを加えた炒飯では、オカヒジキの風味

が馴染んでいることが好まれ、さらに、オカヒ

ジキを調理の最後に加え食感を残したことによ

り高い評価を得た。 
2. オカヒジキを用いた各種料理の栄養価 
1) ニョッキ 
 オカヒジキを用いたニョッキの栄養価を図 2
に示した。比較として、一般的なニョッキで使 
用されているジャガイモ及びカボチャを用いた。 
その結果、オカヒジキ入りニョッキは、ジャガ 
イモ及びカボチャ入りニョッキと比べエネルギ

ー及び脂質含量がそれぞれ約 23%及び 25%減少

した。これは、ニョッキの生地の半分量がオカ

ヒジキであることやソースに使用した生クリー

ムの一部を豆乳に代替したためと考えられる。

また、オカヒジキ入りニョッキは、ジャガイモ

及びカボチャニョッキと比べ、カリウムが約 1.7
倍、マグネシウムが 1.6 倍以上、ビタミン K が

9 倍以上及び葉酸が 2.5 倍以上含まれているこ

とが明らかとなった。平成 30 年に実施された国

民健康・栄養調査では、カリウムは男女ともほ

ぼすべての年代において日本人の食事摂取基準

（2020 年版）の目標量を下回っている 6, 7)。カ

リウムは、ナトリウムの尿中排泄を促し、高血

圧に対して予防効果があることが報告されてい

る 8)。日本人は諸外国と比べ、ナトリウム摂取

量が多いため、カリウムの積極的な摂取が必要

と考えられている。本実験の結果及び以上の報

告から、オカヒジキを料理に加えることで不足

するカリウムを補え、高血圧予防に効果がある

ことが示唆された。 
2) キッシュ 

オカヒジキを用いたキッシュの栄養価を図 3
に示した。栄養価は、一般的なキッシュで使用

されているホウレンソウと比較を行った。 

 

方法 

1. 各料理に対するオカヒジキの適性の検討 
 オカヒジキの西洋料理及び中国料理への適性

を明らかにするため、西洋料理のニョッキ及び

キッシュ、中国料理の淡雪あんかけ及び炒飯を

試作し、それぞれの食味を官能評価した。 
1) 試料  

オカヒジキは、市販されている山形県産のも

のを使用した。全ての料理には、ゆで調理した

オカヒジキを使用した。ゆで調理は、オカヒジ

キ重量の 10 倍量の沸騰水に精製塩を水の 1%加

え、試料投入後 1 分間加熱した。 
2) ニョッキ（図 1. A）  

ニョッキの生地は、オカヒジキ、裏ごしした

ジャガイモ、薄力粉、卵（10：10：5：1 重量比）、

食塩及びこしょうを加えて混ぜた。生地を棒状

に伸ばし、2 cm の長さに切ってゆで、オカヒジ

キ、豆乳及び生クリーム（1：1：1 重量比）を

用いて作製したクリームソースをからめた。 
3) キッシュ（図 1. B） 
 牛乳、粉チーズ、食塩及びこしょうを添加し

た卵液にオカヒジキ（1.5 cm の長さに切ったも 

 
の及びみじん切り）、バターで炒めたタマネギ及

びベーコン（4：2：1 重量比）を加え、市販の

冷凍パイ生地を敷いた型に流し込み、オーブン

で焙焼した（200°C、35 分間）。 
4) 淡雪あんかけ（図 1. C） 
 ゆでたオカヒジキにカニ風味かまぼこ、卵白

（1：1 重量比）、市販の粉末中華だし、食塩、

こしょう及び水溶き片栗粉で作製した淡雪あん

かけをかけた。 
5) 炒飯（図 1. D） 
 炒飯は、オカヒジキ、白飯、鶏卵、ロースハ

ム（1.4：50：1.4：1 重量比）、市販の粉末中華

だし、醤油、食塩及びこしょうを用いて作製し

た。 
6) 各料理の栄養価 
 各料理の栄養価は、1 食分として栄養計算ソ

フト（Excel 栄養君 Ver.8（建帛社））を用いて算

出した。また、オカヒジキを用いた料理と一般

的な材料で作られた料理の栄養価を比較するた

め、1 食当たりの基準値を推定エネルギー必要

量（18～29歳女性）、基礎代謝基準値 22.1（kcal/kg 
体重/day）、参照体重 50.3 kg、身体活動レベル（普 

A. ニョッキ B. キッシュ 

C. 淡雪あんかけ D. 炒飯 

図 1. オカヒジキを用いた料理の写真 
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方法 

1. 各料理に対するオカヒジキの適性の検討 
 オカヒジキの西洋料理及び中国料理への適性

を明らかにするため、西洋料理のニョッキ及び

キッシュ、中国料理の淡雪あんかけ及び炒飯を

試作し、それぞれの食味を官能評価した。 
1) 試料  

オカヒジキは、市販されている山形県産のも

のを使用した。全ての料理には、ゆで調理した

オカヒジキを使用した。ゆで調理は、オカヒジ

キ重量の 10 倍量の沸騰水に精製塩を水の 1%加

え、試料投入後 1 分間加熱した。 
2) ニョッキ（図 1. A）  

ニョッキの生地は、オカヒジキ、裏ごしした

ジャガイモ、薄力粉、卵（10：10：5：1 重量比）、

食塩及びこしょうを加えて混ぜた。生地を棒状

に伸ばし、2 cm の長さに切ってゆで、オカヒジ

キ、豆乳及び生クリーム（1：1：1 重量比）を

用いて作製したクリームソースをからめた。 
3) キッシュ（図 1. B） 
 牛乳、粉チーズ、食塩及びこしょうを添加し

た卵液にオカヒジキ（1.5 cm の長さに切ったも 

 
の及びみじん切り）、バターで炒めたタマネギ及

びベーコン（4：2：1 重量比）を加え、市販の

冷凍パイ生地を敷いた型に流し込み、オーブン

で焙焼した（200°C、35 分間）。 
4) 淡雪あんかけ（図 1. C） 
 ゆでたオカヒジキにカニ風味かまぼこ、卵白

（1：1 重量比）、市販の粉末中華だし、食塩、

こしょう及び水溶き片栗粉で作製した淡雪あん
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5) 炒飯（図 1. D） 
 炒飯は、オカヒジキ、白飯、鶏卵、ロースハ
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6) 各料理の栄養価 
 各料理の栄養価は、1 食分として栄養計算ソ

フト（Excel 栄養君 Ver.8（建帛社））を用いて算

出した。また、オカヒジキを用いた料理と一般

的な材料で作られた料理の栄養価を比較するた

め、1 食当たりの基準値を推定エネルギー必要

量（18～29歳女性）、基礎代謝基準値 22.1（kcal/kg 
体重/day）、参照体重 50.3 kg、身体活動レベル（普 

A. ニョッキ B. キッシュ 

C. 淡雪あんかけ D. 炒飯 

図 1. オカヒジキを用いた料理の写真 
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図 3 オカヒジキ及びホウレンソウを用いたキッシュの栄養価の比較（%） 
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（2020 年版）の推定平均必要量を下回っている
6, 7)。オカヒジキ入り炒飯は、オカヒジキの淡雪

あんかけ同様、手軽にカルシウムをはじめとす

る微量栄養素を補うことができる料理であるこ

とが示された。 
 
 本研究では、オカヒジキの利用を促進するた

めのレシピを提案することを目的として、料理

の適性と栄養評価を行った。本実験では、西洋

料理（ニョッキ及びキッシュ）及び中国料理（淡

雪あん及び炒飯）を作製したが、すべての料理

において、オカヒジキの適性が認められた。オ

カヒジキは、独特のシャキシャキとした食感と

味が一般的な葉物野菜よりも淡白であり、水分

も少ないため、色々な料理に展開できたと考え

られる。また、オカヒジキを添加した料理の栄

養価は、カリウムやビタミン K、レチノール、α-
トコフェロールなどが高値を示したことから、

高血圧や骨粗しょう症、動脈硬化予防及び酸化

ストレス低減が期待できると考えられる。 
 以上の結果から、オカヒジキの調理方法（揚

げ、焼き、蒸し等）や嗜好性など、今後さらに

考慮する必要があるが、オカヒジキが和食だけ

でなく、西洋料理や中国料理など幅広く利用で

きることが示された。 
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新潟県における身元保証に関する実態把握調査報告書 
 

小澤薫 1*  

 
社会構造が大きく変化するなかで、社会福祉の現場では「身寄りのない人」への対応が

課題の 1 つとなっている。実際に、新潟県内の病院・施設等が身元保証人等がいないこと

によってどのようなことに困っているのかを統計的に把握することが研究の目的である。

入院、入居の際、ほとんどの病院・施設で「身元保証人等」を求めていた（97.2％）。その

理由は、「利用料などお金の支払いを保証、担保してもらうため」「亡くなった際のご遺体

の引き取りや居室の明け渡しのため」「急変等により病院に入院する場合の入院（退院）手

続きのため」、それぞれ 8 割以上の回答率であった。その一方で「身元保証人等がいない場

合は、入院、入所（入居）をお断りしている」が 17.4％であった。身元保証人等がいない

と入院、入所ができない実態をなくしていくために、身元保証人がいなくてもスムーズに

入院、入所ができるシステムづくり、受け入れ機関が金銭的リスクや死後事務対応（行政

含む）で困らないしくみづくりが求められていた。 

 
キーワード： 身元保証人、権利擁護、地域包括ケアシステム 

 

はじめに 

 現在の世帯の構造は、単独世帯と夫婦のみ世

帯をあわせると 50％を超え、65 歳以上の者のい

る世帯については全世帯のほぼ半数を占めてい

る（厚生労働省「国民生活基礎調査」）。そうし

たなかで、認知症高齢者数の推計は 2025 年には

600 万人を超えることが示され、さらに障がい

等による判断能力が不十分の方の数をあわせる

と 1000 万人を超える（厚生労働省「成年後見制

度利用促進の施策の実施状況」）。その一方で、

成年後見制度の利用は 224,442 人（2019 年 12
月末日）で（裁判所「成年後見関係事件の概況」）、

成年後見制度の利用は判断能力が不十分な人の

2％程度にすぎない。世帯の経済状況をみると、

相対的貧困率は高齢期により高くなっている

（阿部 2018）。また、生活保護世帯のうち高齢

者世帯の割合は全体の半数を超えている。社会

構造が大きく変化するなかで、世帯だけで安心

した暮らしを確保していくことは厳しく、地域

包括ケアシステムの構築が急がれている。 
 こうした状況に対して、自治体、社会福祉協

議会等がガイドラインをとりまとめ、意思決定

支援などを示している（半田市 2014、神奈川県

社会福祉協議会 2017、日本医療社会福祉協会

2018）。 
 本研究では、新潟県内における身元保証人等

がいないことで病院、施設等がどのようなこと

に困っているのか、統計的に把握することを目

的に、調査を実施した。 

方法 

調査対象は、新潟県内にあるすべての病院、

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設（老健

施設）、ケアハウス、有料老人ホーム 619 ヶ所で

ある（新潟県 HP 参照：2018 年 2 月時点）。 
調査方法は、郵送調査（新潟県内のすべての

病院、施設等の代表者宛に郵送で調査票を配布

し、調査票の返信については調査票とともに配

布した返信用封筒によって、大学研究室宛の郵

送とした）。 
質問紙の作成にあたって、公益社団法人成年

後見センター・リーガルサポート、第二弁護士

会「ゆとり〜な」の調査項目を参考にして作成

1 新潟県立大学人間生活学部子ども学科 
* 責任著者 連絡先：ozawak@unii.ac.jp 
利益相反：なし  
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度利用促進の施策の実施状況」）。その一方で、

成年後見制度の利用は 224,442 人（2019 年 12
月末日）で（裁判所「成年後見関係事件の概況」）、

成年後見制度の利用は判断能力が不十分な人の

2％程度にすぎない。世帯の経済状況をみると、

相対的貧困率は高齢期により高くなっている

（阿部 2018）。また、生活保護世帯のうち高齢

者世帯の割合は全体の半数を超えている。社会

構造が大きく変化するなかで、世帯だけで安心

した暮らしを確保していくことは厳しく、地域

包括ケアシステムの構築が急がれている。 
 こうした状況に対して、自治体、社会福祉協

議会等がガイドラインをとりまとめ、意思決定

支援などを示している（半田市 2014、神奈川県

社会福祉協議会 2017、日本医療社会福祉協会

2018）。 
 本研究では、新潟県内における身元保証人等

がいないことで病院、施設等がどのようなこと

に困っているのか、統計的に把握することを目

的に、調査を実施した。 

方法 

調査対象は、新潟県内にあるすべての病院、

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設（老健

施設）、ケアハウス、有料老人ホーム 619 ヶ所で

ある（新潟県 HP 参照：2018 年 2 月時点）。 
調査方法は、郵送調査（新潟県内のすべての

病院、施設等の代表者宛に郵送で調査票を配布

し、調査票の返信については調査票とともに配

布した返信用封筒によって、大学研究室宛の郵

送とした）。 
質問紙の作成にあたって、公益社団法人成年

後見センター・リーガルサポート、第二弁護士

会「ゆとり〜な」の調査項目を参考にして作成
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した。質問紙の項目は、①種別、所在地、②身

元保証人に関する事柄についてである。身元保

証人に関する事柄として、「契約書・利用約款等

において身元保証人等を求めるかどうか」「身元

保証人等を求める理由」「実際に、身元保証人等

に連絡した内容」「身元保証人等がつけることが

できない人への対応」「身元保証人不在に対する

医師法、老人福祉法や厚生労働省令等における

記載」「身元保証等についての不安、課題」の 6
項目からなる（A4、4 ページ）。 

なお、調査企画・分析は、身寄りなし問題研

究会代表の須貝秀昭氏、社会福祉士の寺口祐司

氏、小澤が共同で行った。 
倫理的配慮については、質問紙の依頼文に添

えて、その内容を明記した。その内容は、アン

ケートは任意であること、回答は無記名である

こと、アンケートの結果は研究以外の目的は使

用しないことである。研究への同意は、アンケ

ートの投函を持って同意と判断した。 

結果 

1 種別・所在地域 
有効回答数は 317 施設、有効回答率 51.2％で

あった。ケアハウスの回収率は 61.0％で一番高

かった。 
回答の種別は、表 1 の通りである。種別、所

在地域については、配布数と回収数がほぼ同じ

割合であった。所在地では新潟市の病院・施設

が 35.4％を占め、種別では特別養護老人ホーム

32.2％、病院 20.2％であった。 

表 1 種別、配布数 

 
 
2 入院、入所の契約書等で「身元保証人等」を

求めているか 
入院入所の契約書等で「身元保証人等」を求

めている（はい）のは 308（97.2％）、求めてい

ない（いいえ）は 4（1.3％）であった。 
 契約書（申込書・同意書）・利用約款等で使用

されている「身元保証人」等の名称については

（MA）、身元引受人 194（63.8％）、連帯保証人

102（33.6％）、身元保証人 63（20.7％）、保証人

27（8.9％）、立会人 8（2.6％）、その他 25（8.2％）

であった。その他具体的な記述として「代理人」

12、「扶養者」4 が挙げられていた。 
 
3 「身元保証人等」を求める理由 
病院・施設等が「身元保証人等」に求めるもの

として、第 1 位は「利用料などお金の支払いを

保証、担保してもらうため」297、第 2 位は「亡

くなった際のご遺体の引き取りや居室の明け渡

しのため」286、第 3 位は「急変等により病院に

入院する場合の入院（退院）手続きのため」252、
第 4 位は「ご本人に対するサービス提供等の方

針や方法などの選択、決定について、相談をし

たり、ご本人に代わって決定してもらうため」

242 の順であった。 
 
4 実際に「身元保証人等」に連絡したこと 
実際に「身元保証人等」に連絡した場合は、「身

元保証人等」に求めているものと同様、「利用料

などのお金の支払いを保証、担保してもらうた

め（利用料）」「亡くなった際のご遺体の引き取

りや居室の明け渡しのため（遺体の引き取り）」

「急変等により病院に入院する場合の入院（退

院）の手続きため（入院）」「ご本人に対するサ

ービス提供等の方針や方法などの選択、決定に

ついて、相談したり、ご本人に代わって決定し

てもらうため（援助方針）」の順であった。 
身元保証人等に求めることと、実際に連絡し

たことを比較すると図 1 の通りである。全体的

に求めていることの方が、実際に連絡したこと

よりも多い。 

図 1 身元保証人等に求めるもの、実際に連絡

したこと 

0%

25%

50%

75%

100%

遺
体
の
引
き
取
り

利
用
料
の
支
払
い

医
療
行
為
の
同
意

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
同
意

援
助
方
針
の
決
定

身
体
拘
束
へ
の
同
意

退
院
等
へ
の
環
境
整
備

金
銭
管
理

入
院
等
の
手
続
き

返
還
金
受
領

そ
の
他

求めるもの 実際に連絡したこと （n=312）  
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5 「身元保証人等」をつけることができない人

への対応 
「身元保証人等」がいない場合は、入院、入

所等を断っていると回答しているのは 55
（17.4％）であった。「受け入れている」は、設

問の 2〜6 のいずれかを選択した割合で 236
（74.4％）であった。 

図 2 身元保証人等が不在の場合の対応 

断っている
17.4%

受け入れている
74.4%

無回答
8.2%

（n=317）
 

「身元保証人等」がいない場合の受け入れの

要件としては（MA）、「成年後見人等がいれば」

182（77.1％）、「身元保証会社等と契約があれば」

12（5.1％）、「損害保険に加入していれば」1
（0.4％）であった。なお、これらに該当しなく

ても認めているのは 70（29.7％）であった。保

証会社との契約だけで受けていると回答したの

は 3 件のみであった。 
 
6 介護保険施設等、一定の施設について、身元

保証人がいないことを理由に入院、入所、入居

を断ることが法律（医師法、老人福祉法）や厚

生労働省令等で禁止される場合があること 
「身元保証人等」がいないことを理由に、入

院、入所、入居を断ることが法律等で禁止され

る場合があることを「知っている」が 69.1％、

「知らない」が 27.8％であった。約 3 割は法律

や厚生労働省令等で禁止されていることを知ら

なかった。 
 

 
 
 
 
 
 

図 3 身元保証人等が不在を理由に入院等を断

ることが法律等で禁止されていること 
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7 クロス集計の結果から 
（1）名称 

「身元保証人等」について使用している名称

は病院、施設等の種別によって異なっていた。

病院は「連帯保証人」「身元引受人」、特別養護

老人ホーム、老健施設、有料老人ホームは「身

元引受人」、ケアハウスは「身元保証人」の比率

が高かった。 

図 4 種別と「身元保証人等」の名称 
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（2）「身元保証人等」に求めているもの 
「身元保証人等」に求めているものは、病院

では、利用料、遺体の引き取りが高い。その他

の項目については求めていることも、連絡した

ことについても半数以下であった。 

図 5 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（病院） 
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ることが法律等で禁止されていること 
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（2）「身元保証人等」に求めているもの 
「身元保証人等」に求めているものは、病院

では、利用料、遺体の引き取りが高い。その他

の項目については求めていることも、連絡した

ことについても半数以下であった。 

図 5 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（病院） 
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（4）入院・入所を「断っている」と入院・入所

を拒否することは法律で禁止されていること 
身元保証人等が不在を理由に入居を拒否す

ることは法律等で禁止されていることについて、

法律等で禁止されていることを「知っていて」

入居を「断っている」が 52.8％、「知らない」

で入居を「断っている」が 47.2％であった。 

図 12 入院等への対応と法律での禁止 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

断っている（n=53）

断らない（n=231）

知っている 知らない
 

（5）入院・入所を拒否することは法律で禁止さ

れていることと「身元保証人等」に求めている 
法律等で禁止されていることを「知ってい

る」方が、身元保証人等に求めている比率が高

い項目が多い。 

図 13 法律等で禁止されていることと「身元

保証人等」に求めていること 
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8 身元保証人等不在による不安等（記述・抜粋） 

最後に、具体的に記述があった内容について、

項目ごとに分けて整理した。 
① 緊急時の対応、連絡先 
・独居が多くなってきており、誓約書に本人以

外の記載がない場合でも受け入れています。金

銭コントロールができなくなってくると支払い

等、他の連絡先を見つけていくことが困難とな

ってきています。（病院） 
・親しい親族等がいない方も多くなっており、

利用者の方も保証人等の依頼は大変であると思

う。施設側としても家族以外の方では支払い、

連絡方法等に不安なことが多い。（老健施設） 
・緊急時に即応してくれず、入院時の受け付け

も施設まかせ（入院時の書類等は施設では対応

できないししてもらえない）。（有料老人ホーム） 
・身元保証人がいても、遠方だったり等で緊急

時すぐに動いてもらえない場合がある。そうい

った可能性のある方は身元保証人の他に緊急時

に対応してくれる方を決めてもらっている。（ケ

アハウス） 
・入院時 etc 病状説明を家族でないと受けられ

ない。身元保証人が遠方で、即対応できず、困

ることがある。（ケアハウス） 
② 後見人等の役割 
・当院は意思疎通がとれる方が入院するような

病院ではありません。そのため本人が入院費の

支払いや治療方針についてのサインなどは不可

能です。身寄りのない方に関しては成年後見人

がおいでになれば受け入れ可能ですが、後見人

によっては書類にサインができないと言われる

方もおり、治療がすすめられないため、その場

合は受け入れ困難となります。法律上サインで

きないという矛盾が入院の際大きな弊害となっ

ています。（病院） 
・医療行為と金銭管理が主となります。医療行

為に関しての決定、死亡後、後見人では対象外

という部分が一番困っています。（有料老人ホー

ム） 
・身元保証人がいない場合、成年後見人を立て

ている。しかし、入院・手術を本人の意思確認

ができない場合などのケースでは誰の承諾、サ

インが必要なのか不明である。（有料老人ホー

ム） 
③ 誰がすべき手続きか 
・入院等の対応・手続き、自宅の管理、亡くな

った際の対応・手続きを誰がやるのか。（特別養

護老人ホーム） 
・急変などにより病院受診するときに必ず家族

の付き添いを求められる。死亡後、ご遺体の引

き渡しがスムーズに行えるかが不安。（特別養護

老人ホーム） 
・亡くなった時の対応（引き受け先の確定）、日

用品の補充など、病状 IC（インフォームド・コ

 

特別養護老人ホームでは、遺体の引き取り、

利用料、医療同意、ケアプラン、援助方針、入

院については、9 割が求めており、実際の連絡

も 9 割を超えている。 

図 6 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（特別養護老人ホーム） 
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求めるもの 実際に連絡したこと （n=100）  
老健施設では、利用料、入院が高い。遺体の

引き取り、ケアプラン、援助方針、身体拘束、

退院についても 7 割以上で求めている。 

図 7 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（老健施設） 
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そ
の
他

求めるもの 実際に連絡したこと （n=47）  
すべてのケアハウスで、利用料について身元

保証人に求めている。実際に連絡したのは 8 割。

ついで入院、遺体の引き取り、援助方針、退院、

金銭管理。他の種別に比べて「金銭管理」を求

めている比率が高い。 

図 8 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（ケアハウス） 
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求めるもの 実際に連絡したこと （n=36）  

ほとんどの有料老人ホームでは、遺体の引き

取り、利用料について身元保証人等に求めてい

るが、その 1 割から 2 割は実際の連絡には至っ

ていない。 

図 9 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（有料老人ホーム） 
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そ
の
他

求めるもの 実際に連絡したこと （n=64）  
（3）入院、入所等を断っている 

「身元保証人等」がいない場合は、入院、入

所（入居）を断っている比率が高いのは、ケア

ハウス 11（30.6％）、有料老人ホーム 14（21.5％）、

老健施設 9（19.1％）、特別養護老人ホーム 14
（13.7％）、病院 5（7.8％）の順であった。 

図 10 種別と入所等を「断っている」 

 
病院は、要件なしで認めているところが 8 割。

受け入れの要件としては、特別養護老人ホーム、

老健施設、ケアハウス、有料老人ホームでは「成

年後見人等がいれば」がほとんであった。 

図 11 種別と「身元保証人等」がいない場合

の受け入れの要件（MA） 
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図9 「身元保証人等」に求めたもの、連絡したこと（有料老人ホーム）
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図8 「身元保証人等」に求めたもの、連絡したこと（ケアハウス）
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ケアプランの同意援助方針の決定身体拘束への同意退院等への環境整備金銭管理 入院等の手続き返還金受領 その他
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図7 「身元保証人等」に求めたもの、連絡したこと（老健施設）

0%

25%

50%

75%

100%

遺
体
の
引
き
取
り

利
用
料
の
支
払
い

医
療
行
為
の
同
意

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
同
意

援
助
方
針
の
決
定

身
体
拘
束
へ
の
同
意

退
院
等
へ
の
環
境
整
備

金
銭
管
理

入
院
等
の
手
続
き

返
還
金
受
領

そ
の
他

求めるもの 実際に連絡したこと （n=47）

ケアプランの同意援助方針の決定身体拘束への同意退院等への環境整備金銭管理 入院等の手続き返還金受領 その他
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図6 「身元保証人等」に求めたもの、連絡したこと（特別養護老人ホーム）
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（4）入院・入所を「断っている」と入院・入所

を拒否することは法律で禁止されていること 
身元保証人等が不在を理由に入居を拒否す

ることは法律等で禁止されていることについて、

法律等で禁止されていることを「知っていて」

入居を「断っている」が 52.8％、「知らない」

で入居を「断っている」が 47.2％であった。 

図 12 入院等への対応と法律での禁止 
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（5）入院・入所を拒否することは法律で禁止さ

れていることと「身元保証人等」に求めている 
法律等で禁止されていることを「知ってい

る」方が、身元保証人等に求めている比率が高

い項目が多い。 

図 13 法律等で禁止されていることと「身元

保証人等」に求めていること 
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知っている（n=217） 知らない（n=86）  
 
8 身元保証人等不在による不安等（記述・抜粋） 

最後に、具体的に記述があった内容について、

項目ごとに分けて整理した。 
① 緊急時の対応、連絡先 
・独居が多くなってきており、誓約書に本人以

外の記載がない場合でも受け入れています。金

銭コントロールができなくなってくると支払い

等、他の連絡先を見つけていくことが困難とな

ってきています。（病院） 
・親しい親族等がいない方も多くなっており、

利用者の方も保証人等の依頼は大変であると思

う。施設側としても家族以外の方では支払い、

連絡方法等に不安なことが多い。（老健施設） 
・緊急時に即応してくれず、入院時の受け付け

も施設まかせ（入院時の書類等は施設では対応

できないししてもらえない）。（有料老人ホーム） 
・身元保証人がいても、遠方だったり等で緊急

時すぐに動いてもらえない場合がある。そうい

った可能性のある方は身元保証人の他に緊急時

に対応してくれる方を決めてもらっている。（ケ

アハウス） 
・入院時 etc 病状説明を家族でないと受けられ

ない。身元保証人が遠方で、即対応できず、困

ることがある。（ケアハウス） 
② 後見人等の役割 
・当院は意思疎通がとれる方が入院するような

病院ではありません。そのため本人が入院費の

支払いや治療方針についてのサインなどは不可

能です。身寄りのない方に関しては成年後見人

がおいでになれば受け入れ可能ですが、後見人

によっては書類にサインができないと言われる

方もおり、治療がすすめられないため、その場

合は受け入れ困難となります。法律上サインで

きないという矛盾が入院の際大きな弊害となっ

ています。（病院） 
・医療行為と金銭管理が主となります。医療行

為に関しての決定、死亡後、後見人では対象外

という部分が一番困っています。（有料老人ホー

ム） 
・身元保証人がいない場合、成年後見人を立て

ている。しかし、入院・手術を本人の意思確認

ができない場合などのケースでは誰の承諾、サ

インが必要なのか不明である。（有料老人ホー

ム） 
③ 誰がすべき手続きか 
・入院等の対応・手続き、自宅の管理、亡くな

った際の対応・手続きを誰がやるのか。（特別養

護老人ホーム） 
・急変などにより病院受診するときに必ず家族

の付き添いを求められる。死亡後、ご遺体の引

き渡しがスムーズに行えるかが不安。（特別養護

老人ホーム） 
・亡くなった時の対応（引き受け先の確定）、日

用品の補充など、病状 IC（インフォームド・コ

ケアプランの同意援助方針の決定身体拘束への同意退院等への環境整備金銭管理 入院等の手続き返還金受領 その他
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特別養護老人ホームでは、遺体の引き取り、

利用料、医療同意、ケアプラン、援助方針、入

院については、9 割が求めており、実際の連絡

も 9 割を超えている。 

図 6 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（特別養護老人ホーム） 
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そ
の
他

求めるもの 実際に連絡したこと （n=100）  
老健施設では、利用料、入院が高い。遺体の

引き取り、ケアプラン、援助方針、身体拘束、

退院についても 7 割以上で求めている。 

図 7 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（老健施設） 
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そ
の
他

求めるもの 実際に連絡したこと （n=47）  
すべてのケアハウスで、利用料について身元

保証人に求めている。実際に連絡したのは 8 割。

ついで入院、遺体の引き取り、援助方針、退院、

金銭管理。他の種別に比べて「金銭管理」を求

めている比率が高い。 

図 8 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（ケアハウス） 
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そ
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求めるもの 実際に連絡したこと （n=36）  

ほとんどの有料老人ホームでは、遺体の引き

取り、利用料について身元保証人等に求めてい

るが、その 1 割から 2 割は実際の連絡には至っ

ていない。 

図 9 「身元保証人等」に求めたもの、連絡

したこと（有料老人ホーム） 
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求めるもの 実際に連絡したこと （n=64）  
（3）入院、入所等を断っている 

「身元保証人等」がいない場合は、入院、入

所（入居）を断っている比率が高いのは、ケア

ハウス 11（30.6％）、有料老人ホーム 14（21.5％）、

老健施設 9（19.1％）、特別養護老人ホーム 14
（13.7％）、病院 5（7.8％）の順であった。 

図 10 種別と入所等を「断っている」 

 
病院は、要件なしで認めているところが 8 割。

受け入れの要件としては、特別養護老人ホーム、

老健施設、ケアハウス、有料老人ホームでは「成

年後見人等がいれば」がほとんであった。 

図 11 種別と「身元保証人等」がいない場合

の受け入れの要件（MA） 
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ンセント）をだれにすればいいか？後見人の善

意に頼っているのが現状です。本来の仕事の範

疇をこえて働いて下さっています。（病院） 
・相手がどれくらい生きて生活するのか不確定

なため、資産からの見積りが難しい、本来なら

ば、身元保証など不要で面倒を見れるように整

備されていけばと思っています（有料老人ホー

ム）。 
④ 誰が判断するか 
・独居の方や身寄りがいない方、後見人のみの

場合、生命に関わる判断を誰に委ねるべきか迷

う。（老健施設） 
・ご本人の判断能力がない時、支援の方向や医

療的な判断をする時に迷いが生じる。（特別養護

老人ホーム） 
・医療行為の判断を施設側に委ねてくる。（特別

養護老人ホーム） 
・高齢の方々が生活されており、病気による体

調急変時や、その方の財産のことなど、日常生

活上、様々な場面で“判断”をお願いしなけれ

ばならない場面があります。私たちと一緒にそ

の方の生活を支えて下さる方の存在は非常に大

きいものがあります。（特別養護老人ホーム） 
・身元保証人が不在という状況において、入居

者本人が自身に関わる様々なことを理解、対処

できるうちは良いのですが、それが難しくなっ

てきた際に、サービスの選択や利用料支払い、

入居者に関わる様々な事を誰が判断し対応する

のか、施設側からすると不安しかありません。

（ケアハウス） 
⑤ 医療同意 
・身元保証人がいない方でも、成年後見人等に

て対応していますが、入所決定や受け入れまで

にやはり時間を要すことが多いです。医療同意

に関しては、後見人にも判断を求められないの

で、引き続き課題になっています。（老健施設） 
・成年後見人、保証人、補助人が介入できる医

療行為の同意について、法律上のルールと実際

は異なるようなので判断が難しい。（老健施設） 
・身元保証人が家族・親族の場合は良いが、成

年後見人等の場合の医療同意などの意思決定に

おいて不安がある。（有料老人ホーム） 
・医療行為や様々な場面において同意が必要な

ことが多く施設と住宅をくり返し利用する老健

施設では身元保証人がないとスムーズな在宅支

援につながらない。（老健施設） 
⑥ 後見人等の手続きの簡素化 
・甥や姪等いても関係性が悪かったり、ご本人

の生活や利用料の保障まで対応する気がないケ

ースが多く、病状の悪化による入院や亡くなら

れた時の対応や書類等やってあげたくてもでき

ないので、後見人等の認証スピードを早くして

もらえるか、任意後見人までいかなくても、上

記の時の書類に対応できる制度があるとよい。

（有料老人ホーム） 
・成年後見人をつけるにあたっても時間がかか

ること。（特別養護老人ホーム） 
・成年後見制度がより認知されることと、申立

のしやすさ。（特別養護老人ホーム） 
・成年後見制度の申し立てから選任までの期間

が長期に及ぶため、退院先が見つからず、入院

期間が長期になる。親戚や保証人のいない方が

入院した場合、入院中の日々のこづかいや衣類

の物品の購入等、すぐに対応がされず困ること

が多い。（病院） 
・入居者の介護度が平均 4.5 と高いので、権利

擁護のためにも成年後見制度への理解を深めた

い。（老健施設） 
⑦ 身元保証人等がいても対応できない 
・身元保証人や連帯保証人がいても、入院費を

未払いケースがある。（病院） 
・身寄りのない人が増えている。また、親族が

居ても非協力的な場合、孤立している場合が多

い。その様な方が入居すると、施設側の負担が

大きくなってしまう。（ケアハウス） 
・身元保証人はいるが県外・国外であるケース

が多い。2 人保証人をつけなければいけないが 1
人しかつけられない。急変時に対応できる保証

人がいない。（ケアハウス） 
・身元保証人等が入所者よりも先に亡くなるケ

ースが数件あります。これまでは運良く孫等が

引き継いでくれたり、親族が成年後見人を申請

してくれていましたが、今後はどうなるかわか

りません。（特別養護老人ホーム） 
・身元引受人が遠方で緊急時の受診・入院の場

合、病院で職員から引受人への引き継ぎがスム

ーズにできないこと。（特別養護老人ホーム） 
⑧ 医療費、利用料の滞納 

 

・医療費の回収ができない状況になった時の対

処が課題です。（病院） 
・身元保証人や連帯保証人がいても、入院費を

未払いケースがある。（病院） 
・医療費負担も増す中で、金銭的な保証はでき

ないと言ってくるケースもでてきている。民間

医療機関の経営が危ぶまれる中で、医療費請求

できなくなることもあり、保証人となる方が支

払い義務を負うことも現実的ではないようであ

る。（病院） 
・施設入所で身元保証人が親族でない場合、入

所者が金銭トラブルに巻き込まれることもある。

親族や知人でも身元保証人がいないことで、支

援者をたてられず生活が成り立たない。入所が

できないことがほとんどである。そういう人は

基本収入も少なく、保証人を契約・成年後見の

利用等にはつなげず、生活の場を確保すること

ができない。（ケアハウス） 
⑨ 行政のかかわり 
・本質的には生活困窮者対策になる。福祉の相

談援助当局が機能しなければ解決しないと思う。

（病院） 
・福祉事務所・行政・包括のかかわり方（特別

養護老人ホーム） 
・都合の悪いことは民間へ移行したうえで、理

屈は分かるが現実的ではないものを強要できる

体制のあり方。我々はボランティアではない。

何のための個別契約か。整合性がとれず、理解

に苦しむ。制度全体の歪みが出過ぎている。（現

制度では）福祉従事者であることそのものに不

安を感じている。（老健施設） 
・特に、医療機関に於いて、治療行為（救命行

為）に関する判断について、施設側に求められ

ても、YES、NO は答えられません。後見人に

ついても同じだと思います。任意後見や成年後

見制度が整備されたとは言え、限界があります。

この点では、行政の長が判断する等の保障があ

れば、全く身寄りのない方でも、後見人が付け

れば施設側の受入れのハードルは下がると思い

ます。（ケアハウス） 
⑩ ガイドライン、マニュアルの作成 
・当法人は、経営方針で契約時に身元保証人を

2 名必ず立てるよう、お願いしております。し

かし、今後、身元保証のない「身寄りのない老

人」が増えることが予想されますが、それを受

け入れるためのガイドラインもなく、近い将来、

入居時にトラブルが発生しかねません。（特別養

護老人ホーム） 
・独居高齢者人口の増加により、現在の身元保

証を前提とした制度の維持は困難と考えられる。

より、一般化させたガイドライン等制定が必要。

（病院） 
・今後様々な問題、課題が出てくると思うので、

マニュアルや相談できる所を作っていただける

とありがたい。（有料老人ホーム） 
・相談する人がいない場合、非常にストレスを

感じる。いなくとも施設の負担にならず、結論

が出せるツール・システムが是非あってほしい

と思う。（老健施設） 

考察 

新潟県内におけるすべての病院、施設等を対

象とした調査で 5 割を超える回収率は、身寄り

のない人についての関心の高さを示していると

いえるであろう（第二弁護士会調査 21.4％、成

年後見センター・リーガルサポート調査 39.6％）。

実際の運用として、入院・入居の際、ほとんど

の病院・施設で「身元保証人等」を求めている。

その名称については、施設等によって様々で、

その求める責任が必ずしも統一しているとは言

えない。そのなかで、「身元保証人等」が不在の

場合、入院・入居等を断っているのは約 2 割で

あった。身元保証人等がいなくても受け入れて

いるという回答が病院では高い一方で、施設が

身元保証人等に求める理由で一番高いのは、「急

変等により病院に入院する場合の入院（退院）

手続きのため」という医療にかかわるところで

あった。 
「身元保証人等」がいなくても受け入れる要

件として、「成年後見人等がいれば」が約 8 割を

占めていた。成年後見人等がいなくても 3 割は

受け入れると回答している。介護保険等、一定

の施設について、身元保証人等がいないことを

理由に、入院、入所、入居を断ることが法律（医

師法、老人福祉法）や厚生労働省令等で禁止さ

れる場合があることを「知らない」と回答した

のは約 3 割。身元保証人等が不在を理由に入居

を拒否することは法律等で禁止されていること
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ンセント）をだれにすればいいか？後見人の善

意に頼っているのが現状です。本来の仕事の範

疇をこえて働いて下さっています。（病院） 
・相手がどれくらい生きて生活するのか不確定

なため、資産からの見積りが難しい、本来なら

ば、身元保証など不要で面倒を見れるように整

備されていけばと思っています（有料老人ホー

ム）。 
④ 誰が判断するか 
・独居の方や身寄りがいない方、後見人のみの

場合、生命に関わる判断を誰に委ねるべきか迷

う。（老健施設） 
・ご本人の判断能力がない時、支援の方向や医

療的な判断をする時に迷いが生じる。（特別養護

老人ホーム） 
・医療行為の判断を施設側に委ねてくる。（特別

養護老人ホーム） 
・高齢の方々が生活されており、病気による体

調急変時や、その方の財産のことなど、日常生

活上、様々な場面で“判断”をお願いしなけれ

ばならない場面があります。私たちと一緒にそ

の方の生活を支えて下さる方の存在は非常に大

きいものがあります。（特別養護老人ホーム） 
・身元保証人が不在という状況において、入居

者本人が自身に関わる様々なことを理解、対処

できるうちは良いのですが、それが難しくなっ

てきた際に、サービスの選択や利用料支払い、

入居者に関わる様々な事を誰が判断し対応する

のか、施設側からすると不安しかありません。

（ケアハウス） 
⑤ 医療同意 
・身元保証人がいない方でも、成年後見人等に

て対応していますが、入所決定や受け入れまで

にやはり時間を要すことが多いです。医療同意

に関しては、後見人にも判断を求められないの

で、引き続き課題になっています。（老健施設） 
・成年後見人、保証人、補助人が介入できる医

療行為の同意について、法律上のルールと実際

は異なるようなので判断が難しい。（老健施設） 
・身元保証人が家族・親族の場合は良いが、成

年後見人等の場合の医療同意などの意思決定に

おいて不安がある。（有料老人ホーム） 
・医療行為や様々な場面において同意が必要な

ことが多く施設と住宅をくり返し利用する老健

施設では身元保証人がないとスムーズな在宅支

援につながらない。（老健施設） 
⑥ 後見人等の手続きの簡素化 
・甥や姪等いても関係性が悪かったり、ご本人

の生活や利用料の保障まで対応する気がないケ

ースが多く、病状の悪化による入院や亡くなら

れた時の対応や書類等やってあげたくてもでき

ないので、後見人等の認証スピードを早くして

もらえるか、任意後見人までいかなくても、上

記の時の書類に対応できる制度があるとよい。

（有料老人ホーム） 
・成年後見人をつけるにあたっても時間がかか

ること。（特別養護老人ホーム） 
・成年後見制度がより認知されることと、申立

のしやすさ。（特別養護老人ホーム） 
・成年後見制度の申し立てから選任までの期間

が長期に及ぶため、退院先が見つからず、入院

期間が長期になる。親戚や保証人のいない方が

入院した場合、入院中の日々のこづかいや衣類

の物品の購入等、すぐに対応がされず困ること

が多い。（病院） 
・入居者の介護度が平均 4.5 と高いので、権利

擁護のためにも成年後見制度への理解を深めた

い。（老健施設） 
⑦ 身元保証人等がいても対応できない 
・身元保証人や連帯保証人がいても、入院費を

未払いケースがある。（病院） 
・身寄りのない人が増えている。また、親族が

居ても非協力的な場合、孤立している場合が多

い。その様な方が入居すると、施設側の負担が

大きくなってしまう。（ケアハウス） 
・身元保証人はいるが県外・国外であるケース

が多い。2 人保証人をつけなければいけないが 1
人しかつけられない。急変時に対応できる保証

人がいない。（ケアハウス） 
・身元保証人等が入所者よりも先に亡くなるケ

ースが数件あります。これまでは運良く孫等が

引き継いでくれたり、親族が成年後見人を申請

してくれていましたが、今後はどうなるかわか

りません。（特別養護老人ホーム） 
・身元引受人が遠方で緊急時の受診・入院の場

合、病院で職員から引受人への引き継ぎがスム

ーズにできないこと。（特別養護老人ホーム） 
⑧ 医療費、利用料の滞納 

 

・医療費の回収ができない状況になった時の対

処が課題です。（病院） 
・身元保証人や連帯保証人がいても、入院費を

未払いケースがある。（病院） 
・医療費負担も増す中で、金銭的な保証はでき

ないと言ってくるケースもでてきている。民間

医療機関の経営が危ぶまれる中で、医療費請求

できなくなることもあり、保証人となる方が支

払い義務を負うことも現実的ではないようであ

る。（病院） 
・施設入所で身元保証人が親族でない場合、入

所者が金銭トラブルに巻き込まれることもある。

親族や知人でも身元保証人がいないことで、支

援者をたてられず生活が成り立たない。入所が

できないことがほとんどである。そういう人は

基本収入も少なく、保証人を契約・成年後見の

利用等にはつなげず、生活の場を確保すること

ができない。（ケアハウス） 
⑨ 行政のかかわり 
・本質的には生活困窮者対策になる。福祉の相

談援助当局が機能しなければ解決しないと思う。

（病院） 
・福祉事務所・行政・包括のかかわり方（特別

養護老人ホーム） 
・都合の悪いことは民間へ移行したうえで、理

屈は分かるが現実的ではないものを強要できる

体制のあり方。我々はボランティアではない。

何のための個別契約か。整合性がとれず、理解

に苦しむ。制度全体の歪みが出過ぎている。（現

制度では）福祉従事者であることそのものに不

安を感じている。（老健施設） 
・特に、医療機関に於いて、治療行為（救命行

為）に関する判断について、施設側に求められ

ても、YES、NO は答えられません。後見人に

ついても同じだと思います。任意後見や成年後

見制度が整備されたとは言え、限界があります。

この点では、行政の長が判断する等の保障があ

れば、全く身寄りのない方でも、後見人が付け

れば施設側の受入れのハードルは下がると思い

ます。（ケアハウス） 
⑩ ガイドライン、マニュアルの作成 
・当法人は、経営方針で契約時に身元保証人を

2 名必ず立てるよう、お願いしております。し

かし、今後、身元保証のない「身寄りのない老

人」が増えることが予想されますが、それを受

け入れるためのガイドラインもなく、近い将来、

入居時にトラブルが発生しかねません。（特別養

護老人ホーム） 
・独居高齢者人口の増加により、現在の身元保

証を前提とした制度の維持は困難と考えられる。

より、一般化させたガイドライン等制定が必要。

（病院） 
・今後様々な問題、課題が出てくると思うので、

マニュアルや相談できる所を作っていただける

とありがたい。（有料老人ホーム） 
・相談する人がいない場合、非常にストレスを

感じる。いなくとも施設の負担にならず、結論

が出せるツール・システムが是非あってほしい

と思う。（老健施設） 

考察 

新潟県内におけるすべての病院、施設等を対

象とした調査で 5 割を超える回収率は、身寄り

のない人についての関心の高さを示していると

いえるであろう（第二弁護士会調査 21.4％、成

年後見センター・リーガルサポート調査 39.6％）。

実際の運用として、入院・入居の際、ほとんど

の病院・施設で「身元保証人等」を求めている。

その名称については、施設等によって様々で、

その求める責任が必ずしも統一しているとは言

えない。そのなかで、「身元保証人等」が不在の

場合、入院・入居等を断っているのは約 2 割で

あった。身元保証人等がいなくても受け入れて

いるという回答が病院では高い一方で、施設が

身元保証人等に求める理由で一番高いのは、「急

変等により病院に入院する場合の入院（退院）

手続きのため」という医療にかかわるところで

あった。 
「身元保証人等」がいなくても受け入れる要

件として、「成年後見人等がいれば」が約 8 割を

占めていた。成年後見人等がいなくても 3 割は

受け入れると回答している。介護保険等、一定

の施設について、身元保証人等がいないことを

理由に、入院、入所、入居を断ることが法律（医

師法、老人福祉法）や厚生労働省令等で禁止さ

れる場合があることを「知らない」と回答した

のは約 3 割。身元保証人等が不在を理由に入居

を拒否することは法律等で禁止されていること
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について「知らない」という回答は、「ケアハウ

ス」で 5 割を超えていた。身元保証人等が不在

のため入居を断っているという回答のうち、法

律等で禁止されていることを「知っている」と

回答しているのが半数を超えていた。 

結語 

 こうした状況を踏まえて、「身元保証人等」が

いないと入院、入所できない実態をなくしてい

くこと、身元保証人がいなくてもスムーズに入

院・入所ができるシステム（ガイドライン等）

作りが不可欠になっている。さらに、受け入れ

機関が金銭的リスクや死後事務対応（行政含む）

で困らないしくみ作りを公的機関と共同で検討

していくことが必要である。また、作成された

ガイドライン等を現場で運用し、定着させる普

及啓発活動、「身寄りなし 110 番」のような相談

窓口の創設は、支援者、利用者を支える枠組み

になりうると言える。 
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低分子量 G タンパク質 Rab5 によるエンドサイトーシス制御機構 

 
萩原真 1*、松下健二 2 

 
Rab タンパク質は、現在までに約 60 個同定されており、それぞれが特異的にオルガネラ

に局在し、細胞内での小胞輸送を制御している。Rab タンパク質は、他の低分子量 G タン

パク質と同様に、GTP が結合した活性型と GDP が結合した不活性型が存在し、分子スイ

ッチとして機能を果たしている。Rab5 は、細胞膜と初期エンドソームに局在する Rab タン

パク質であり、エンドサイトーシスにおける細胞膜からの物質取り込みや小胞輸送、小胞

と初期エンドソームの融合を制御している。Rab5 の活性は GEF（GDP/GTP 交換因子）、

GAP（GTPase 促進タンパク質）、Rab GDI（Rab GDP 解離抑制タンパク質）、Rab GDF（Rab 
GDI 解離因子）によって厳密に制御されている。また、活性型 Rab5 には様々な因子が相

互作用し、エンドサイトーシスが進行していくと考えられている。本稿では、最初に Rab5
の活性を制御する因子について触れ、次に Rab5 によるクラスリン依存性エンドサイトー

シスの制御機構について概説する。 
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はじめに 

Rab は、Ras-related protein in brain を省略したも

のであり、脳より Ras と相同性が高い遺伝子とし

てクローニングされた低分子量 G タンパク質で

ある。Rab タンパク質は、これまでに約 60 種類

同定されている。それぞれの Rab タンパク質に

おける C 末端側のアミノ酸配列が異なるため、

この違いによって局在できるオルガネラが異な

ると考えられている 1)。Rab5 は、Rab ファミリー

に属する分子量約 25 kDa の低分子量 G タンパク

質であり、エンドサイトーシスにおいて重要な役

割を担っている 2,3)。Rab5 は、細胞膜と初期エン

ドソームに局在し、細胞外からの物質取り込みや

小胞輸送、小胞と初期エンドソーム融合を制御し

ている 2,3)。Rab5 は、クラスリン依存性エンドサ

イトーシスにおいて最も研究が進んでいるが 2,3)、

カベオラ依存性エンドサイトーシス、ファゴサイ

トーシス、マクロピノサイトーシスによる細胞内

への取り込みにも関与する 4-12)。本稿では、最初

に Rab5 の活性を制御する因子について触れ、次

に Rab5 によるクラスリン依存性エンドサイトー

シスの制御機構について概説する。 

 
Rab5 の活性制御タンパク質 

Rab5 は、GDP が結合した不活性型と、GTP が

結合した活性型が存在し、この活性変化によって

高度にエンドサイトーシスが制御されている。

Rab5 が不活性型から活性型へと変化する時には

GDP/GTP 交換反応を促進する GDP/GTP 交換因

子（GDP/GTP exchange factor: GEF）が Rab5 と相

互作用し、Rab5 が活性化される 2,3)。その反対に、
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について「知らない」という回答は、「ケアハウ

ス」で 5 割を超えていた。身元保証人等が不在

のため入居を断っているという回答のうち、法

律等で禁止されていることを「知っている」と

回答しているのが半数を超えていた。 

結語 

 こうした状況を踏まえて、「身元保証人等」が

いないと入院、入所できない実態をなくしてい

くこと、身元保証人がいなくてもスムーズに入

院・入所ができるシステム（ガイドライン等）

作りが不可欠になっている。さらに、受け入れ

機関が金銭的リスクや死後事務対応（行政含む）

で困らないしくみ作りを公的機関と共同で検討

していくことが必要である。また、作成された

ガイドライン等を現場で運用し、定着させる普

及啓発活動、「身寄りなし 110 番」のような相談

窓口の創設は、支援者、利用者を支える枠組み

になりうると言える。 
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はじめに 

Rab は、Ras-related protein in brain を省略したも

のであり、脳より Ras と相同性が高い遺伝子とし

てクローニングされた低分子量 G タンパク質で

ある。Rab タンパク質は、これまでに約 60 種類

同定されている。それぞれの Rab タンパク質に

おける C 末端側のアミノ酸配列が異なるため、

この違いによって局在できるオルガネラが異な

ると考えられている 1)。Rab5 は、Rab ファミリー

に属する分子量約 25 kDa の低分子量 G タンパク

質であり、エンドサイトーシスにおいて重要な役

割を担っている 2,3)。Rab5 は、細胞膜と初期エン

ドソームに局在し、細胞外からの物質取り込みや

小胞輸送、小胞と初期エンドソーム融合を制御し

ている 2,3)。Rab5 は、クラスリン依存性エンドサ

イトーシスにおいて最も研究が進んでいるが 2,3)、

カベオラ依存性エンドサイトーシス、ファゴサイ

トーシス、マクロピノサイトーシスによる細胞内

への取り込みにも関与する 4-12)。本稿では、最初

に Rab5 の活性を制御する因子について触れ、次

に Rab5 によるクラスリン依存性エンドサイトー

シスの制御機構について概説する。 

 
Rab5 の活性制御タンパク質 

Rab5 は、GDP が結合した不活性型と、GTP が

結合した活性型が存在し、この活性変化によって

高度にエンドサイトーシスが制御されている。

Rab5 が不活性型から活性型へと変化する時には

GDP/GTP 交換反応を促進する GDP/GTP 交換因

子（GDP/GTP exchange factor: GEF）が Rab5 と相

互作用し、Rab5 が活性化される 2,3)。その反対に、
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Rab5 が活性型から不活性型に変化する時には、

Rab5 自身が持つ GTPase 活性を促進する GTPase

促進タンパク質（GTPase-activating protein: GAP）

が Rab5 と相互作用し、Rab5 に結合している GTP

が加水分解反応によって GDP となり、Rab5 は不

活性型となる 2,3)。不活性型 Rab5 には、Rab GDP

解離抑制タンパク質（Rab GDP dissociation 

inhibitor: Rab GDI）が相互作用し、Rab5 から GDP

が解離するのを抑制して Rab5 が活性化するのを

抑えている 2,3)。Rab GDI は、Rab5 とだけ相互作

用するのではなく、Rab ファミリータンパク質全

てに作用すると考えられている 1)。さらに、Rab

に対する GEF は Rab GDI の存在下では Rab を活

性化できないことから、Rab GDI 解離因子（Rab 

GDI displacement protein : Rab GDP、別名 Rab GDI 

displacement factor : Rab GDF）が知られており 1,13)、

Rab5 においても Rab GDF の作用によって Rab 

GDI が解離するとされている 14)。近年、Rab5 に

対する Rab GDF の研究に進展があり、イムノグ

ロブリンスーパファミリーに属する CD147（別

名 Basigin）と相互作用する YIPF2 が Rab5 と

Rab22 の Rab GDF として新たに同定された 15)。

また、Rab タンパク質では、活性制御タンパク質

が作用するには、C 末端側におけるシステインの

脂質修飾が必要であるとされている 1)。Rab5 で

は、ゲラニルゲラニルトランスフェラーゼの作用

によってゲラニルゲラニル基が C 末端側の 2 個

のシステイン残基に１個ずつ結合し、合計 2 か所

のゲラニルゲラニル修飾を受けると考えられて

いる 16,17)。 

Rab5 に対する GEF としては、Rabex-518)、Rin

（Ras and Rab interactor）タンパク質（Rin1、Rin2、

Rin3 ） 19-21) 、 ALS2/Alsin22,23) 、 Gapex-5 （別名

Rab5-activating protein 6: RAP6）（線虫の Gapex-5

ホモログは RME-6）が報告されている 24-26)。こ

れらはいずれも高度に保存された Vps9 ドメイン

（Vacuolar protein sorting-associated protein 9 ドメ

イン）（酵母ホモログに由来する名前）を有して

おり 27)、このドメインが Rab5 の活性化に必須と

考えられている。Rabex-5 は Rabaptin-5 と複合体

を形成するが、Rabaptin-5 は活性化した Rab5 と

も結合することから、Rabaptin-5－Rabex-5 複合体

は協調して Rab5 を活性化させると考えられてい

る 18)。Rin タンパク質は、Rab5 だけではなく、

その名のとおりがん原遺伝子 Ras にコードされ

ている低分子量 G タンパク質 Ras とも相互作用

することが知られている。Rin タンパク質は、Ras

を介したシグナル伝達によって Rab5 を活性化さ

せエンドサイトーシスを促進し、細胞増殖や細胞

移動などにも関わる 28-30)。ALS2/Alsin は、筋萎縮

性側索硬化症原因遺伝子 Als2 にコードされてい

るタンパク質であり、Rab5 だけではなく、低分

子量 G タンパク質 Rac1 に対しても GEF として

作用し、Rac1 を活性化させることによってマク

ロピノサイトーシスによる取り込みを促進する

31,32)。Gapex-5 は、細胞膜近傍でインスリンシグ

ナル伝達において Rab5 を活性化させることやフ

ァゴサイトーシスにおける Rab5 の活性を調節し

ていることが報告されている 5,24)。余談ではある

が、Gapex-5 は Rab31 に対しても GEF として作

用し、トランスゴルジネットワークからエンドソ

ームへの小胞輸送にも関与するとされているが

33)、詳細については不明な点も多い。また、脂質

ラフトの一種であるカベオラの主要なタンパク

質である caveolin-1、アクチン重合因子である

L-plastin や T-plastin なども Rab5 を活性化する

12,34)。これらのタンパク質は Vps9 ドメインを持

たないため、GEF を刺激することによって Rab5

を活性化するのではないかと推測される。 

活性型 Rab5 を不活型にする GTPase 促進タン

パク質（ GAP ）は共通の配列である TBC 

（Tre-2/Bub2/Cdc16） ドメインを有するものと 35)、

TBC ドメインを持たないものがある。Rab5 の

GAP としては TBC ドメインを有する RN-Tre が

知られているが 36)、同様に TBC ドメインを有す

るRabGAP-5もRab5のGAPとして機能すること

が報告されている 37)。Rab5GAP-5 と Rab5 の関連

性を報告した論文では、RabGAP-5 の Rab5 に対

 

する GAP 作用は RN-Tre よりも強く、RN-Tre は

Rab5 に対する GAP 作用よりも Rab41 に対する

GAP 作用の方が強いことが明かにされている 37)。

TBC ドメインを持たない Rab5 に対する GAP は、

ホスファチジルイノシトールのイノシトール環

の 3 位をリン酸化する酵素であるホスファチジ

ル-3-キナーゼ（phosphatidylinositol 3-kinase: PI3K）

の p85 サブユニットが知られている 38,39)。p85 サ

ブユニットは p110 サブユニットと複合体を形成

するが、p110 は Rab5 に対する GAP 作用はない。

p85は活性型Rab5と不活性型Rab5両方と相互作

用し、p110 は活性型 Rab5 のみと相互作用する。

このことより、p85-p110 複合体は活性型 Rab5 と

相互作用し、p85 が不活性型 Rab5 と相互作用す

る時は、p85 と p110 は解離している 40)。また、

が ん 抑制タ ン パク質 の 一つで あ る TSC2 

（tuberin）は、TBC ドメインを有していないが、

Rabaptin-5 と相互作用し、Rab5 に対する GAP 作

用があるとの報告がある 41)。しかし、その報告

の後に、同様の結果を得られたという文献がない。

図 1 に、Rab5 の活性を調節する因子についてま

とめた。 
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図 1 Rab5 の活性調節メカニズム  
GDP が結合している Rab5 は不活性型であり、Rab GDI によって、不活性状態が維持される。Rab5 

GDF によって、Rab5 から Rab GDI が解離すると、GEF の作用によって Rab5 に結合している GDP

が GTP に交換され活性型 Rab5 となる。活性型 Rab5 は、細胞膜における物質取り込みから初期エ

ンドソームまでの小胞輸送を制御する。初期エンドソームに到達し、役目を終えた Rab5 は GAP の

作用によって、Rab5 自身のもつ GTPase 作用が促進さる。Rab5 は GTP のリン酸基を加水分解する

ことによって、リン酸を一つ放出し、GDP が結合した不活性型となる。 
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Rab5 アフィニティークロマトグラフィー法によ

って生化学的に明らかにされており 42-45)、Rab5

と様々な因子が相互的に作用し、時空間的にエン

ドサイトーシスが制御されている。クラスリン依

存性エンドサイトーシスにおいては、細胞膜上に

ある受容体にリガンドが結合するとクラスリン

タンパク質が集積することによって、クラスリン

被覆ピットが形成される 46)。この時、クラスリ

ン被覆ピット上で、Rab5 の GEF である Gapex-5

の作用によって Rab5 が活性化される 24-26)。次に、

細胞膜が陥入し、Dynamin-2 によって小胞が細胞

膜からちぎり取られる 46)。この時に、細胞骨格

タンパク質であるアクチンの重合が細胞膜から

遊離するための駆動力となると考えられている

46)。細胞膜から遊離した小胞ではクラスリンが外

されるとともに重合しているアクチンが解離す

る 46)。これ以後、小胞は細胞骨格タンパク質で

ある微小管（チューブリン）の線路上を移動して

いくとされている 47)。細胞内部へ小胞が移行す

ると、活性型 Rab5 の相互作用因子である

Rabaptin-5 が活性型 Rab5 と結合する 2,3)。

Rabaptin-5 は、GEF である Rabex-5 （Gapex-5 に

よる Rab5 の活性化は細胞膜上で起こるが

Rabex-5 は細胞内部にある小胞膜上で Rab5 を活

性化させる）と複合体を形成し、小胞膜上の Rab5

の活性が増幅する。Rab5 の活性が増幅すること

によって、さらに Rabaptin-5－Rabex-5 複合体が

小胞膜上に引きよせられる（ポジティブフィード

バック）。そして、小胞膜上の活性型 Rab5 には、

PI3K である Vps34 が結合し、ホスファチジルイ

ノシトールのイノシトール環の 3 位をリン酸化

することによって、ホスファチジルイノシトール

3-リン酸（PI3P）が産生される 2)。PI3P は、初期

エンドソーム膜の主要なリン脂質である。EEA1

（Early endosome antigen 1）は、活性型 Rab5 の相

互作用因子であり、初期エンドソームマーカーと

して知られている。EEA1 には FYVE ドメインと

いう PI3P 結合モチーフがある。活性型 Rab5 と

EEA1 の Rab5 結合ドメインが結合し、さらに、

EEA1 の FYVE ドメインと PI3P が結合すると、

初期エンドソーム膜上へ EEA1 が局在する。

EEA1 は二量体を形成し、初期エンドソームどう

しをつなぎとめることによって、初期エンドソー

ムどうしを融合させる。融合に関わる因子はそれ

だけではなく、初期エンドソーム膜上で活性型

Rab5 と PI3P は Rabenosyn-5－Vps45 複合体を引

きよせ、それらが小胞の融合を制御する SNARE 

（soluble NSF attachment protein receptor complex）

の集積を調節することによって、初期エンドソー

ムどうしが融合する 2)。SNARE は、小胞膜にあ

る v-SNARE （v は vesicular の v を意味する）と

標的膜にある t-SNARE（t は target-membrane の t

を意味する）とがあり、分子内にある SNARE モ

チーフを介して結合し SNARE複合体を形成する

ことで小胞どうしの膜融合を引き起こす。初期エ

ンドソームどうしの融合が繰り返されるにつれ

て、初期エンドソームの大きさは徐々に巨大化し

ていく。Rab5 の不活性化の前段階としては、初

期エンドソームから別のエンドソームへの輸送

に関わる Rab タンパク質のエフェクターによっ

て Rab5 活性化のポジティブフィードバックが阻

害される（Rab カスケード）48)。Rab5 の不活性化

は、GAP によって促進され、Rab5 は不活性化さ

れると初期エンドソーム膜上から細胞質に放出

される。初期エンドソームへと運ばれたリガンド

や受容体のうち、受容体はリサイクリングエンド

ソームを経て細胞膜に戻されるものや、後期エン

ドソームを経てリソソームへと輸送され分解さ

れるものがある。また、リガンドは、初期エンド

ソーム―後期エンドソーム―リソソームの輸送

過程におけるどこかの段階で、トランスポーター

などの作用によって取り出されるものもある。

LDL（低密度リポタンパク質）では、リソソーム

へと運ばれて分解を受け、遊離したコレステロー

ルが、コレステロールトランスポーターであるニ

ーマン・ピック C1（NPC1）とニーマン・ピック

C2（NPC2）によって細胞質へと放出され、細胞

膜や様々なオルガネラ膜へと運ばれる 49)。図 2

 

に Rab5 によるエンドサイトーシスの概略を示し

た。 

クラスリン依存性エンドサイトーシス以外の

エンドサイトーシスであるカベオラ依存性エン

ドサイトーシス、ファゴサイトーシス、マクロピ

ノサイトーシスも Rab5 によって調節されている

と報告されているが 4-12)、それらのエンドサイト

ーシスにおいては、クラスリン依存性エンドサイ

トーシと共通の因子もあればそうでないものあ

る。詳細については、今後の研究によって明らか

になるであろう。 

 
結語 

エンドサイトーシスは、細胞に必要な栄養成分

の取り込みやシグナル伝達に関与するだけでは

なく、細胞にとって有害な細菌、毒素、ウイルス

の侵入経路にもなる。2021 年 1 月現在、新型コ

ロナウイルスが世界的に流行しており、新型コロ
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図 2 活性型 Rab5 によるエンドサイトーシス制御機構 
Rab5 によるエンドサイトーシスが進行していく段階ごとに起こっていることを①～④に記す（詳

細は本文参照）。①クラスリン被覆ピット上で Gapex-5 が Rab5 を活性化させる。②小胞膜上では

Rabaptin-5-Rabex-5 複合体が引きよせられ、Rabex-5 が Rab5 を活性化させる。③PI3K である Vps34

によって PI3P が産生される。④EEA1 が PI3P と Rab5 に結合する。EEA1 どうしで二量体が形成

され、初期エンドソームどうしが融合し徐々に巨大化する。 
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46)。細胞膜から遊離した小胞ではクラスリンが外

されるとともに重合しているアクチンが解離す

る 46)。これ以後、小胞は細胞骨格タンパク質で

ある微小管（チューブリン）の線路上を移動して

いくとされている 47)。細胞内部へ小胞が移行す

ると、活性型 Rab5 の相互作用因子である

Rabaptin-5 が活性型 Rab5 と結合する 2,3)。

Rabaptin-5 は、GEF である Rabex-5 （Gapex-5 に

よる Rab5 の活性化は細胞膜上で起こるが

Rabex-5 は細胞内部にある小胞膜上で Rab5 を活
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小胞膜上に引きよせられる（ポジティブフィード

バック）。そして、小胞膜上の活性型 Rab5 には、

PI3K である Vps34 が結合し、ホスファチジルイ
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れると初期エンドソーム膜上から細胞質に放出

される。初期エンドソームへと運ばれたリガンド

や受容体のうち、受容体はリサイクリングエンド

ソームを経て細胞膜に戻されるものや、後期エン

ドソームを経てリソソームへと輸送され分解さ

れるものがある。また、リガンドは、初期エンド

ソーム―後期エンドソーム―リソソームの輸送

過程におけるどこかの段階で、トランスポーター

などの作用によって取り出されるものもある。

LDL（低密度リポタンパク質）では、リソソーム

へと運ばれて分解を受け、遊離したコレステロー

ルが、コレステロールトランスポーターであるニ

ーマン・ピック C1（NPC1）とニーマン・ピック

C2（NPC2）によって細胞質へと放出され、細胞

膜や様々なオルガネラ膜へと運ばれる 49)。図 2

 

に Rab5 によるエンドサイトーシスの概略を示し

た。 

クラスリン依存性エンドサイトーシス以外の

エンドサイトーシスであるカベオラ依存性エン

ドサイトーシス、ファゴサイトーシス、マクロピ

ノサイトーシスも Rab5 によって調節されている

と報告されているが 4-12)、それらのエンドサイト

ーシスにおいては、クラスリン依存性エンドサイ

トーシと共通の因子もあればそうでないものあ

る。詳細については、今後の研究によって明らか

になるであろう。 

 
結語 
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の取り込みやシグナル伝達に関与するだけでは

なく、細胞にとって有害な細菌、毒素、ウイルス

の侵入経路にもなる。2021 年 1 月現在、新型コ

ロナウイルスが世界的に流行しており、新型コロ
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図 2 活性型 Rab5 によるエンドサイトーシス制御機構 
Rab5 によるエンドサイトーシスが進行していく段階ごとに起こっていることを①～④に記す（詳

細は本文参照）。①クラスリン被覆ピット上で Gapex-5 が Rab5 を活性化させる。②小胞膜上では

Rabaptin-5-Rabex-5 複合体が引きよせられ、Rabex-5 が Rab5 を活性化させる。③PI3K である Vps34

によって PI3P が産生される。④EEA1 が PI3P と Rab5 に結合する。EEA1 どうしで二量体が形成

され、初期エンドソームどうしが融合し徐々に巨大化する。 
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ナウイルスに関する研究が盛んに行われている。

新型コロナウイルスも他のウイルスと同様にエ

ンドサイトーシスを利用し、宿主細胞に侵入する

とされていることから 50-53)、エンドサイトーシス

の分子メカニズム解明は、新型コロナウイルスの

感染機構の解明にも繋がっていくものと考えら

れる。また、Rab5 は、最も良く研究されている

Rab タンパク質の一つではあるが、エンドサイト

ーシスの分子メカニズムは不明な点も多くあり、

Rab5 の相互作用因子を同定することによって新

たな分子メカニズムの解明が期待される。生化学

的に Rab5 相互作用因子を同定する方法において

は、個々の臓器や細胞におけるタンパク質の発現

量に依存する。従って、これまでに Rab5 相互作

用因子の同定に用いられていない組織や細胞か

ら新規な Rab5 相互作用因子が発見される可能性

は十分にあるものと考えられる。 

 

倫理的配慮 

本論文は、様々な学術的文献をまとめたもので

あり、倫理委員会等の審査は不要である。 
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細胞膜透過性 caveolin-1 スキャフォールディングドメイン 

ペプチドによるファゴサイトーシスの活性化 
 

萩原真 1*、松下健二 2 

 
エンドサイトーシスは、細胞膜が陥入することによって小胞を形成し細胞外から細胞内

へと物質を取り込む機構である。低分子量 G タンパク質 Rab5 は、エンドサイトーシスに

重要な因子であり、GDP が結合した不活性型と GTP が結合した活性型が存在し、この活

性変化によって高度にエンドサイトーシスが制御されている。ファゴサイトーシスは、エ

ンドサイトーシスの一種であり、マクロファージなどにおいて、生体外から侵入した細菌

などの比較的大きな物質を取り込む機構である。筆者らは、ショウジョウバエの 
Antennapedia のホメオドメインに由来する細胞膜透過性ペプチド（Penetratin）と caveolin-1
のスキャフォールディングドメイン（SD ドメイン）を融合させた細胞膜透過性 caveolin-1 
SD ドメインペプチド（細胞膜透過性 CSD ペプチド）が、Rab5 を活性化させファゴサイト

ーシスを促進することを明らかにした。本稿では、カベオラと caveolin について概説した

後、細胞膜透過性 CSD ペプチドによるファゴサイトーシス促進作用について紹介する。 
 

キーワード： エンドサイトーシス、ファゴサイトーシス、カベオラ、Rab5、caveolin、
細胞膜透過性ペプチド 
 

 

はじめに 

エンドサイトーシスは、細胞膜が陥入すること

によって小胞を形成し、細胞外から細胞内へと物

質を取り込む機構である。細胞膜における物質取

り込みにはトランスポーターによるものもある

が、この取り込みでは、小胞は形成されず、トラ

ンスポーターの構造が変化することによって結

合した分子を細胞内側に移動させるので、エンド

サイトーシスとは全く仕組みが異なる。真核細胞

は、様々な物質をエンドサイトーシスによって細

胞外から細胞内部へと取り込むが、その仕組みは

単一ではなく、取り込みに関わるタンパク質、細

胞装置、取り込み様式、取り込まれる物質の大き

さなどによって大別されている。その種類は、ク

ラスリン依存性エンドサイトーシス、カベオラ依

存性エンドサイトーシス、ファゴサイトーシス、

マクロピノサイトーシスなどが知られている 1-3)。

ファゴサイトーシスはマクロファージなどの貪

食細胞において、ファゴサイティックカップを形

成し、大きな物質（直径が 0.5 μm 以上）を取り

込む機構である。生体外から侵入した細菌などの

異物はファゴサイトーシスによって細胞内部に

取り込まれリソソームで分解される 3-5)。従って、

この機構を活性化させることができれば、免疫力

を上昇させることができると考えられる。 

筆者らは、ショウジョウバエの Antennapedia

のホメオドメインに由来する細胞膜透過性ペプ

1 新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科 2 国立長寿医療研究センター口腔疾患研究部 

* 責任著者 連絡先：hagimako@unii.ac.jp 

利益相反：なし  



− 49−

細胞膜透過性 CSDペプチドによるファゴサイトーシスの活性化

− 48− 

 

 

細胞膜透過性 caveolin-1 スキャフォールディングドメイン 

ペプチドによるファゴサイトーシスの活性化 
 

萩原真 1*、松下健二 2 

 
エンドサイトーシスは、細胞膜が陥入することによって小胞を形成し細胞外から細胞内

へと物質を取り込む機構である。低分子量 G タンパク質 Rab5 は、エンドサイトーシスに

重要な因子であり、GDP が結合した不活性型と GTP が結合した活性型が存在し、この活

性変化によって高度にエンドサイトーシスが制御されている。ファゴサイトーシスは、エ

ンドサイトーシスの一種であり、マクロファージなどにおいて、生体外から侵入した細菌

などの比較的大きな物質を取り込む機構である。筆者らは、ショウジョウバエの 
Antennapedia のホメオドメインに由来する細胞膜透過性ペプチド（Penetratin）と caveolin-1
のスキャフォールディングドメイン（SD ドメイン）を融合させた細胞膜透過性 caveolin-1 
SD ドメインペプチド（細胞膜透過性 CSD ペプチド）が、Rab5 を活性化させファゴサイト

ーシスを促進することを明らかにした。本稿では、カベオラと caveolin について概説した

後、細胞膜透過性 CSD ペプチドによるファゴサイトーシス促進作用について紹介する。 
 

キーワード： エンドサイトーシス、ファゴサイトーシス、カベオラ、Rab5、caveolin、
細胞膜透過性ペプチド 
 

 

はじめに 

エンドサイトーシスは、細胞膜が陥入すること

によって小胞を形成し、細胞外から細胞内へと物

質を取り込む機構である。細胞膜における物質取

り込みにはトランスポーターによるものもある

が、この取り込みでは、小胞は形成されず、トラ

ンスポーターの構造が変化することによって結

合した分子を細胞内側に移動させるので、エンド

サイトーシスとは全く仕組みが異なる。真核細胞

は、様々な物質をエンドサイトーシスによって細

胞外から細胞内部へと取り込むが、その仕組みは

単一ではなく、取り込みに関わるタンパク質、細

胞装置、取り込み様式、取り込まれる物質の大き

さなどによって大別されている。その種類は、ク

ラスリン依存性エンドサイトーシス、カベオラ依

存性エンドサイトーシス、ファゴサイトーシス、

マクロピノサイトーシスなどが知られている 1-3)。

ファゴサイトーシスはマクロファージなどの貪

食細胞において、ファゴサイティックカップを形

成し、大きな物質（直径が 0.5 μm 以上）を取り

込む機構である。生体外から侵入した細菌などの

異物はファゴサイトーシスによって細胞内部に

取り込まれリソソームで分解される 3-5)。従って、

この機構を活性化させることができれば、免疫力

を上昇させることができると考えられる。 

筆者らは、ショウジョウバエの Antennapedia

のホメオドメインに由来する細胞膜透過性ペプ
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チド（Penetratin）と caveolin-1 のスキャフォール

ディングドメイン（SD ドメイン）を融合させた

細胞膜透過性 caveolin-1 スキャフォールディング

ドメインペプチド（細胞膜透過性 CSD ペプチド）

が、エンドサイトーシスに重要な因子である

Rab5 の活性を上昇させることによってファゴサ

イトーシスを促進することを明らかにした 6)。本

稿では、カベオラと caveolin について概説した後、

細胞膜透過性 CSD ペプチドによるファゴサイト

ーシス促進作用について紹介する。 
 

カベオラと Caveolin 

 カベオラは、細胞膜上に存在する直径 50-100 

nm のフラスコ状の陥入した区画である 7)。カベ

オラを脂質ラフトに含める場合と、カベオラとカ

ベオラ以外の脂質ラフトを区別する場合がある

が、いずれにせよカベオラの脂質組成は、他の脂

質ラフトと同様に、コレステロールやスフィンゴ

脂質に富んでいる 7,8)。カベオラの特徴としては、

caveolin タンパク質が局在していることであり、

caveolin のオリゴマーを骨格として構造が形成さ

れている 7)。カベオラ以外の脂質ラフトには

caveolin が局在していないため、コレステロール

やスフィンゴ脂質が豊富に存在しなおかつ

caveolin が集積した細胞膜上の陥入構造が、カベ

オラと定義される 8)。近年、カベオラの形成には、

cavin タンパク質が重要であることが明かにされ

ている 9,10)。 

カベオラの主要なタンパク質である caveolin

は、アイソフォームの存在が知られている。

caveolin-1 （caveolin-1αと caveolin-1βのアイソ

フォームが存在）と caveolin-2 は内皮細胞、線維

芽細胞、脂肪細胞など様々な細胞で発現しており、

caveolin-3 は主に骨格筋や心筋で発現している。

caveolin は、赤血球、血小板、リンパ球、Caco-2

細胞などでは発現していないとされている 11)。ま

た、caveolin は、多くの神経細胞では発現してい

ないとされているが、後根神経節などの一部の神

経細胞では発現している 12)。 

caveolin-1 は、caveolin-1αと caveolin-1βのア

イソフォームが存在するが、本論文では、

caveolin-1 と記述した場合は、caveolin-1αを指す

ものとする。caveolin-1 は、178 アミノ酸で構成

される分子量約 22 kDa のタンパク質である。図

1A に、caveolin-1 の機能ドメインを示した。N 末

端側と C 末端側は親水性が強く、中央には疎水

性の強い部分がある。この特徴より、caveolin-1

は大きく 3 つのドメインより成り立っており、N

末端側より 1番目から 101番目のアミノ酸配列は

N 末端細胞質ドメイン（N-terminal cytoplasmic 

domain: NC ドメイン）、102 番目から 134 番目の

アミノ酸配列は膜貫通ドメイン（transmembrane 

domain: TM ドメイン）、135 番目から 178 番目の

アミノ酸配列は C 末端細胞質ドメイン

（C-terminal cytoplasmic domain: CC ドメイン）に

分類される 7,13,14)。さらに、caveolin-1 の N 末端細

胞質ドメインのうち 82 番目から 101 番目のアミ

ノ酸配列は、スキャフォールディングドメイン

（scaffolding domain: SD ドメイン）と呼ばれ、

様々な受容体やシグナル伝達タンパク質が結合

することが知られている 7,13,14)。caveolin-1 SD ド

メインは、重要なドメインであるため、進化の過

程において、高度に保存されており、様々な生物

において共通の配列である（図 1 B）。この SD ド

メインは、カベオラ依存性エンドサイトーシスや

細胞内シグナル伝達などを介して様々な細胞の

機能の調節に関わっている 7)。 

カベオラ依存的エンドサイトーシスによって、

細胞内へと物質が取り込まれる時に、カベオラか

ら出芽した小胞膜上には、カベオラ由来の

caveolin が存在する。caveolin は細胞膜上のカベ

オラにのみ存在するのではなく、小胞と一緒に細

胞内を移動し、様々なオルガネラやエキソサイト

ーシスによるオルガネラから細胞膜への輸送小

胞膜上でも観察される 7,9,15-17)。さらに、サイトゾ

ルにも局在し、可溶化型 caveolin の役割も報告さ

れている 16-18)。また、caveolin は細胞外へと分泌

され血中や培養細胞の培地中から検出される

 

16,17,19,20)。疾患において分泌量が増えることから

細胞外の caveolin は疾患のマーカーとしての利

用が検討されている 17,21-24)。このように、caveolin

は、カベオラのみに存在するのではなく、細胞内

外のいたるところで検出され、その機能は多岐に

わたる。 

 
細胞膜透過性 caveolin-1 スキャフォールデ

ィングドメインペプチドによるファゴサイトー

シス活性化 

 通常、タンパク質やペプチドは細胞膜をすり抜

けることはできないが、細胞膜透過性ペプチドと

融合させると細胞膜を傷つけることなくすり抜

けることができる 25)。従って、この特徴を利用

することによって細胞の中に目的のタンパク質

やペプチドを、細胞に対する毒性が低い状態で効

率良く導入することができる。細胞膜透過性ペプ

チドは Penetrati25-27)、TAT48-60
25,28,29)、ポリアルギ

ニン 25,30)、Transportin25,31)、MAP1725,32)、GALA25,32)、

PPR25,32)、Pep-725,33)などが知られている（表 1）。

Penetractin は、ショウジョウバエの Antennapedia 

のホメオドメインに由来する 16 アミノ酸の細

NC: N末端細胞質ドメイン(N-terminal cytoplasmic domain)
SD: スキャフォールディングドメイン(scaffolding domain)
TM: 膜貫通ドメイン(transmembrane domain)
CC: C末端細胞質ドメイン(C-terminal cytoplasmic domain)

1 82 102 135 178

SD TM CC

NC

N末端 C末端

caveolin-1

Human           82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Mouse            82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Rat                  82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Bos taurus 82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Rabbit             82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101

(B) caveolin-1 スキャフォールディングドメイン (CSD)

(A)

 

図 1 caveolin-1 の機能ドメイン  
(A) caveolin-1 は、親水性が強い部分と疎水性の強い部分があり、その特徴より N 末端細胞質ドメ

イン（NC ドメイン）、膜貫通ドメイン（TM ドメイン）、C 末端細胞質ドメイン（CC ドメイン）

に大きく分けられる。さらに、NC ドメイン内には、20 個のアミノ酸残基からなるスキャフォー

ルディングドメイン（SD ドメイン）があり、様々なタンパク質が結合することが知られている。

(B) caveolin-1 SD ドメインは、重要なドメインであるため、進化の過程において、高度に保存さ

れており、様々な生物において共通の配列である。 
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が、エンドサイトーシスに重要な因子である

Rab5 の活性を上昇させることによってファゴサ

イトーシスを促進することを明らかにした 6)。本

稿では、カベオラと caveolin について概説した後、

細胞膜透過性 CSD ペプチドによるファゴサイト

ーシス促進作用について紹介する。 
 

カベオラと Caveolin 

 カベオラは、細胞膜上に存在する直径 50-100 

nm のフラスコ状の陥入した区画である 7)。カベ

オラを脂質ラフトに含める場合と、カベオラとカ

ベオラ以外の脂質ラフトを区別する場合がある

が、いずれにせよカベオラの脂質組成は、他の脂

質ラフトと同様に、コレステロールやスフィンゴ

脂質に富んでいる 7,8)。カベオラの特徴としては、

caveolin タンパク質が局在していることであり、

caveolin のオリゴマーを骨格として構造が形成さ

れている 7)。カベオラ以外の脂質ラフトには

caveolin が局在していないため、コレステロール

やスフィンゴ脂質が豊富に存在しなおかつ

caveolin が集積した細胞膜上の陥入構造が、カベ

オラと定義される 8)。近年、カベオラの形成には、

cavin タンパク質が重要であることが明かにされ

ている 9,10)。 

カベオラの主要なタンパク質である caveolin

は、アイソフォームの存在が知られている。

caveolin-1 （caveolin-1αと caveolin-1βのアイソ

フォームが存在）と caveolin-2 は内皮細胞、線維

芽細胞、脂肪細胞など様々な細胞で発現しており、

caveolin-3 は主に骨格筋や心筋で発現している。

caveolin は、赤血球、血小板、リンパ球、Caco-2

細胞などでは発現していないとされている 11)。ま

た、caveolin は、多くの神経細胞では発現してい

ないとされているが、後根神経節などの一部の神

経細胞では発現している 12)。 

caveolin-1 は、caveolin-1αと caveolin-1βのア

イソフォームが存在するが、本論文では、

caveolin-1 と記述した場合は、caveolin-1αを指す

ものとする。caveolin-1 は、178 アミノ酸で構成

される分子量約 22 kDa のタンパク質である。図

1A に、caveolin-1 の機能ドメインを示した。N 末

端側と C 末端側は親水性が強く、中央には疎水

性の強い部分がある。この特徴より、caveolin-1

は大きく 3 つのドメインより成り立っており、N

末端側より1番目から101番目のアミノ酸配列は

N 末端細胞質ドメイン（N-terminal cytoplasmic 

domain: NC ドメイン）、102 番目から 134 番目の

アミノ酸配列は膜貫通ドメイン（transmembrane 

domain: TM ドメイン）、135 番目から 178 番目の

アミノ酸配列は C 末端細胞質ドメイン

（C-terminal cytoplasmic domain: CC ドメイン）に

分類される 7,13,14)。さらに、caveolin-1 の N 末端細

胞質ドメインのうち 82 番目から 101 番目のアミ

ノ酸配列は、スキャフォールディングドメイン

（scaffolding domain: SD ドメイン）と呼ばれ、

様々な受容体やシグナル伝達タンパク質が結合

することが知られている 7,13,14)。caveolin-1 SD ド

メインは、重要なドメインであるため、進化の過

程において、高度に保存されており、様々な生物

において共通の配列である（図 1 B）。この SD ド

メインは、カベオラ依存性エンドサイトーシスや

細胞内シグナル伝達などを介して様々な細胞の

機能の調節に関わっている 7)。 

カベオラ依存的エンドサイトーシスによって、

細胞内へと物質が取り込まれる時に、カベオラか

ら出芽した小胞膜上には、カベオラ由来の

caveolin が存在する。caveolin は細胞膜上のカベ

オラにのみ存在するのではなく、小胞と一緒に細

胞内を移動し、様々なオルガネラやエキソサイト

ーシスによるオルガネラから細胞膜への輸送小

胞膜上でも観察される 7,9,15-17)。さらに、サイトゾ

ルにも局在し、可溶化型 caveolin の役割も報告さ

れている 16-18)。また、caveolin は細胞外へと分泌

され血中や培養細胞の培地中から検出される

 

16,17,19,20)。疾患において分泌量が増えることから

細胞外の caveolin は疾患のマーカーとしての利

用が検討されている 17,21-24)。このように、caveolin

は、カベオラのみに存在するのではなく、細胞内

外のいたるところで検出され、その機能は多岐に

わたる。 

 
細胞膜透過性 caveolin-1 スキャフォールデ

ィングドメインペプチドによるファゴサイトー

シス活性化 

 通常、タンパク質やペプチドは細胞膜をすり抜

けることはできないが、細胞膜透過性ペプチドと

融合させると細胞膜を傷つけることなくすり抜

けることができる 25)。従って、この特徴を利用

することによって細胞の中に目的のタンパク質

やペプチドを、細胞に対する毒性が低い状態で効

率良く導入することができる。細胞膜透過性ペプ

チドは Penetrati25-27)、TAT48-60
25,28,29)、ポリアルギ

ニン 25,30)、Transportin25,31)、MAP1725,32)、GALA25,32)、

PPR25,32)、Pep-725,33)などが知られている（表 1）。

Penetractin は、ショウジョウバエの Antennapedia 

のホメオドメインに由来する 16 アミノ酸の細

NC: N末端細胞質ドメイン(N-terminal cytoplasmic domain)
SD: スキャフォールディングドメイン(scaffolding domain)
TM: 膜貫通ドメイン(transmembrane domain)
CC: C末端細胞質ドメイン(C-terminal cytoplasmic domain)

1 82 102 135 178

SD TM CC

NC

N末端 C末端

caveolin-1

Human           82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Mouse            82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Rat                  82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Bos taurus 82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101
Rabbit             82 -DGIWKASFTTFTVTKYWFYR- 101

(B) caveolin-1 スキャフォールディングドメイン (CSD)

(A)

 

図 1 caveolin-1 の機能ドメイン  
(A) caveolin-1 は、親水性が強い部分と疎水性の強い部分があり、その特徴より N 末端細胞質ドメ

イン（NC ドメイン）、膜貫通ドメイン（TM ドメイン）、C 末端細胞質ドメイン（CC ドメイン）

に大きく分けられる。さらに、NC ドメイン内には、20 個のアミノ酸残基からなるスキャフォー

ルディングドメイン（SD ドメイン）があり、様々なタンパク質が結合することが知られている。

(B) caveolin-1 SD ドメインは、重要なドメインであるため、進化の過程において、高度に保存さ

れており、様々な生物において共通の配列である。 
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胞膜透過性ペプチドである 25-27)。TAT48-60 は、1

型ヒト免疫不全ウイルス（HIV-1）の転写活性化

タンパク質 TAT の部分配列である 25,28,29)。細胞膜

透過性ペプチドを用いた細胞への導入技術は、タ

ンパク質やペプチドだけではなく、siRNA の細胞

内への導入にも応用され、薬剤としての利用が研

究されている 25)。 

筆者らは、HA 融合 caveolin-1 の欠失変異体

（deletion mutant）を培養細胞で発現させ、免疫

沈降法によって SD ドメイン、TM ドメイン、CC

ドメインが Rab5 と共免疫沈降することを明らか

にした 34)。さらに、培養細胞を用いて caveolin-1

の Rab5 結合ドメインが Rab5 の活性を上昇させ

ることをも明らかにしている 34)。また、同様に

表 1 様々な細胞膜透過性ペプチド 

RQIKIWFQNRRMKWKK DGIWKASFTTFTVTKYWFYR 

細胞膜透過性CSDペプチド

CSDペプチドPenetratin
 

図 2 細胞膜透過性 CSD ペプチド 
細胞膜透過性 CSD ペプチドは、Penetratin（ショウジョウバエの Antennapedia のホモドメインに由

来する細胞膜透過性ペプチド（43-58 残基））と caveolin-1 の SD ドメインを融合させたものである。 

細胞膜透過性ペプチド アミノ酸配列 由来 アミノ酸数

Penetratin RQIKIWFQNRRMKWKK ショウジョウバエの
Antennapedia 16

TAT48-60 GRKKRRQRRRPPQ 1型ヒト免疫不全ウイルス(HIV-1）
TAT protein 13

ポリアルギニン R8, R9, R10, R12 合成ペプチド 8-12

Transportin GWTLNSAGYLLGKINLKALAALAKKIL 合成ペプチド 27

MAP17 QLALQLAQALQAALQLA 合成ペプチド 17

GALA WEAALAEALAEALAEHLAEALAEALEALAA 合成ペプチド 30

(PPR)n (PPR)3, (PPR)4, (PPR)5, (PPR)6 合成ペプチド 9-18

Pep-7 SDLWEMMMVSLACQY ファージクローンのCHL8ペプチド 15

 

HA 融合 caveolin-1 の欠失変異体を培養細胞で発

現させ、免疫染色を行い、蛍光顕微鏡で観察した

ところ、SD ドメインを有する NC ドメインは初

期エンドソームを強大化させたのに対し、SD ド

メインを欠損させた NC ドメインでは初期エン

ドソームの巨大化は観察されなかった 35)。現在

のところ理由はわかないが、培養細胞で HA 融合

TM ドメインと HA 融合 CC ドメインを発現させ

ると Rab5 の活性を上昇させるのにもかかわらず、

初期エンドソームの巨大化は観察されなかった

35)。これらの実験データから細胞膜透過性ペプチ

ドと SD ドメイン、TM ドメイン、CC ドメイン

を融合させればエンドサイトーシスを活性化さ

せる薬剤として利用できるのではないかと考え

られた。 

すでに、細胞膜透過性ペプチドである

Penetratin と caveolin-1 の SD ドメインを融合させ

た細胞膜透過性薬剤が報告されており 36-41)、その

一方、細胞膜透過性ペプチドと TM ドメインや

CC ドメインを融合させた薬剤は報告されていな

かった。そこで、すでに研究が進んでおり、入手

しやすい細胞膜透過性 CSD ペプチドを実験に用

いることとした。Penetratin と caveolin-1 の SD ド

メインを融合させた、細胞膜透過性 CSD ペプチ

ド（AP-Cav、Pen-C1-SD、Cavtratin などの別名が

ある）は、抗炎症作用などが報告されている 37,42)。

細菌

細胞外側

細胞内側

初期エンドソーム

後期エンドソームを経
てリソソームで分解

Rab5 GTP

Rab5 GTP

Rab5 GTP
Rab5 GDP

細胞膜透過性CSDペプチド

 

図 3 マクロファージなどの貪食細胞における細胞膜透過性 CSD ペプチドによるファゴサイト

ーシス活性化  
細胞膜透過性 CSD ペプチドは細胞膜をすり抜けて、細胞内へと入る。細胞膜透過性 CSD ペプチドは、

Rab5 を活性化させる。活性化された Rab5 は、ファゴサイトーシスを促進し、細菌などの大きな粒子

を細胞内へと取り込む。取り込まれた細菌は、初期エンドソーム（初期ファゴソーム）、後期エンド

ソームを経て、リソソームへと運ばれ分解される。 
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図 2 に細胞膜透過性 CSD ペプチドのアミノ酸配

列を示した。なお、細胞膜透過性 CSD ペプチド

の細胞内への移行は、エンドサイトーシスによる

ものではない。 

まず、細胞膜透過性 CSD がエンドサイトーシ

スを促進するのかどうかについて調べるために、

細胞膜透過性 CSD ペプチドを培養細胞に添加し、

Rab5 の活性測定を試みた。Rab5 の活性を測定す

る方法としては、Rab5 の相互作用因子である

Rabaptin-5 の活性型 Rab5 結合ドメインを利用し

たGST-R5BDプルダウン法が知られている 34,43-51)。

そこで、細胞膜透過性 CSD ペプチドが Rab5 の活

性に及ぼす影響について、GST-R5BD プルダウン

法で解析を行ったところ Rab5 の活性が上昇する

ことが明らかになった 6)。また、細胞膜透過性

CSDペプチドを培養細胞に添加するとRab5と初

期エンドソームマーカーである EEA1 との共局

在が強まった 6)。次に、マクロファージ様細胞で

ある RAW264 細胞を用いて、pHrodo Red E. coli 

BioParticles Conjugate for Phagocytosis （Thermo 

Fisher Scientific 社）を指標としてファゴサイトー

シスによる取り込みを測定したところ、細胞膜透

過性 CSD ペプチドを添加した細胞では、ファゴ

サイトーシスが促進していた 6)。すなわち、細胞

膜透過性 CSD ペプチドは免疫力を高める薬剤と

して有効である可能性が培養細胞レベルで示さ

れた。図 3 に細胞膜透過性 CSD ペプチドによる

Rab5 活性化とファゴサイトーシスによる取り込

みの概略を図示した。 

 
結語 

本稿では、カベオラと caveolin や細胞膜透過性

CSD ペプチドによるファゴサイトーシス活性化

作用について概説した。細胞膜透過性 CSD ペプ

チドによって、Rab5 が活性化されファゴサイト

ーシスが促進することが明らかになったが、この

ファゴサイトーシスにカベオラが関与するのか、

それともカベオラ非依存的なエンドサイトーシ

スによるものなのかなどメカニズムについては

不明な点が多く残されている。また、ファゴサイ

トーシスを活性化させることができれば細菌感

染症の治療に応用できる可能性がある。肺炎や敗

血症などの細菌感染症では死に至るケースもあ

るが、抗菌剤を使用しつつ、免疫力を活性化させ

ることができれば、症状を軽減することができる

かもしれない。細菌感染による疾患は、過剰な炎

症反応によるサイトカインストームも問題とな

り死に至ることもある。細胞膜透過性 CSD ペプ

チドは、炎症も抑制することが報告されており

37,42)、細胞膜透過性 CSD ペプチドは、少なくと

も培養細胞を用いた実験では、炎症を抑えつつ免

疫力を上げることのできる良い薬剤である。この

ように、細胞膜透過性 CSD ペプチドは、感染症

の治療薬の候補になる可能性があるが、今後、

様々な角度から検討していく必要がある。 

 

倫理的配慮 

本論文は、様々な学術的文献をまとめたもので

あり、倫理委員会等の審査は不要である。 
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幼児教育分野における COIL 型教育の授業実践  
 

高橋靖幸 1*、石井玲子 2、Ann Abeshima3、Elizabeth Hartline4 

 
本稿の目的は、COIL 型教育の授業実践の報告、ならびにその具体的な実践に基づいて明

らかとなった COIL 型教育の教育可能性について論じることにある。本稿の日米共同メン

バーは、2020 年、それぞれ自国で担当する「幼児教育」関連の授業の一部に COIL を導入

する計画を行い、そして実際に授業を展開した。本稿では、COIL 型教育の特質とこれまで

の歴史を踏まえながら、今回われわれ共同メンバーが協働的に実施した授業の内容を３つ

の段階にわけて報告する。さらに、授業の結果として、学生にどのような学びがもたらさ

れたのかを、授業後に学生から提出された振り返りシートをもとに明らかにする。最後に、

授業実践から明らかとなった COIL 型教育の教育可能性について論じる。 

 
キーワード： COIL 型教育、幼児教育学、高等教育、国際教育、留学 

 

はじめに 

近年、日本社会は生活の様々な分野でグロー

バルな展開をみせており、諸外国とのつながり

は人々にとってより身近なものとなっている。

例えば、OECD 諸国のなかで、日本の外国人受

け入れ数は現在、ドイツ、アメリカ、イギリス

に次いで世界第４位にある。少子高齢化の加速

する日本社会において、今後外国人の受け入れ

なくして生活における諸々のサービスの水準や、

経済基盤を維持することはますます難しくなっ

ていく。これまで自分の意見を積極的に主張し

なくとも「日本人」同士で意思疎通を図りなが

らうまく築きあげてきた生活も、これからは文

化的背景や価値観の異なる人たちとともに、お

互いに自分の考えをうまく出し合いながら協働

的に作りあげていくことが必要となっていく。 
そしてそこでは互いのコミュニケーション

を補うためのツールとして、情報通信技術（ICT）
を活用していくことも求められていく。今日、

ICT の発展によって、社会の情報化は急速に歩

みを進めており、その影響は個人のライフ・ス

タイルにも大きな変化をもたらすようになって

いる。ICT を用いれば、自分の意見や考えを世

界に向けて容易に発信することができるし、ま

たそれに対して国を超えて多くの人たちからの

反応を受けとることが可能となる。ICT を通じ

て、世界とのつながりは、物理的な距離を超え

て、より身近に感じることができるようになる。

今後、ICT を活用したコミュニケーションは、

生活をより豊かにするための必須の力となって

いく。これからの日本社会を担う青少年には、

こうした新しい時代を生き抜くための新たな資

質と能力の獲得が求められている。 
このような社会の移り変わりを背景として、

大学生の学習の環境もまた、ここ数年で大きく

変化を遂げてきている。今日の大学生の学習環

境としては、これまでの学内や学外での学びや

活動に加えて、日本以外の国や地域の人たちや

文化とつながりをもちながら、自身の専門分野

の学びを深めていくことが求められるようにな

ってきている。またそうした学習の有効な実現

のために、ICT を積極的に活用していくことが

必要とされるようにもなっている。 

1 新潟県立大学人間生活学部子ども学科 2 新潟県立大学人間生活学部子ども学科 3 Department of Early 
Childhood Education, Honolulu Community College  4 Department of Early Childhood Education, 
Honolulu Community College 
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はじめに 

近年、日本社会は生活の様々な分野でグロー

バルな展開をみせており、諸外国とのつながり

は人々にとってより身近なものとなっている。

例えば、OECD 諸国のなかで、日本の外国人受

け入れ数は現在、ドイツ、アメリカ、イギリス

に次いで世界第４位にある。少子高齢化の加速

する日本社会において、今後外国人の受け入れ

なくして生活における諸々のサービスの水準や、

経済基盤を維持することはますます難しくなっ

ていく。これまで自分の意見を積極的に主張し

なくとも「日本人」同士で意思疎通を図りなが

らうまく築きあげてきた生活も、これからは文

化的背景や価値観の異なる人たちとともに、お

互いに自分の考えをうまく出し合いながら協働

的に作りあげていくことが必要となっていく。 
そしてそこでは互いのコミュニケーション

を補うためのツールとして、情報通信技術（ICT）
を活用していくことも求められていく。今日、

ICT の発展によって、社会の情報化は急速に歩

みを進めており、その影響は個人のライフ・ス

タイルにも大きな変化をもたらすようになって

いる。ICT を用いれば、自分の意見や考えを世

界に向けて容易に発信することができるし、ま

たそれに対して国を超えて多くの人たちからの

反応を受けとることが可能となる。ICT を通じ

て、世界とのつながりは、物理的な距離を超え

て、より身近に感じることができるようになる。

今後、ICT を活用したコミュニケーションは、

生活をより豊かにするための必須の力となって

いく。これからの日本社会を担う青少年には、

こうした新しい時代を生き抜くための新たな資

質と能力の獲得が求められている。 
このような社会の移り変わりを背景として、

大学生の学習の環境もまた、ここ数年で大きく

変化を遂げてきている。今日の大学生の学習環

境としては、これまでの学内や学外での学びや

活動に加えて、日本以外の国や地域の人たちや

文化とつながりをもちながら、自身の専門分野

の学びを深めていくことが求められるようにな

ってきている。またそうした学習の有効な実現

のために、ICT を積極的に活用していくことが

必要とされるようにもなっている。 
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大学の提供する教育もまた、こうした学生の

学習環境の変化に対応した授業を展開していく

ことが期待されている。一人ひとりの学生が

ICT を用いつつ、諸外国の人たちと関係を保持

しながら自らの学びを深めていくことのできる

ような授業を展開し、「主体的で対話的で深い学

び（いわゆるアクティヴ・ラーニング）」を経験

する機会をかれらに提供していくことが求めら

れている。学生は、多くの情報を効率良く受容

できる従来型の講義形式の授業に加えて、学生

本人が授業において主体となって能動的に学習

に参加することにより、創造的思考や批判的思

考などの資質と能力を獲得していく。これから

の大学教育の質は、こうした学習の環境や学び

の機会を学生へどれだけ提供することができる

かどうかという観点から問われることになるだ

ろう。 
 現在、学生の主体的で対話的な学習の実現た

めに、COIL 型教育に注目が集まっている。COIL
型 教 育 と は 、 国 際 協 働 オ ン ラ イ ン 学 習

（Collaborative Online International Leaning）のプ

ログラムのことであり、ICT を用いてオンライ

ン上で海外の大学と協働的に授業を構築してい

く学習方法である。本稿の日米共同メンバーは、

2020 年、この COIL 型教育の実践を実際の大学

の授業として協働的に展開した。本稿の目的は、

この実践の事例をもとに、COIL 型教育の具体

的な展開とその教育可能性について論じること

にある。主体的で対話的な学習とは、必ずしも

グローバルな視点や ICT を用いなければ展開で

きないものではないが、先述の通り、これらの

学習が推奨される背景のひとつに、グローバル

化や情報化という社会の大きな変化があること

を考えると、COIL 型教育の可能性は大学教育

において今後ますます注目されることになるは

ずである。 
 こうした目的のもと、本稿では、はじめに、

COIL 型教育の特徴について、その歴史をひも

ときながら説明する。次に、日米の教員から構

成される本稿の共同メンバーが、COIL 型教育

の授業をどのような手続きをとりながら構築し、

どのような実践を展開したのかを論じる。また、

今回の COIL 型教育の授業の結果として、学生

たちにどのような主体的で対話的な学びが生ま

れたのかを、かれらの提出した授業後の振り返

りペーパーをもとに考察する。最後に、今回の

授業の実践と振り返りの全体を受けて得られた

COIL 型教育の教育可能性に関する知見を提示

する。 
 本稿は「人を対象とした研究」の研究論文で

はなく、あくまで授業実践の活動に関する報告

である。したがって本授業の実践報告は、倫理

委員会等の審査を必要とするものではない。し

かしながら本稿では、次の点において、倫理的

な配慮を行ったうえで報告をまとめている。ま

ず、授業内において活用する保育実践のビデオ

データの録画に関しては、各園・施設の園長・

施設長に対して録画の趣旨説明を丁寧に実施し、

その使用に関して許可を得た。また、本稿で引

用する学生の振り返りシートについては、今回

の授業実践の報告を行う際に匿名性が確実に担

保されたうえで使用される可能性があることを

受講者に対して説明を行っている。 

COIL 型教育の歴史と概要 

 COIL とは Collaborative Online International 
Leaning の略称であり、日本語では「国際協働オ

ンライン学習」と翻訳できる。COIL は、海外の

大学に属する学生同士が ICT を用いてバーチャ

ルに連携しながら、様々なトピックのプロジェ

クトに協働的に取り組む学習方法であり、近年

教育分野において高い関心を呼んでいる。 
この学習方法は、米国において 1990 年代より

ICT を利用した新しい遠隔教育方法が模索され

るなかで発展したものである（関西大学グロー

バル教育イノベーション推進機構  online）。
COIL の実施は、2004 年、ニューヨーク州立大

学（State University of New York: SUNY）が、大

学全体での国際的なオンライン授業を開発しよ

うと、プロジェクトを開始したことが始まりと

される（SUNY COIL CENTER online）。このプロ

ジェクトは、海外のパートナー校とチームを組

んで、自身のキャンパスからも相手校のキャン

パスからも、学生が同じ授業に参加できるよう

な科目を開発することを目的としていた。この

プロジェクトの当初の目的は、外国語学習の展

開のために導入されたものだったが、その後、

様々な授業の学習に用いられるようになってい

 

った（関西大学グローバル教育イノベーション

推進機構 online）。 
こうした協動的な授業を開発していくのに

際して、プロジェクトでは次に挙げるような目

標が掲げられた（SUNY COIL CENTER online1）。 
 
◯国際教育のメリットを、海外留学の枠組みを

超えて、より多くの学生と教職員に提供する。 
◯国際的なコラボレーションを取り入れたオン

ライン授業の開発を奨励し、支援する。 
◯オンライン国際教育に熱心な教職員、スタッ

フ、学生のネットワークを構築し、かれらのア

イデアや経験を共有できる場を提供する。 
◯オンライン国際教育のプロジェクトに興味を

持っている海外のパートナー大学を探し、連絡

を取り、関係を発展させる。 
◯刺激的な国際教育の授業を作成する能力を向

上させるための実践と技術を教職員に教育する

機会を設ける。またこの作業を容易にするため

のオンラインリソースのリポジトリを作成する。 
◯バーチャルと教室でのハイブリッドな教育の

モデルの開発を強化し学内で共有する。 
◯大学全体で、オンライン会議、専用ウェブペ

ージ、対面での発表などを通じて、オンライン

国際教育の授業モデルを紹介し、普及する。 
 

これらの目標はどれも、今日の COIL の取り

組みの基礎となるものとなっている。 
その後、2006 年、SUNY は SUNY Center for 

Collaborative Online International Learning を設

立する。ここに COIL の名称がはじめて登場す

る。同センターは、SUNY の 64 あるキャンパス

のうちの 20 以上のキャンパスの教職員と 10 カ

国以上のパートナー校の教職員を巻き込み、協

働的に実施するオンライン授業の開発を支援し

たのだった。実際、センターの支援により、授

業の開発は進展した。多くの学生が、自分の所

属する教育機関でそれらオンライン授業を履修

し、留学をせずとも海外の仲間とヴァーチャル

に出会い、授業内で、または 1 学期間を通して、

一緒に授業を受ける経験を得ることとなったの

である（SUNY COIL CENTER online）。 
そして COIL は、これらの経験を踏まえて、

さらなる発展を遂げていく。2013年、SUNYは、

米国教育協議会（American Council on Education: 
ACE）との新たな共同事業として、「テクノロジ

ーを通じた国際化  Internationalization Through 
Technology」を推進するアワードプログラムを

発表する。このアワードは、米国における学生

の国際化ならびにグローバルな能力を高めるよ

うなテクノロジーの利用を支援し、促進するこ

とをねらうものであった。結果、全国の大学か

ら応募がなされ、そのなかから多くの学生にグ

ローバルな学習の機会を提供する COIL の授業

を構築した計６機関の受賞が決定したのだった。 
こうした ACE と SUNY の取り組みの背景に

は、米国の高等教育が置かれている現在の状況

が関係していた。ACE によれば、海外旅行や留

学の経験は個人の大きな変容をもたらす可能性

があるが、米国の 4 年制学部生のうち、そのよ

うな機会を持つ者は現状 10％未満であるのだ

という（American Council of Education online 1）。
米国内では、グローバル・コンピテンシー（グ

ローバルに生活し、働くための態度、スキル、

知識）を生涯の成功の鍵として認識する考えが

高まっており、国の高等教育は、より多くの学

生にグローバルな学習の機会を提供するために、

留学以外の選択肢を作り上げていくことが必要

と考えていたのである。こうした要望から、ACE
は米国の学生がグローバル・コンピテンシーを

身につけるため、高等教育におけるテクノロジ

ーの活用を推進するプログラムの開発に長年取

り組んできたという（ American Council of 
Education online 1）。これら ACE の取り組みの

なかで、先の SUNY との共同事業が立ち上がっ

たのである。これ以後、様々な国との間で COIL
型教育は展開され、また授業として扱われるテ

ーマについても幅広い分野に拡大されていくこ

ととなっていったのである。 
2010 年代の後半になると、日本においても

COIL に関連する教育の動きがみられるように

なる。ACE は、2018 年、米国と日本の高等教育

のつながりを拡大することを目的に、「日米

COIL イニシアティブ U.S.-Japan COIL Initiative」
に参加する米国の６つの大学等が決定する

（American Council of Education online 2）。これ

らの大学等は、2018 年から 2019 年にかけて、

COIL 開発のためのワークショップの参加や
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大学の提供する教育もまた、こうした学生の

学習環境の変化に対応した授業を展開していく

ことが期待されている。一人ひとりの学生が

ICT を用いつつ、諸外国の人たちと関係を保持

しながら自らの学びを深めていくことのできる

ような授業を展開し、「主体的で対話的で深い学

び（いわゆるアクティヴ・ラーニング）」を経験

する機会をかれらに提供していくことが求めら

れている。学生は、多くの情報を効率良く受容

できる従来型の講義形式の授業に加えて、学生

本人が授業において主体となって能動的に学習

に参加することにより、創造的思考や批判的思

考などの資質と能力を獲得していく。これから

の大学教育の質は、こうした学習の環境や学び

の機会を学生へどれだけ提供することができる

かどうかという観点から問われることになるだ

ろう。 
 現在、学生の主体的で対話的な学習の実現た

めに、COIL 型教育に注目が集まっている。COIL
型 教 育 と は 、 国 際 協 働 オ ン ラ イ ン 学 習

（Collaborative Online International Leaning）のプ

ログラムのことであり、ICT を用いてオンライ

ン上で海外の大学と協働的に授業を構築してい

く学習方法である。本稿の日米共同メンバーは、

2020 年、この COIL 型教育の実践を実際の大学

の授業として協働的に展開した。本稿の目的は、

この実践の事例をもとに、COIL 型教育の具体

的な展開とその教育可能性について論じること

にある。主体的で対話的な学習とは、必ずしも

グローバルな視点や ICT を用いなければ展開で

きないものではないが、先述の通り、これらの

学習が推奨される背景のひとつに、グローバル

化や情報化という社会の大きな変化があること

を考えると、COIL 型教育の可能性は大学教育

において今後ますます注目されることになるは

ずである。 
 こうした目的のもと、本稿では、はじめに、

COIL 型教育の特徴について、その歴史をひも

ときながら説明する。次に、日米の教員から構

成される本稿の共同メンバーが、COIL 型教育

の授業をどのような手続きをとりながら構築し、

どのような実践を展開したのかを論じる。また、

今回の COIL 型教育の授業の結果として、学生

たちにどのような主体的で対話的な学びが生ま

れたのかを、かれらの提出した授業後の振り返

りペーパーをもとに考察する。最後に、今回の

授業の実践と振り返りの全体を受けて得られた

COIL 型教育の教育可能性に関する知見を提示

する。 
 本稿は「人を対象とした研究」の研究論文で

はなく、あくまで授業実践の活動に関する報告

である。したがって本授業の実践報告は、倫理

委員会等の審査を必要とするものではない。し

かしながら本稿では、次の点において、倫理的

な配慮を行ったうえで報告をまとめている。ま

ず、授業内において活用する保育実践のビデオ

データの録画に関しては、各園・施設の園長・

施設長に対して録画の趣旨説明を丁寧に実施し、

その使用に関して許可を得た。また、本稿で引

用する学生の振り返りシートについては、今回

の授業実践の報告を行う際に匿名性が確実に担

保されたうえで使用される可能性があることを

受講者に対して説明を行っている。 

COIL 型教育の歴史と概要 

 COIL とは Collaborative Online International 
Leaning の略称であり、日本語では「国際協働オ

ンライン学習」と翻訳できる。COIL は、海外の

大学に属する学生同士が ICT を用いてバーチャ

ルに連携しながら、様々なトピックのプロジェ

クトに協働的に取り組む学習方法であり、近年

教育分野において高い関心を呼んでいる。 
この学習方法は、米国において 1990 年代より

ICT を利用した新しい遠隔教育方法が模索され

るなかで発展したものである（関西大学グロー

バル教育イノベーション推進機構  online）。
COIL の実施は、2004 年、ニューヨーク州立大

学（State University of New York: SUNY）が、大

学全体での国際的なオンライン授業を開発しよ

うと、プロジェクトを開始したことが始まりと

される（SUNY COIL CENTER online）。このプロ

ジェクトは、海外のパートナー校とチームを組

んで、自身のキャンパスからも相手校のキャン

パスからも、学生が同じ授業に参加できるよう

な科目を開発することを目的としていた。この

プロジェクトの当初の目的は、外国語学習の展

開のために導入されたものだったが、その後、

様々な授業の学習に用いられるようになってい

 

った（関西大学グローバル教育イノベーション

推進機構 online）。 
こうした協動的な授業を開発していくのに

際して、プロジェクトでは次に挙げるような目

標が掲げられた（SUNY COIL CENTER online1）。 
 
◯国際教育のメリットを、海外留学の枠組みを

超えて、より多くの学生と教職員に提供する。 
◯国際的なコラボレーションを取り入れたオン

ライン授業の開発を奨励し、支援する。 
◯オンライン国際教育に熱心な教職員、スタッ

フ、学生のネットワークを構築し、かれらのア

イデアや経験を共有できる場を提供する。 
◯オンライン国際教育のプロジェクトに興味を

持っている海外のパートナー大学を探し、連絡

を取り、関係を発展させる。 
◯刺激的な国際教育の授業を作成する能力を向

上させるための実践と技術を教職員に教育する

機会を設ける。またこの作業を容易にするため

のオンラインリソースのリポジトリを作成する。 
◯バーチャルと教室でのハイブリッドな教育の

モデルの開発を強化し学内で共有する。 
◯大学全体で、オンライン会議、専用ウェブペ

ージ、対面での発表などを通じて、オンライン

国際教育の授業モデルを紹介し、普及する。 
 

これらの目標はどれも、今日の COIL の取り

組みの基礎となるものとなっている。 
その後、2006 年、SUNY は SUNY Center for 

Collaborative Online International Learning を設

立する。ここに COIL の名称がはじめて登場す

る。同センターは、SUNY の 64 あるキャンパス

のうちの 20 以上のキャンパスの教職員と 10 カ

国以上のパートナー校の教職員を巻き込み、協

働的に実施するオンライン授業の開発を支援し

たのだった。実際、センターの支援により、授

業の開発は進展した。多くの学生が、自分の所

属する教育機関でそれらオンライン授業を履修

し、留学をせずとも海外の仲間とヴァーチャル

に出会い、授業内で、または 1 学期間を通して、

一緒に授業を受ける経験を得ることとなったの

である（SUNY COIL CENTER online）。 
そして COIL は、これらの経験を踏まえて、

さらなる発展を遂げていく。2013年、SUNYは、

米国教育協議会（American Council on Education: 
ACE）との新たな共同事業として、「テクノロジ

ーを通じた国際化  Internationalization Through 
Technology」を推進するアワードプログラムを

発表する。このアワードは、米国における学生

の国際化ならびにグローバルな能力を高めるよ

うなテクノロジーの利用を支援し、促進するこ

とをねらうものであった。結果、全国の大学か

ら応募がなされ、そのなかから多くの学生にグ

ローバルな学習の機会を提供する COIL の授業

を構築した計６機関の受賞が決定したのだった。 
こうした ACE と SUNY の取り組みの背景に

は、米国の高等教育が置かれている現在の状況

が関係していた。ACE によれば、海外旅行や留

学の経験は個人の大きな変容をもたらす可能性

があるが、米国の 4 年制学部生のうち、そのよ

うな機会を持つ者は現状 10％未満であるのだ

という（American Council of Education online 1）。
米国内では、グローバル・コンピテンシー（グ

ローバルに生活し、働くための態度、スキル、

知識）を生涯の成功の鍵として認識する考えが

高まっており、国の高等教育は、より多くの学

生にグローバルな学習の機会を提供するために、

留学以外の選択肢を作り上げていくことが必要

と考えていたのである。こうした要望から、ACE
は米国の学生がグローバル・コンピテンシーを

身につけるため、高等教育におけるテクノロジ

ーの活用を推進するプログラムの開発に長年取

り組んできたという（ American Council of 
Education online 1）。これら ACE の取り組みの

なかで、先の SUNY との共同事業が立ち上がっ

たのである。これ以後、様々な国との間で COIL
型教育は展開され、また授業として扱われるテ

ーマについても幅広い分野に拡大されていくこ

ととなっていったのである。 
2010 年代の後半になると、日本においても

COIL に関連する教育の動きがみられるように

なる。ACE は、2018 年、米国と日本の高等教育

のつながりを拡大することを目的に、「日米

COIL イニシアティブ U.S.-Japan COIL Initiative」
に参加する米国の６つの大学等が決定する

（American Council of Education online 2）。これ

らの大学等は、2018 年から 2019 年にかけて、

COIL 開発のためのワークショップの参加や



− 62− − 63−

人間生活学研究　第 12号　2021

 

SUNY COIL センターによる専門的な支援を通

じて、日本の６校の大学との提携を進めた。こ

の事業は在日米国大使館より助成金を受け、日

本の文部科学省と連携して行われることとなっ

た。選出された日米の大学に所属する教職員は、

互いに協力して共同のシラバスを作成し、両国

の学生もまた、共同の学習目的を達成するため

に、授業内で協力して課題を完成させていった

のである。 
また、COIL 型教育に関して、日本の側からの

動きもみられるようになる。文部科学省が展開

する「大学の世界展開力強化事業」において、

2018 年度に「COIL 型教育を活用した米国等と

の大学間交流形成支援」の応募が行われ、交流

推進プログラム９件とプラットフォーム構築プ

ログラム１件の選定が決定したのである（文部

科学省 online）。これらの大学は 2018 年から

2022 年の４年間をかけて米国の大学等の高等

教育機関と共同授業を現在も展開している。 
ACE は、2020 年、米国と日本の高等教育の関

係をさらに強化することを目的に、COIL 型教

育の授業開発に関心のある大学等を対象に、ト

レーニングやガイダンスを提供する新たな事業

を展開した（American Council of Education online 
3）。それが、本稿の日米共同メンバーが参加し

た「迅速な対応となるバーチャル交流/COIL ラ

ボ （ Rapid Response Virtual Exchange/COIL 
Transformation Lab）」である。この事業は、関西

大学グローバル教育イノベーション推進機構の

協力のもと、在日米国大使館と文部科学省の支

援を受けて実施された。これは先の「日米 COIL
イニシアティブ」をモデルとしていたが、しか

し今回の事業はすでにパートナーシップを締結

している日本と米国の 15 組の大学が参加した

ところに特徴があった。留学プログラムの実施

が困難な状況のなかでも、グローバルな学習と

つながりを維持するための方法のひとつとして、

「バーチャル交流/COIL」について理解を深め

る機会がこれら 15 組の大学に対して提供され

たのである。 
ACE のテッド・ミッチェル会長は、この事業

が開始されるにあたって、「多くの大学が、対面

学習や物理的な移動についての不確実性に直面

しているなかで、それでもなおすべての学生が

グローバルなスキルを学び続けることを支援す

る必要性は確実に残っています。バーチャル交

流/COIL は、米国の高等教育機関とその日本の

パートナーが、グローバルな学習とつながりを

継続し、さらには活性化させる計画を前進させ

るための実行可能な手段なのです」と述べてい

る（American Council of Education online 4）。ま

た文部科学省高等教育局国際企画室の佐藤邦明

室長は、「COIL の活動は、青少年の友好関係を

維持し、両国のパートナーシップを強化するも

のと考えています」と述べている（American 
Council of Education online 4）。 

学生が諸外国の文化や価値に触れながら主

体的で対話的な学習を展開するような授業が求

められる今日の日本の大学において、しかし実

際の人の移動が困難な今日の状況において、学

生の豊かな学習を保障していくためにも、COIL
のような教育は今後ますます重要となっていく。

こうした関心のもと、次節では COIL 型教育の

可能性をより具体的なものとして理解するため、

われわれ共同メンバーが取り組んだ授業実践の

展開について、詳細に報告を行う。 

COIL 型教育の授業計画 

 先述の通り、2020 年、「迅速な対応となるバ

ーチャル交流/COIL ラボ（Rapid Response Virtual 
Exchange/COIL Transformation Lab）」の夏季オン

ライントレーニングプログラムが米国と日本の

15 の大学の教職員に対して提供されることに

なった。そして新潟県立大学（UNP）と協定校

であるハワイ大学ホノルルコミュニティカレッ

ジ（HonCC）がチームを組んで応募した結果、

日米の 15 組の大学のひとつに選ばれ、その事

業に参加することとなった。オンライントレー

ニングプログラムは、令和 2 年 7 月後半から同

年 8 月にかけての約 3 週間、米国教育協議会

（ACE）の主催、文部科学省と在日米国大使館

の支援で行われた。両大学からの参加者は以下

の通りである。 
 
・主任講師（両大学１名ずつ・以下同じ） 
Ann Abeshima（ホノルルコミュニティカレッジ

幼児教育コース教員）、高橋靖幸（新潟県立大学

人間生活学部子ども学科教員） 

 

・COIL コーディネーター・授業設計者 
Elizabeth Hartline（ホノルルコミュニティカレッ

ジ幼児教育コース教員）、石井玲子（新潟県立大

学人間生活学部子ども学科教員・国際交流セン

ター長） 
・国際交流プログラム事務担当者 
John Vierra（ホノルルコミュニティカレッジ 
Communication and Services Department Chair）、
山崎達也（新潟県立大学国際交流課主任） 
 

本プログラムでは、COIL を活用した協働学

習の手法を学ぶことに加えて、希望すれば、約

3 ヶ月間にわたって ACEの専門家の助言を受け

る機会が提供された。これらの機会で学んだこ

とを活かして、令和 2 年度後期（米国側は 2020
年秋学期、又は 2021 年春学期）の中で COIL 型

授業を実践することと、その後、両大学で COIL
型教育の授業を発展させることが本プログラム

の目的であった。UNP と HonCC において、COIL
を導入した授業は以下の通りである。 
（1）「保育方法・技術」（UNP）と Early Childhood 
Development: Theory into Practice（HonCC） 
（2）「海外実地研修（ハワイ）」（UNP）と

Preschool Seminar/Laboratory Fields Experience in 
Early Childhood Education Ⅱ（HonCC） 
本稿では（1）について報告する。 

授業実践の展開 

「保育方法・技術」は新潟県立大学人間生活

学部子ども学科 3 年生の科目で、履修人数が 41
名であり、“Early Childhood Development: Theory 
into Practice”は Honolulu Community College 幼児

教育コース 1 年生の科目で、履修人数が 32 名

である。UNP は対面授業、HonCC は非同期型の

オンライン授業の形で開講されている。 
両大学の主任講師と COIL コーディネーター

の 4 人が事前に話し合いを重ね、約 1 ケ月の授

業計画を立てた。その計画にもとづき、UNP で

は 10 月 28 日、11 月 4 日、11 月 11 日、11 月 18
日の授業（週 1 回 90 分）において、また、HonCC
では同じ期間の毎週の授業課題として、協働学

習が行われた。双方の学生同士の討論を通して、

日本と米国の幼児教育・保育の共通点や相違点

について学ぶことができる機会とした。 

受講生全体が７グループに分けられ（1 グル

ープ内に HonCC の学生を 4-5 人、UNP の学生

を 5-6 人含む）、ウェブ上の掲示板である Padlet
を使いながら、グループごとに英語で交流を行

った。協働学習の約 1 ケ月間、学生たちは継続

して同じグループに所属して、同じメンバーと

の交流を続けた。なお、教員は各グループの

Padlet への書き込みを行わなかったが、教員か

ら議論を促すような質問をして、討論が活発に

なるように工夫をした。 
 
第 1 部 導入：情報交換のための活動 
・期間：10 月 26 日の週 
・学習達成目標 

日米双方の学生がお互いについて知る。 
・活動の概要 

日米の学生が各自の自己紹介を英文で書き、

各グループの Padlet 上に投稿して、相互の交流

を図る。まず、教員側が考えたプロンプト（自

己紹介のための手がかり）をもとに自己紹介文

を書き、その後、相手国の幼児教育についての

自分の質問を書き込む。他の学生からの質問に

対して回答を書き込むことも課題であり、学生

間で質疑応答を続けることとした。各自、少な

くとも相手国の 2 人の学生の質問に答えなけれ

ばならず、なるべく多くの人とかかわることが

課された。 
 

Introduction prompts 自己紹介プロンプト 
(1) Please post a selfie. 

自分の写真を投稿してください。 
(2) What is your name? 

お名前を教えてください。 
(3) Where are you originally from? 

出身地はどこですか？ 
(4) What is your hometown known for? 

あなたの出身地で有名なものは？ 
(5) Tell us about your own family. 

あなたの家族について教えてください。 
(6) What is your favorite food? 

好きな食べ物は何ですか？ 
(7) What are your favorite things/hobbies? 

好きなもの・趣味は何ですか？ 
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SUNY COIL センターによる専門的な支援を通

じて、日本の６校の大学との提携を進めた。こ

の事業は在日米国大使館より助成金を受け、日

本の文部科学省と連携して行われることとなっ

た。選出された日米の大学に所属する教職員は、

互いに協力して共同のシラバスを作成し、両国

の学生もまた、共同の学習目的を達成するため

に、授業内で協力して課題を完成させていった

のである。 
また、COIL 型教育に関して、日本の側からの

動きもみられるようになる。文部科学省が展開

する「大学の世界展開力強化事業」において、

2018 年度に「COIL 型教育を活用した米国等と

の大学間交流形成支援」の応募が行われ、交流

推進プログラム９件とプラットフォーム構築プ

ログラム１件の選定が決定したのである（文部

科学省 online）。これらの大学は 2018 年から

2022 年の４年間をかけて米国の大学等の高等

教育機関と共同授業を現在も展開している。 
ACE は、2020 年、米国と日本の高等教育の関

係をさらに強化することを目的に、COIL 型教

育の授業開発に関心のある大学等を対象に、ト

レーニングやガイダンスを提供する新たな事業

を展開した（American Council of Education online 
3）。それが、本稿の日米共同メンバーが参加し

た「迅速な対応となるバーチャル交流/COIL ラ

ボ （ Rapid Response Virtual Exchange/COIL 
Transformation Lab）」である。この事業は、関西

大学グローバル教育イノベーション推進機構の

協力のもと、在日米国大使館と文部科学省の支

援を受けて実施された。これは先の「日米 COIL
イニシアティブ」をモデルとしていたが、しか

し今回の事業はすでにパートナーシップを締結

している日本と米国の 15 組の大学が参加した

ところに特徴があった。留学プログラムの実施

が困難な状況のなかでも、グローバルな学習と

つながりを維持するための方法のひとつとして、

「バーチャル交流/COIL」について理解を深め

る機会がこれら 15 組の大学に対して提供され

たのである。 
ACE のテッド・ミッチェル会長は、この事業

が開始されるにあたって、「多くの大学が、対面

学習や物理的な移動についての不確実性に直面

しているなかで、それでもなおすべての学生が

グローバルなスキルを学び続けることを支援す

る必要性は確実に残っています。バーチャル交

流/COIL は、米国の高等教育機関とその日本の

パートナーが、グローバルな学習とつながりを

継続し、さらには活性化させる計画を前進させ

るための実行可能な手段なのです」と述べてい

る（American Council of Education online 4）。ま

た文部科学省高等教育局国際企画室の佐藤邦明

室長は、「COIL の活動は、青少年の友好関係を

維持し、両国のパートナーシップを強化するも

のと考えています」と述べている（American 
Council of Education online 4）。 

学生が諸外国の文化や価値に触れながら主

体的で対話的な学習を展開するような授業が求

められる今日の日本の大学において、しかし実

際の人の移動が困難な今日の状況において、学

生の豊かな学習を保障していくためにも、COIL
のような教育は今後ますます重要となっていく。

こうした関心のもと、次節では COIL 型教育の

可能性をより具体的なものとして理解するため、

われわれ共同メンバーが取り組んだ授業実践の

展開について、詳細に報告を行う。 

COIL 型教育の授業計画 

 先述の通り、2020 年、「迅速な対応となるバ

ーチャル交流/COIL ラボ（Rapid Response Virtual 
Exchange/COIL Transformation Lab）」の夏季オン

ライントレーニングプログラムが米国と日本の

15 の大学の教職員に対して提供されることに

なった。そして新潟県立大学（UNP）と協定校

であるハワイ大学ホノルルコミュニティカレッ

ジ（HonCC）がチームを組んで応募した結果、

日米の 15 組の大学のひとつに選ばれ、その事

業に参加することとなった。オンライントレー

ニングプログラムは、令和 2 年 7 月後半から同

年 8 月にかけての約 3 週間、米国教育協議会

（ACE）の主催、文部科学省と在日米国大使館

の支援で行われた。両大学からの参加者は以下

の通りである。 
 
・主任講師（両大学１名ずつ・以下同じ） 
Ann Abeshima（ホノルルコミュニティカレッジ

幼児教育コース教員）、高橋靖幸（新潟県立大学

人間生活学部子ども学科教員） 

 

・COIL コーディネーター・授業設計者 
Elizabeth Hartline（ホノルルコミュニティカレッ

ジ幼児教育コース教員）、石井玲子（新潟県立大

学人間生活学部子ども学科教員・国際交流セン

ター長） 
・国際交流プログラム事務担当者 
John Vierra（ホノルルコミュニティカレッジ 
Communication and Services Department Chair）、
山崎達也（新潟県立大学国際交流課主任） 
 

本プログラムでは、COIL を活用した協働学

習の手法を学ぶことに加えて、希望すれば、約

3 ヶ月間にわたって ACEの専門家の助言を受け

る機会が提供された。これらの機会で学んだこ

とを活かして、令和 2 年度後期（米国側は 2020
年秋学期、又は 2021 年春学期）の中で COIL 型

授業を実践することと、その後、両大学で COIL
型教育の授業を発展させることが本プログラム

の目的であった。UNP と HonCC において、COIL
を導入した授業は以下の通りである。 
（1）「保育方法・技術」（UNP）と Early Childhood 
Development: Theory into Practice（HonCC） 
（2）「海外実地研修（ハワイ）」（UNP）と

Preschool Seminar/Laboratory Fields Experience in 
Early Childhood Education Ⅱ（HonCC） 
本稿では（1）について報告する。 

授業実践の展開 

「保育方法・技術」は新潟県立大学人間生活

学部子ども学科 3 年生の科目で、履修人数が 41
名であり、“Early Childhood Development: Theory 
into Practice”は Honolulu Community College 幼児

教育コース 1 年生の科目で、履修人数が 32 名

である。UNP は対面授業、HonCC は非同期型の

オンライン授業の形で開講されている。 
両大学の主任講師と COIL コーディネーター

の 4 人が事前に話し合いを重ね、約 1 ケ月の授

業計画を立てた。その計画にもとづき、UNP で

は 10 月 28 日、11 月 4 日、11 月 11 日、11 月 18
日の授業（週 1 回 90 分）において、また、HonCC
では同じ期間の毎週の授業課題として、協働学

習が行われた。双方の学生同士の討論を通して、

日本と米国の幼児教育・保育の共通点や相違点

について学ぶことができる機会とした。 

受講生全体が７グループに分けられ（1 グル

ープ内に HonCC の学生を 4-5 人、UNP の学生

を 5-6 人含む）、ウェブ上の掲示板である Padlet
を使いながら、グループごとに英語で交流を行

った。協働学習の約 1 ケ月間、学生たちは継続

して同じグループに所属して、同じメンバーと

の交流を続けた。なお、教員は各グループの

Padlet への書き込みを行わなかったが、教員か

ら議論を促すような質問をして、討論が活発に

なるように工夫をした。 
 
第 1 部 導入：情報交換のための活動 
・期間：10 月 26 日の週 
・学習達成目標 

日米双方の学生がお互いについて知る。 
・活動の概要 

日米の学生が各自の自己紹介を英文で書き、

各グループの Padlet 上に投稿して、相互の交流

を図る。まず、教員側が考えたプロンプト（自

己紹介のための手がかり）をもとに自己紹介文

を書き、その後、相手国の幼児教育についての

自分の質問を書き込む。他の学生からの質問に

対して回答を書き込むことも課題であり、学生

間で質疑応答を続けることとした。各自、少な

くとも相手国の 2 人の学生の質問に答えなけれ

ばならず、なるべく多くの人とかかわることが

課された。 
 

Introduction prompts 自己紹介プロンプト 
(1) Please post a selfie. 

自分の写真を投稿してください。 
(2) What is your name? 

お名前を教えてください。 
(3) Where are you originally from? 

出身地はどこですか？ 
(4) What is your hometown known for? 

あなたの出身地で有名なものは？ 
(5) Tell us about your own family. 

あなたの家族について教えてください。 
(6) What is your favorite food? 

好きな食べ物は何ですか？ 
(7) What are your favorite things/hobbies? 

好きなもの・趣味は何ですか？ 
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(8) Ask a question about early childhood education 
in the other country. 
相手国の幼児教育について質問をしてくだ

さい。 
 
 

Reply prompts 回答プロンプト 
(1) Answer the questions other students ask (about 

ECE in the other country). 
他の学生からの質問（相手国の幼児教育につ

いて）に答えてください。 
(2) Write any comments to other students. 

他の学生へのコメントを書いてください。 
 
 
第 2 部 保育実践の動画から学ぶ：協働活動 
・期間：11 月 2 日と 11 月 9 日の週 
・学習達成目標 
(1) 相手国の保育実践の動画を観て、自国の保

育とは異なる新たな視点を学ぶ。 
(2) 両国の保育実践の動画を比較して、異文化

における幼児教育・保育の共通点や相違点を見

つける。 
・活動の概要 

受講生は、自由遊びをしている 3-4 歳児クラ

スの様子を記録した約 5 分の動画を 4 本観る（2
本は HonCC 付属の Children’s Center で、2 本は

新潟県立幼稚園の様子）。子ども同士のやり取り

や子どもと保育者とのかかわりが見える動画で、

互いに字幕翻訳を付けて、あらかじめ教員が作

成する。その後、その中の 2 本の動画（各園１

本）に関して、教員側が用意した質問に対して

受講生全員が自分の意見を書き込み、また、相

手国の学生の意見や質問に対しての回答を投稿

しながら、Padlet 上でグループ討論を行う。 
両国の学生は日米の幼児教育・保育の共通点

及び相違点に着目して、「なぜ相違性や共通性が

存在するのか」という問いに向き合う。そして

自分の考えを Padlet に記入して討論をすること

で、自国の保育を相対的に見る機会となる。各

自、少なくとも他国の学生の 2 人の質問に答え

なければならず、なるべく多くの人とかかわる

ことが課題である。 
 

Video prompts ビデオプロンプト 
(1) What do you think the children are doing in the 

video? 
映像の中で子どもたちは何をしていると思

いますか？ 
(2) What similarities and differences do you notice 

about the environment (physical and social 
environment- interactions between the teachers 
and children and the children together)? 
保育環境（物理的環境や社会的環境、つまり、

先生と子どもたちのかかわり、子ども同士の

かかわり）について、どのような共通点、相

違点があると思いますか？ 
(3) If you were their teacher, how could you support 

these children? 
もしあなたが保育者だったら、どのように子

どもたちを支援しますか？ 
(4) Ask a question about the other country’s video. 

相手国の映像について質問をしてください。 
 
 

Reply prompts 回答プロンプト 
(1) Answer the questions other students asks (about 

the video) 
動画について、他の学生からの質問に答えて

ください。 
(2) Write any comments to other students. 

他の学生へのコメントを書いてください。 
 
 
第 3 部 振り返りシート：自己評価活動 
・期間：11 月 9 日と 16 日の週 
・学習達成目標 

COIL プロジェクトを体験した振り返りや感

想、意見を文章で表現する。 
・活動の概要 

UNP は対面授業の中で、受講生が日本語を用

いて振り返りシートを書き、HonCC は英語での

振り返りシートを提出するという形で、それぞ

れ母国語で行う。教員側が作成したプロンプト

（考察を促すような質問事項）に対して、各自、

振り返りを書くこととした。その後、教員は双

方の学生からの振り返りを共有して、これらの

フィードバックをもとに本プロジェクトの評価

 

を行い、今後の COIL プロジェクトの発展へと

繋げていく。 
 

Reflection Paper prompts 振り返りプロンプト 
(1) What did you learn about early childhood 

education from this project? 
あなたはこのプロジェクトから幼児教育に

ついて何を学びましたか？ 
(2) What did you like about interacting with 

students from the other country? 
相手国の学生と交流してみて、どのようなこ

とが良かったですか？ 
(3) What surprised you during this virtual exchange 

experience? 
今回のバーチャルな交流の中で、どのような

驚きがありましたか？ 
(4) If there is another opportunity to do this type of 

virtual exchange, what types of activities would 
you like to do? 
次にこのようなバーチャルな交流の機会が

あった場合、あなたはどのような活動をして

みたいですか？ 
(5) Any other comments? 

何か他にコメントはありますか？ 
 

COIL 型教育の実践結果 

本授業の実践において、想定以上に双方の学

生同士の意見交換が活発に行われ、振り返りで

は日米の学生ともに前向きな意見が多い結果と

なった。本授業での新たな体験を楽しみ、今後

もこのような交流や学びを行いたいと感じてい

た学生が多かったと言える。UNP の学生にとっ

ては、英語での交流という点が難しかったが、

非同期型でハワイの学生と交流をしたため、自

動翻訳アプリを活用しながら、時間をかけて英

語を書き、互いに深い内容まで理解することが

できた。 
両国の受講生は、ビデオを観て学ぶだけでな

く、お互いの質疑応答の内容から学ぶことも多

かったようである。「日米の幼児教育・保育の相

違点や共通点は何か」「なぜ相違性や共通性が存

在するのか」を考察し、自国の状況を客観的・

相対的に見る良い機会となった。文化背景の異

なる双方の学生が共に学び合うことで、新たな

視点で保育を捉えることができたと言える。以

下に、両国の学生の振り返りを大きく 4 つのテ

ーマに分けて、紹介したい。 
 
１．幼児教育・保育についての知識について 

多くの受講生が日本と米国の保育所や幼稚

園等における保育の相違点と共通点を考察して

いた。日本にも米国にもさまざまな教育方法を

実践する園があることを踏まえた上で、今回の

ビデオを観て気づいた相違点として、子どもた

ちの自由遊びの時の保育者のかかわり方の違い

を挙げている学生が多かった。新潟県立幼稚園

では、保育者が子どもとかかわり、遊びに参加

していたのに対して、ハワイのチルドレンズ・

センターでは子どもたちが自主的に遊び、保育

者は遊びには参加しない姿が見られた。 
また、新潟県立幼稚園では保育者と一緒に想

像力豊かな遊びをして、さまざまな物やおもち

ゃを自分たちで作っていたのに対して、ハワイ

のチルドレンズ・センターでは既成品のおもち

ゃを使いながら、子どもたちがごっこ遊びをし

ていた点が日米の相違点として挙げられていた。

これらの違いがなぜ起こっているのか、背景に

は何があるのかについて考察をして、幼児教育

に関しての知識を深めることができた。 
また、保育の環境構成に関しても日米で異な

る点に気づいたと同時に、共通点も見つけるこ

とができた。学生たちは本やインターネットか

らの情報ではなく、同じ分野を学ぶ異文化の学

生から、直接、現地の保育について学べること

が有意義であると感じていた。以下は UNP と

HonCC の受講生の振り返りの一部を紹介する。 
・今、自分が学び、知識として持っているもの

が当たり前ではなく、それぞれの国において幼

児教育についての考え方が異なることを学んだ。

子どもの育ちを支えるためにも様々な方法があ

ることを学んだ（UNP 学生）。 
・子どもが遊んでいる中でも、保育者が遊びの

説明を促していることに驚きました。日本では

「子どもの世界を壊してしまう」とよく言われ

ます（UNP 学生）。 
・日本の幼児教育であたりまえのことを世界で

はあたりまえではないことに気づけた（UNP 学
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(8) Ask a question about early childhood education 
in the other country. 
相手国の幼児教育について質問をしてくだ

さい。 
 
 

Reply prompts 回答プロンプト 
(1) Answer the questions other students ask (about 

ECE in the other country). 
他の学生からの質問（相手国の幼児教育につ

いて）に答えてください。 
(2) Write any comments to other students. 

他の学生へのコメントを書いてください。 
 
 
第 2 部 保育実践の動画から学ぶ：協働活動 
・期間：11 月 2 日と 11 月 9 日の週 
・学習達成目標 
(1) 相手国の保育実践の動画を観て、自国の保

育とは異なる新たな視点を学ぶ。 
(2) 両国の保育実践の動画を比較して、異文化

における幼児教育・保育の共通点や相違点を見

つける。 
・活動の概要 

受講生は、自由遊びをしている 3-4 歳児クラ

スの様子を記録した約 5 分の動画を 4 本観る（2
本は HonCC 付属の Children’s Center で、2 本は

新潟県立幼稚園の様子）。子ども同士のやり取り

や子どもと保育者とのかかわりが見える動画で、

互いに字幕翻訳を付けて、あらかじめ教員が作

成する。その後、その中の 2 本の動画（各園１

本）に関して、教員側が用意した質問に対して

受講生全員が自分の意見を書き込み、また、相

手国の学生の意見や質問に対しての回答を投稿

しながら、Padlet 上でグループ討論を行う。 
両国の学生は日米の幼児教育・保育の共通点

及び相違点に着目して、「なぜ相違性や共通性が

存在するのか」という問いに向き合う。そして

自分の考えを Padlet に記入して討論をすること

で、自国の保育を相対的に見る機会となる。各

自、少なくとも他国の学生の 2 人の質問に答え

なければならず、なるべく多くの人とかかわる

ことが課題である。 
 

Video prompts ビデオプロンプト 
(1) What do you think the children are doing in the 

video? 
映像の中で子どもたちは何をしていると思

いますか？ 
(2) What similarities and differences do you notice 

about the environment (physical and social 
environment- interactions between the teachers 
and children and the children together)? 
保育環境（物理的環境や社会的環境、つまり、

先生と子どもたちのかかわり、子ども同士の

かかわり）について、どのような共通点、相

違点があると思いますか？ 
(3) If you were their teacher, how could you support 

these children? 
もしあなたが保育者だったら、どのように子

どもたちを支援しますか？ 
(4) Ask a question about the other country’s video. 

相手国の映像について質問をしてください。 
 
 

Reply prompts 回答プロンプト 
(1) Answer the questions other students asks (about 

the video) 
動画について、他の学生からの質問に答えて

ください。 
(2) Write any comments to other students. 

他の学生へのコメントを書いてください。 
 
 
第 3 部 振り返りシート：自己評価活動 
・期間：11 月 9 日と 16 日の週 
・学習達成目標 

COIL プロジェクトを体験した振り返りや感

想、意見を文章で表現する。 
・活動の概要 

UNP は対面授業の中で、受講生が日本語を用

いて振り返りシートを書き、HonCC は英語での

振り返りシートを提出するという形で、それぞ

れ母国語で行う。教員側が作成したプロンプト

（考察を促すような質問事項）に対して、各自、

振り返りを書くこととした。その後、教員は双

方の学生からの振り返りを共有して、これらの

フィードバックをもとに本プロジェクトの評価

 

を行い、今後の COIL プロジェクトの発展へと

繋げていく。 
 

Reflection Paper prompts 振り返りプロンプト 
(1) What did you learn about early childhood 

education from this project? 
あなたはこのプロジェクトから幼児教育に

ついて何を学びましたか？ 
(2) What did you like about interacting with 

students from the other country? 
相手国の学生と交流してみて、どのようなこ

とが良かったですか？ 
(3) What surprised you during this virtual exchange 

experience? 
今回のバーチャルな交流の中で、どのような

驚きがありましたか？ 
(4) If there is another opportunity to do this type of 

virtual exchange, what types of activities would 
you like to do? 
次にこのようなバーチャルな交流の機会が

あった場合、あなたはどのような活動をして

みたいですか？ 
(5) Any other comments? 

何か他にコメントはありますか？ 
 

COIL 型教育の実践結果 

本授業の実践において、想定以上に双方の学

生同士の意見交換が活発に行われ、振り返りで

は日米の学生ともに前向きな意見が多い結果と

なった。本授業での新たな体験を楽しみ、今後

もこのような交流や学びを行いたいと感じてい

た学生が多かったと言える。UNP の学生にとっ

ては、英語での交流という点が難しかったが、

非同期型でハワイの学生と交流をしたため、自

動翻訳アプリを活用しながら、時間をかけて英

語を書き、互いに深い内容まで理解することが

できた。 
両国の受講生は、ビデオを観て学ぶだけでな

く、お互いの質疑応答の内容から学ぶことも多
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生）。 
・日本とは違う保育・教育のあり方に触れるこ

とで、幼児教育の新たな視点を学ぶことができ

た（UNP 学生）。 
・子どもとのかかわり方が対話的で日本とは違

ったけど、子どもの育ちや何を楽しんでいるか

を知ろうとする視点は同じなのだと学びました

（UNP 学生）。 
・幼児教育の核となる価値観を示す共通点はま

だたくさんあります。その価値観の一つに「選

択」があります（HonCC 学生）。 
・子どもたちに安全で刺激的な環境を作り、子

どもたちが学び、成長できるようにするという

目標は両国とも同じだと思いますが、その目標

にたどり着くまでの道のりについては、見方が

違うような気がします（HonCC 学生）。 
・日本の学生はハワイの動画を観て、保育者の

子どもとのかかわりが少ないことに驚き、ハワ

イの学生は日本の動画を観て、保育者のかかわ

りの多さに驚いていました（HonCC 学生）。 
・ハワイも日本も、ごっこ遊びの場面を大切に

していることがわかった（HonCC 学生）。 
 
２．異文化交流について 

両国の学生は、異文化の人との交流や学びを

楽しんでいるようであった。これまで一度も海

外の人と交流をしたことがない受講生も多かっ

たが、自己紹介では積極的に自分の趣味や好き

な食べ物などについて話をして、相手国の学生

との共通の趣味や好きなことを見つけようとし

ていた。以下は両国の受講生の振り返りの一部

である。 
・教科書や資料を見て学ぶのとは違い、異文化

のリアルな学生の考えに触れ、共有することが

できたことが良かったです（UNP 学生）。 
・海外の方と交流したことがなかったので、苦

手なりにも英語を使ってやり取りが成立したこ

とに一番驚いています。ハワイの方は私たちの

意見を取り入れた上で自分の意見を述べており、

しっかりしている…と驚きました（UNP 学生）。 
・文化的背景が違うにも関わらず、共通の専門

分野を持つ学生同士の会話が面白かったです

（UNP 学生）。 
・異文化交流とかあまり興味がなくて、面倒だ

と思っていたが、実際にハワイの人の声を聞い

てみると面白くて、もっと教育の場面を見てみ

たい、人としての生き方、考え方を知りたいと

も思った（UNP 学生）。 
・とても興味深い「よさこい」という踊りを紹

介してくれました（HonCC 学生）。 
・絵を描く、本を読むなどの共通の趣味につい

ての会話ができて楽しかった。今まで知らなか

った場所や名所を調べるのも楽しかった

（HonCC 学生）。 
・両国の学生には共通点が多かったです

（HonCC 学生）。 
・英語でコミュニケーションを取ろうとする日

本人学生の皆さんの意欲に感謝しています。次

回はハワイの学生が日本語で自己紹介できるよ

うにしたい（HonCC 学生）。 
 
３．自国の保育を相対的に見る機会について 

学生たちは、自分が知っていることや学んで

きたことがすべてではないことに気づき、彼ら

にとって異文化の保育を知ることが自国の保育

を見つめ直す機会となったようである。つまり、

他国のことを知ることにより、自国の幼児教育・

保育を相対的に見ることができたと言える。以

下、いくつかの振り返りを載せる。 
・実習や授業で学んだことや知識にとらわれて

いることに気づいた（UNP 学生）。 
・今まで知らなかった考えたこともなかった視

点に触れられたことが良かった。日本の幼児教

育について改めて見つめ直す機会になった

（UNP 学生）。 
・ハワイの人は色々な角度から質問してくる人

が多かった。そのため、自分も答えるために、

日本の幼児教育についてよく考える機会となっ

た（UNP 学生）。 
・日本の学生の意見を肯定的に取り入れてコメ

ントしてくれて、日本の幼児教育について細か

い気づきを伝えてくれたので、私自身も気づか

なかった日本の幼児教育の良さや特徴に気づく

ことができた（UNP 学生）。 
・私が日本の学生と交流して一番気に入ったの

は、新しい視点からアメリカの教育システムを

見ることができたことです（HonCC 学生）。 
・幼児教育についての私の理解は非常に狭く、

 

限られていることを知りました。私が幼児教育

とは何かについて考えていたことについて、私

自身が小さな殻に閉じこもっていた（HonCC 
学生）。 
 
４．時代を反映したプロジェクト 

現在、コロナ禍における新たな国際交流の手

段として、COIL 型教育はますます重要になっ

てきている。このような時期に本プロジェクト

が実現したことで、海外の人々との繋がりの重

要性を認識する機会となった学生も多く、約 1
ケ月という短い期間の中で、本授業実践は素晴

らしい成果をもたらしたと言える。以下は受講

生の振り返りの一部である。 
・実際に会ったことのない人と、しかも遠く離

れた所に暮らしている人と意見をたくさん交換

できたこと、また言語が異なる人と保育につい

て話せたことが素晴らしい（UNP 学生）。 
・人とのコミュニケーションや人間関係全般が

これまで以上に重要視される時代にあって、人

とのつながりや日本の幼児教育について学ぶこ

とができてよかった（HonCC 学生）。 
・海外とのバーチャル交流体験は、私たちの距

離を縮めてくれた。素晴らしかったです

（HonCC 学生）。 
・バルコニーに座って、このバーチャルな交流

の経験を振り返っていると、人と人とのつなが

りが深まっているのを感じます。それは、対面

のコミュニティが提供するものとは異なるタイ

プのつながりです（HonCC 学生）。 

結語 

以上が、本稿の日米共同メンバーが計画し実

行した COIL 型教育の実践報告である。最後に、

これらの実践を通じて明らかとなった、COIL 型

教育のもつ教育可能性について論じたい。 
まず、COIL を導入することのメリットとし

て、（1）経済的理由や履修カリキュラムの関係

上、留学機会が得にくい学習者に異文化交流授

業の機会を提供できる、（2）文化的背景の異な

る多様な学習者が協働学習を行うことにより、

課題に対する多面的な理解や複眼的な思考力を

習得できる、（3）相手先からの映像や双方向コ

ミュニケーションを利用した効果的な学びが可

能になる、等が挙げられる。 
COIL 型教育の授業実践とは、ビデオ会議で

用いられるような通信技術によって、ふたつの

国が単にヴァーチャルに接続することだけで実

現するものではない。国を超えた学生同士をつ

なぐために ICT が効果的に活用されることは確

かだが、それ以上に重要なことは、COIL では学

生一人ひとりが主体的に授業に参加し、学生同

士が対話的かつ協働的に課題や活動へ取り組む

ことにある。授業がそのようなかたちで構築さ

れていったときに初めて、COIL の教育的な効

果は十分に発揮されるものと考える。 
そのため COIL 型授業を展開する教員には、

事前の授業計画の話し合いの段階において、さ

らには実際の授業の経過のあらゆる場面で、学

生の主体的な授業参加や、学生同士の対話的か

つ協働的な課題の取り組みを促すような工夫を

常に意識することが求められる。教員がそれぞ

れ自国と相手国の学生の能力や問題関心につい

て情報共有し、すべての学生にとって最適とな

る授業の内容を考えていくことが必要である。

したがって COIL 型教育の効果的な授業の展開

のためには、教員たちにも対話的かつ協働的な

取り組みが求められているのである。 
今回、私たち日米共同メンバーが展開した

COIL 型授業の成功の鍵となったのは、すべて

の学生が「幼児教育」という非常に焦点化され

た分野において関心を共有できた点にあると考

える。異文化交流や異文化理解が「目的」なの

ではなく、それらが幼児教育をより深く学ぶた

めの「手段」となったことが、学生たちにたい

へん大きな教育的な効果をもたらした。しかし

ながら、結果として、今回の授業が学生たちに

とって、この上ない異文化交流と異文化理解の

経験となったことは間違いない。COIL の実践

は広く適用可能であるし、その教育可能性はあ

らゆる分野の授業に開かれているだろう。 
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新潟人間生活学会 会則 

第１章 総 則 
（名 称） 
 第 1 条  本会は「新潟人間生活学会」と称する。 
（事務局） 
 第２条  本会は、事務局を新潟県立大学 人間生活学部内に置く。 
 
第 2 章 目的および事業 
（目 的） 
 第３条  本会は、人間生活学に関する学理および応用の研究についての発表および情報の提供等を

行うことにより、人間生活学に関する研究の進歩普及を図り、もって学術の発展に寄与す

ることを目的とする。 
（事 業） 
第 4 条  本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 
    （１）機関紙および出版物の刊行 
    （２）学術集会などの開催 
    （３）その他本会の目的達成のために必要な事業 

 
第 3 章 会 員 
（会 員） 
 第 5 条  本会の会員は次の通りとする。 
     （１）個人会員  本会の目的に賛同して入会した個人 
     （２）学生会員  本会の目的に賛同して入会した学生 
（入 会） 
 第 6 条  本会の会員になろうとするものは、当該年度の会費を添えて所定の申込書を学会長に提出

しなければならない。 
（会 費） 
 第 7 条  本会の年会費は次の通りとする（会計年度は 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする）。 
     （１）個人会員 2,000 円 
     （２）学生会員  500 円 
（退 会） 
 第 8 条  会員が退会しようとするときは、退会届を学会長に提出しなければならない。 
 
第 4 章 役員および会議 
（役 員） 
 第 9 条  本会には次の役員をおく。 
      学会長       １名（人間生活学部長） 
      副会長       ２名 
      幹事        ２名 
      監事        ２名 
     ＊顧問（指導助言を必要とした場合、学会長が委嘱） 
（役員の選任） 
第 10 条  学会長は新潟県立大学人間生活学部長とし、副会長、幹事および監事を学会長が推薦し、

総会で選任する。学会長が必要と認める場合は、総会の議を経て、業務を委嘱する委員（特

別委員）を置くことができる。 
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 2 

（役員の職務） 
第11条 学会長は、本会の業務を掌理し、本会を代表する。 
第12条 役員は、この会則に定める事項を行う他、総会の権限に定められた事項以外の事項を決

議し、執行する。 
第13条 監事は本会の業務および財産に関して監査する。 

（役員の任期） 
第14条 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 

（編集委員） 
第15条 本会に、機関誌等の刊行を行う編集委員をおく。 
２ 編集委員は役員会の議を経て学会長が指名する。       

（会 議） 
第16条 本会は、総会、役員会および編集員会を開催する。 

（総 会） 
 第 17 条  総会は学会長が招集する。 
     （１）総会は、個人会員をもって構成する。 
     （２）総会の議長は、その総会に出席した個人会員の中から選出する。 
     （３）総会の議事は、出席役員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決すると

ころによる。 
 第 18 条  総会は以下の事項について議決する。 
     （１）会則の変更 
     （２）事業計画および収支予算並びにその変更 
     （３）事業報告および収支決算 
     （４）役員の選任（会長、副会長、幹事、監事） 
     （５）会費の額 

     （６）その他運営に関する重要事項 

（役員会） 

 第19条  役員会は学会長が招集する。 

     （１）役員会の議長は学会長とする。 

     （２）役員会は、役員の３分の２以上の出席がなければ議決することはできない。 

     （３）役員会の議事は、出席役員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決する

ところによる。 

（編集委員会） 

 第20条  編集委員会は委員長が召集する。 

（１） 編集委員会の委員長は役員会の議を経て学会長が指名する。 

（２） 編集委員会は、委員の３分の２以上の出席がなければ議決することはできない。 

（３） 編集委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の

決するところによる。 

（顧問） 

 第21条  本会には顧問をおくことができる。 

   ２ 顧問は役員会の議を経て学会長が推薦し、総会で選任する。 

 

附 則 

 この会則は、平成21年11月から施行する。 

 この会則は、平成22年1月から改定施行する。 

 この会則は、平成23年5月から改定施行する。 

この会則は、平成31年4月から改定施行する。 
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人間生活学研究原稿の基本フォーマット  

タイトル 明朝 14pt、中央揃え 
 

人間太郎 1*、生活花子 2、名前欄は中央揃え、明朝 12pt、上下に 1 行開ける 

 
要旨は概ね 800 字以内で記載する。ページ設定は 44 字×44 行。要旨とキーワードは両

端揃え左右 2 字ずつ文字下げ（インテンド）。構造化抄録（目的、方法などの見出しが入る

抄録）の場合は見出しの前で改行し、左揃え。非構造化抄録（見出しが入らない抄録）の

場合は、文頭および各段落の冒頭を１字下げする。要旨の見出しはゴシック 10pt 太字、文

章は明朝 10pt。いずれも等幅フォントを用いる。ただし文中の英数字（アルファベットと

算用数字）は半角で記載し、Times New Roman に設定する。日本文の句読点は「、。」とす

る（本文も同様）。英語論文の場合、原稿全体にわたってフォントは明朝を Times New Roman
に、ゴシックを Arial に読み替える。 

 
キーワード： 上下に 1 行空ける、6 個以内、読点で区切る 

 

はじめに 

 本文セクションは 2 段組 21 字×44 行に設定。 
本文の見出しは中央揃え、ゴシック 12pt、上

下は段落設定により半行ずつ開ける。 
本文の文章は両端揃え、日本語は明朝 10pt、

英数字は半角で Times New Roman。 
文献番号は引用した順番につける。引用場所

の右肩に 1)、2-3)、1, 3-4)と番号を付す。  

方法 

  
 
統計学的分析 

副見出しはゴシック 10pt 太字で左揃え。 
なお統計学的分析を行った研究では、副出し
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私（氏名：楷書または印刷）                 は上記について確認しました。 

                日付 

署名 
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本学会における著作権の取り扱いについて 

本学会では論文等の学会誌への掲載にあたり、全著者に対して著作権の委譲を求めています。

その理由は大きく下記の 4点に集約されます。  

1) 学会誌への掲載やオンライン公開にあたって、内容の変更を伴わないレイアウト等の修正が必

要となった場合に、著者へ確認を求める手続きを省く。 

2) 新潟県立大学学術リポジトリや種々の検索サービス等において論文が公開される場合に、著者

へ の確認なしに学会で公開の可否を判断できるようにする。  

3) 本誌や他誌のレビュー論文等において図表の引用が求められた場合に、学会において判断を 

行えるようにする。  

4) その他、現在想定していない目的のために著作権の行使が必要となった場合に、学会での対応

を可能にする。  

 本学会では本誌掲載論文が広く公開されて活用されることを望んでいます。委譲された著作権は

その目的のために使用されるものであり、下記のような行為を制限する物ではありません。 

 

・印刷された論文の複写物やリポジトリ等で公開された電子ファイルを、非営利的な研究紹介の

ために配付する。 

 

・著者が所属機関のリポジトリ等で公開する。 

 

・著者が研究報告書等に論文の全体または一部を引用する(引用先における二重投稿の規定に抵触

しない場合に限る)。  

 

 本学会が保持する著作権は学会誌やリポジトリにおいて学会が公開する著作物についてのみで

あり、著作の基となったデータについては全ての権利が著者に保持されます。よって、本誌に掲

載された集計結果を異なる形で著者が作図・作表して公表することについては、公表先の二重投

稿規定に反しない限り、これを妨げるものではありません。 

 

 以上のような事情をご勘案いただき、投稿においては著作権を学会に委譲していただきたく、

著者諸氏のご配慮をお願いいたします。また、本学会では本誌の掲載論文を積極的に公開してま

いりたいと考えており、著者諸氏におかれましても、掲載論文の積極的なご活用をお願いいたし

ます。 

- 1 -

投稿論文の査読に関する内規 

 

 本内規は、「人間生活学研究」投稿要領に基づいて、投稿された研究論文の原稿の査読

に関する審査内規として定める。 

 

第１条 編集委員会は、新潟人間生活学会員と外部の人間生活学研究に携わる者の中から 
       投稿論文を審査するにふさわしい者を複数名選出する。 

第２条 編集委員長は、投稿論文の審査にあたり審査者として推薦された者に、審査依頼 

   する。 

第３条 各論文は審査者により審査される。 

第４条 審査の基準は、次の４段階に評価される。 

        「採択」 

        「条件付き採択」 
    「要再審査」 

        「不採択」 

第５条  審査者は、上記の評価とともに、審査論文の不備・指摘点を記述し、期日内に 

編集委員会に提出する。 

第６条  編集委員会は、審査結果をふまえ論文の掲載を決定する。なお、「条件付き採択」

と評価された論文は、修正稿の確認を審査者に依頼する場合がある。「要再審査」

と評価された論文は、審査者に再審査を依頼する。投稿者に審査者の指摘点が記述

された審査用紙を配布し、投稿者は期日までに修正し再度提出する。その際、指摘

点をどのように修正したか各指摘に対する対応の一覧を作成し、論文とともに提出

する。 

第７条 編集委員長は、対応の一覧を添付し修正論文の再審査を審査者に依頼をする。 

第８条 編集委員会は、再審査の結果をふまえ、掲載を決定する。 

 

付則 １．審査規定の改定は、編集委員会の議を経て新潟人間生活学会総会において決議 

される。 

      ２．本規定は 2015 年 5 月 1 日より実施する。 
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編 集 後 記 

 人間生活学研究第 12 号には、査読なし論文 3 編、報告 4 編の計 7 編の論文を掲載

することができました。査読つき論文の掲載はありませんでしたが、ご投稿ください

ました著者の皆様に心から感謝申し上げます。また、今年度は新型コロナウイルス感

染症（COVID-19）の流行により、新潟人間生活学会が開催されませんでした。その

ため、今号には例年のような学会の報告資料は掲載されていません。一刻も早く感染

症が終息することにより、次年度は無事学会が開催されることを祈念しています。 
 本誌は人間生活に関するさまざまな研究活動を社会へ発信する場となっておりま

す。査読つき論文を中心に、投稿数が年々減少していることが気がかりです。幅広い

分野の研究について原稿を受け付けておりますので、積極的なご投稿をお待ちしてお

ります。本誌をぜひ、皆様の研究報告や教育・実践活動の紹介の場としてご活用くだ

さい。 
 今後とも皆様のご理解と温かいご支援をくださいますよう、何卒よろしくお願い申

し上げます。 
 （神山 伸） 

 
編 集 委 員(五十音順) 

太田 亜里美  神山 伸（委員長） 
高橋 靖幸  永野 忠聖 
西村 愛  山岸 あづみ 
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